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　　プロローグ　兄妹に戻る日





「……へ？　兄妹に戻る？」

「だから、さっきからそう言っています」

　どこまでも、それこそ地の果てまで広がっていそうな広大な草原。撫なでるような微かすかな風が草木を揺らし、深緑の波を一つ二つと生み出していく。

　さざめきのように広がっていく波の中に立っているのは、二人の少女。

　一人はドレスが混ざったような不思議な着物を、一人は白衣のようなものを着ている。

「え～とさ、冬ふゆ姫きにお兄さんがいるのは知ってるよ？　初めて会った時から延々自慢話を聞かされてきたからさっ」

「はい。妹にとって自慢の兄です」

　困ったような表情を浮かべるのは白衣を羽は織おった栗くり色いろの髪の少女。肩けん甲こう骨こつのあたりまで伸びた髪は元々そうなのか、それともそういう風にセットしているのか、軽くウェーブがかかっている。

　そしてもう一人は「妹」という奇妙な一人称を使う改造着物の少女。細い背中を覆い尽くすほどに長く艶つややかな黒髪に、美術品のように整った造ぞう形けい。

　そして何よりも特徴的なのは、蒼そう穹きゆうのごとく澄み渡った空色の瞳。

「妹はこの日を待ちわびてきました。これでようやく兄と暮らすことができます。八年間ずっ[image: ][image: ][image: ][image: ]と待ち続けた妹の気持ちがるっちゃんにわかりますか？　いえ妹ではないるっちゃんにはわからないでしょうね」

「……あれ？　聞いてて変だと思うのは涙るいさんだけ？」

　愛いとしき人と長らく会うことができなかった───そう言っているようにしか聞こえない。るっちゃんこと西さい園おん寺じ涙るいはますます困った表情を深めることに。

　そんな親友の顔を見て、冬ふゆ姫きは心外だとばかりに猛攻する。

「どこも変じゃありません。妹の全すべては兄のために、この血ち潮しおの一滴から髪の毛の一本に至るまで兄のものであり、兄の頭の頂点からつま先まで全てが妹のものです。この世の常識ですよ？」

「いや、そんな常識聞いたことないし。っていうかそんな兄妹怖いよ？」

「失礼ですね。るっちゃんに妹の何がわかるのですか？」

「確かに涙さんは妹じゃないけど、それがおかしいことくらいはわかるよっ」

　本当にこの友人はお兄さんのことが好きなんだな───そう思う今日この頃ごろ。

　まあ出会ったときから耳にたこができるぐらい兄の話を聞かされていたら、誰だれでもこのことに気がつくだろう。

　いわく、鴉からす羽ば冬ふゆ姫きはブラコンである。それも頭に超がつくほどの。

　身体からだが貧相であることに目をつむれば十人が十人とも魅力的と答えるであろう容姿。

　だというのにこの少女は兄以外の男には全まつたく興味がないようで───。

「今、非常に不快な気分になったのですが。何か失礼なことを考えていませんか？」

「あはは、そんなことないよ～」

　そして結構鋭するどい。

　冷や汗を流して誤ご魔ま化かす涙をジト目で見つめる冬姫。が、その視線が思わず下───自分とは比べ物にならないくらい膨らんだ胸部バストにいきついてしまう。

「……大丈夫です。妹、自分の背せ丈たけにはこれくらいが合っていることはちゃんと自覚していますから」

「そう言いながら親の敵かたきみたいな目で睨にらみつけないでくれるかなっ」

　なまじ造ぞう形けいが整っているせいで結構怖い。

　まあ年頃の女子にとって胸の大きさというのは結構なステータスなので仕方ないだろう。




　特に、冬姫なんて同年代と比べてもかなり残念だし。

「……羨うらやましくなんてありませんからね」

「あはは……」

　現代日本にはあるはずもない広大な草原を歩く二人。局所的な話題で微妙に険悪な雰囲気になっているが、仲はいいのだろう。

「ところで何の話だっけ？」

「兄の話です！」

「あ～そうだった。で、兄妹に戻るってどういうこと？　今まで兄妹じゃなかったみたいな言い方だけど」

「ふむ、るっちゃんには兄についてどれくらい話しましたか？」

「詳しいことはあんまり。なんか凄すごいのは冬ふゆ姫きの話から想像がつくけど」

「では妹の実家については？」

「確か八年前に両親が死んで鴉からす羽ばに引き取られた、みたいな話は聞いたかな」

　世界有数のネットワーク会社である鴉羽グループに引き取られたなんて幸運だな～、と思ったものだ。この友人とは電脳世界エリユシオンでしか会ったことがないので普段の生活については知らないのだが、きっと裕福な暮らしをさせてもらっているのだろう。

「そこまで知っているのなら話は簡単です。兄と妹は別々の家に引き取られて、それ以来会うことを禁じられていたのです」

「それはつまり、八年間ずっと？」

　涙るいは今日一番の驚きを覚えた。

　それはこのブラコンの妹がよくそんな長期間も耐えたな～、というのが一つ。

　そしてもう一つが八年間も会ってないのになんでそこまで慕えるのかな～というもの。

（変わってるとか考えなかったのかな？）

　何といっても八年である。どんな成長をしていても不思議はない。

　この妹の兄が不細工ということはないだろうが、内面はどうなっているか知れたものではない。

　そのことを尋ねてみると───。

「全まつたく心配していませんね。そもそも去年から連絡を取り合っていますし」

「あれ？　会えないんじゃなかったの？」

「会ってはいませんが、端たん末まつごしに顔を合わせていました」

　端末───個人構造体管理端末の略称───による立体映像ホログラムを利用した対話通信コールならば離れた場所であっても顔を合わせることができる。しかし、

「……あの鴉羽がそんな簡単な手を見逃してたの？」

「まさか。電脳世界こちらで会えればよかったのですけど、さすがに監視が厳しかったので、仕方なく鴉羽本社の構造体にハッキングして端末の監視プログラムを書き換えました。プログラム構成の把握、監視対策の迷彩、セキュリティのクラッキング……スキルアップに七年近くかかってしまいましたけど」

「いや、随分簡単に言ってるけどそれ滅め茶ちや苦く茶ちや高難易度だからね？　できるの冬姫くらいのものだよ？」

　世界最高峰のネットワーク技術を持つ大企業『鴉羽』、その本社にたった七年の経験でハッキングしたというのだ、弱冠十五歳さいの少女が。

　それも兄と連絡をとる、ただそれだけのために。

「……まあそれはいいや。終わったことを言っても仕方ないし。それで、そもそも何で会うことを禁じられてたのさ？　互いに引き取られた家の仲が悪かったとか？」

「それも理由の一つですが、一番大きな原因は二人で逃げることを防ぐためですね。妹、いつも兄と一緒に暮らしたいと言っていましたから」

「……つまり、駆け落ちしちゃうことを危き惧ぐしてたってことでしょ。いくらなんでも兄妹でそれは───」

「だから実行するのに八年もかかってしまいました」

「……………………」

「……………………」

「え!?　駆け落ちするの!?」

「はい。兄と一緒になるにはそれしかありませんでしたから」

　しれっと凄すごいことを言う冬ふゆ姫きに驚きあきれる涙るい。兄兄兄兄と年がら年中言っていたが、まさかここまでとは思わなかった。

「ってことは前に近場でいい物件ないですか？　とか聞いてきたのは───」

「あ、言ってなかったですね。明日からお世話になります」

「引っ越し宣言!?　家出するつもりなの？」

「生活資金も十分貯たまりましたし、ちょうど高校入学と時期もいいですから。あとつもりじゃなくて、もうしてます。妹は今ビジネスホテルにいるもので」

「……よく鴉からす羽ばに見つからなかったね」

　冬姫はプログラマーとして、ハッカーとして天才的な腕をもっている。鴉羽グループが彼女を手放さなかったのも彼女の存在が利益を生むからであり、彼女がそうである限り手放すつもりはないはず。

「直前に鴉羽のメインサーバーを停止させましたから、そんな余裕はないでしょうね。ついでに戸籍も改かい竄ざんしましたから、妹はもう『鴉羽冬姫』ではありません」

「メインサーバーを停止って……」

「あ、もちろんそう簡単に復旧しないようにウィルスも仕込んでおきました。妹特製のやつなので、駆除に最低でも三日はかかるでしょうね」

「それ億、いや、下へ手たしたらそれ以上の損害がでてるねっ」

「これから出る家のことなんて妹、知ったことではありません。そもそも鴉羽は妹と兄を引き離した張本人、恨み骨こつ髄ずいです」

　晴れやかな色彩の瞳に底の見えない黒い感情を宿す冬姫。実際に世界に名だたる電脳企業を停止に追い込む技術と、それを躊ちゆう躇ちよなく実行する意思に背筋がひやりとする。

　その思いを何とか振り払おうと、話題を変える。

「それで、お兄さんのほうは？　そっちも家出するんでしょ？」

「はい。兄は今日中にるっちゃんの街へと向かうそうです。今いま頃ごろはそうですね───」

　立ち止まり、空を見上げる。

　雲ひとつない透き通った幻想の空ははるか遠く、どこまでも見渡せる。その向こうにあるであろう遠き現実の世界を見るような眼めで、

「家出の真っ最中じゃないでしょうか」

　そう、呟つぶやいた。




　冬ふゆ姫きと涙るいが電脳世界エリユシオンで邂かい逅こうを果てしていたまさにその時刻。

　人里から離れた山合いに位置する大きな和装の建物。人口灯のない夜の闇やみに包まれて普段は静せい寂じやくの中にあるこの屋敷だが、今日はいつもと様子が違っていた。

　闇を切り裂くように響き渡るのは、金属が交差する甲高い音と銃声。

「追えっ、連れん城じようの名において絶対に逃がすな！」

「はいっ！」

　統とう率そつされた軍隊のごとく指揮官の指示に従って走る男たちが追っているのは一人の少年。




　適当に切りそろえられた黒髪に、美形とまではいかないものの精せい悍かんな顔つきの少年は背後から迫る追っ手に意識を傾けながら、ひたすら長い廊下を駆ける。

　風のごとき速度で駆ける彼の眼も、やはり蒼そう穹きゆうを映したような空色。

「ったくしつけーな。おちおち探し物できやしねえっ！」

　ぼそりと呟いたその言葉は背後から放たれた弾丸に切り裂かれる。視線を走らせて確認してみれば追っ手の数が十人に増え、さらに全員がやけにごつい大型拳けん銃じゆうを構えている。

　さらに前からも十人、同じように用途に応じて弾丸が変わる軍用拳銃《ブラスター》を構えて飛び出してくる。

「あらら……囲まれたか」

　口調とは裏腹にどこまでもリラックスした少年は前をふさぐ兵隊と向き合う。いくら暴徒鎮圧用の麻ま痺ひ弾に設定されているとはいえ、その表情は数十の銃口を向けられているとは思えないほど余裕そのもの。

　そんな彼を前に、追っ手の中から部隊長らしき人物が進み出てくる。

「そろそろ投降していただけませんか、若様」

「面白い冗談だな葛か西さい。まさかと思うがこの程度で俺を捕らえたつもりか？」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべ、少年がゆっくりと身体からだを半身にする。

　構えともとれぬほど自然体に近いその姿、しかし取り囲んでいる男たちは彼から発せられた鋭するどい気迫の前に動揺を隠すことができない。

　当然だ。彼らは目の前にいる少年のことをよく知っている。決して見かけで判断してはいけないことを。

　そのうちに秘めた凄すさまじい実力を、彼らはよく知っている。

「確かに、普段の若様なら我らが百人いても相手にならないでしょう。だが今は刀をもっておらず、対してこちらはブラスターの使用許可を得ています……勝機は十分あると思いますが？」

「ほ～随分言うようになったじゃないか。その心意気に免じて一つ忠告しておいてやる。俺とやり合うなら荷電粒子砲ブラストモード、最低でも実弾ハザードモードまでレベルをあげな。麻ま痺ひ弾じゃ万に一つ当たったとしても俺は止められないぞ」

「……ではお言葉に甘えて。ブラスターの制限を二段階解除、全員ブラストモードへと移行せよ！」

「か、葛か西さいさん正気ですか!?　ブラストモードは戦車戦艦などの対大型機械類専用のモード、人間なんてかすっただけで消し飛びますよ!?」

　隊員の一人が泡を食った体ていで言葉を荒らげる。それもそのはず、ブラスターの最終形態であり切り札でもある荷電粒子砲は弾数こそ限られているものの、分厚い装そう甲こうを紙きれのように撃ち抜く威力だ。

　間違っても人間、それもたった一人に使用するものではない。

　だがここは連れん城じよう家。

　遥はるか昔から歴史の裏で暗躍し、各所に血族を傭よう兵へいとして派遣してきた武の一族。

　そして目の前にいる少年はその連城の中でも史上最強と言われているほどの天才。

「手加減なんてできる相手じゃあない……各員、殺す気で構えろ！」

　がちゃりと、前後の銃口が一斉に向けられる。バチバチと不気味なスパーク音をあげて形成されていく紫電の弾丸を前にしても、少年の表情は全まつたく変わらない。

　そして雰囲気が一気に真剣なものへと変わり───。

「……妹が待ってんだ。さっさと通らせてもらうぞ」

「総員、かかれぇぇぇ!!」

　その声と同時に、閃せん光こうが翔かけた。




「…………………」

　連城本家の屋敷、そのほぼ最上階に位置する一室に立っているのは一人の男。

　巌いわおのような身体からだに静かな闘とう気きをたぎらせた大柄の男は目の前にある二振りの刀───連城の家宝である二つのうち一振りを手にとる。

「───来たか大たい河が」

「ああ、来たぜ───親父おやじ」

　その声に答えるように、部屋の扉が轟ごう音おんをあげて吹き飛ぶ。３バウンドして床に転がった扉は中心部がひどくひしゃげており、すでに扉としての体を成していない。

　乱入者の名は連れん城じよう大たい河が。

　名前の通り連城家の人間であり、今日に限っていえば連城家の戦闘員を八割近く戦闘不能に追い込んだ恐ろしき敵。

　迎え撃つのは連城家三十三代目当主にして、大河の養父である連城剛ごう毅き。

「決意は……変わらんか」

「育ててもらった恩は感じてるが、とっくの昔に返済済みだ。俺がどこで何をして生きようが俺の勝手、違うか？」

「違うな。たとえ血はつながっていなくとも、お前の身体からだには連れん城じようの全すべてが息づいている。それこそ我が一族の証あかしであり、それゆえにお前を自由にするわけにはいかない。特に、お前は放置しておくには危険すぎる！」

　シュラン、と鋭するどい剣先が鞘さやから引き抜かれる。分類としては野の太だ刀ち、一メートル近くある大型の刀。

　人など容易たやすく斬きり裂く純然たる凶器が真まっ直すぐ正せい眼がんの構えで大たい河がに向けられる。

「─────────」

「─────────」

　交わす言葉はない。

　お互いに全力で打ち込む隙すきを探し、行動をシミュレートする。

　刀を持つ剛ごう毅きと無手の大河、優位は剛毅にある。

　そして───決着は唐突に訪れる。

　何が契機となったのか、二人の姿が同時に掻かき消きえてちょうど中間地点に出現する。同時に一つの斬ざん撃げきと一つの拳撃が奔はしる。

　真一文字の剣けん閃せんは少年を捕らえることができず、虚むなしく空を切るだけ。そして剛毅の口からつぅ……と赤い液体が流れて床に紅あかい斑はん点てんを描き出す。

「……やはり……無手でも敵かなわぬか……ごふっ！」

「わりいな親父おやじ、死なない程度の手加減はしてやったから」

　剛毅の脇わき腹ばらに左ひだり拳こぶしをめり込ませた大河はそう呟つぶやくと、拳を引く。ぐらりと傾いていく父の身体を受け止めることもなく、無造作に床に転がす。

　まだかろうじて意識は残っているのだろう、その目は薄く開いている。

「……これから……どうする……つもりだ……」

「さっさと出ていくさ。ここには忘れものを取りに来ただけだからな」

　かすれた声に律りち義ぎに返答し、大河はもう一振りの家宝を手にとる。その慣れ親しんだ感触を確かめるように柄つかを何度も握りしめ、背中に担ぐ。

「たぶん、二度と会うことはないだろうな」

「そう……か……」

　最後にそう伝え、大河は悠然と歩き去っていく。血がつながっていなくても親子なのにそっけないとか、情がないとか思う者もいるかもしれない。

　だが、二人は武人なのだ。

　勝者が敗者に伝えることなどなく、敗者はただ沈黙するのみ───彼らは少なくとも八年の長きにわたりこうして接してきた。最後の最後まで、そうでしかなかった。

「……八年も住んでりゃ、それなりに情も湧わくか」

　養父を倒してから十分後、追っ手を全すべて撃げき墜ついし、ようやく静せい寂じやくを取り戻した森の中に大たい河がの姿はあった。闇やみの中でも決して消えることのない空色の瞳が見つめるのは、すでに遠くなった連れん城じようの家屋。

　最後にその光景を目に焼きつけるかのように見つめた後、再び歩き始める。




「もう、連城大河じゃない。俺の名は───」

「もう、鴉からす羽ば冬ふゆ姫きではありません。妹の名は───」




「天てん陵りよう大たい河がだ」

「天てん陵りよう冬ふゆ姫きです」




　八年間止まっていた兄妹の時間が、再び動き始める。


















　　第一章　引っ越しと学園と電脳世界





　都心より程よく離れ、ここ数十年で飛躍的に発展した街がある。

　発展した理由はいくつか挙げることができるが、最も大きな要因はこの地に本社を構える複合企業体《切きり燈とうグループ》の存在だろう。

　この街の運営はすでに国や地方自治体ではなく切燈によって行われているとまで言われるほど、かの企業は街に恩恵をもたらした。

　学園の設立から最新鋭の磁気式電車リニア、端たん末まつ、さらには人々の第二の生活基盤である電脳世界エリユシオンの多種多様な構造体に至るまで、あらゆるものに切燈の影を見ることができる。

　何もかもが新しいその街は通称、新都市。

　そんな街に今、新生活を始めようとする少年が───。

「君、その背中の包みは何かな？」

「ああいやこれはただの竹刀ですよ？　危ないものじゃないですよ？」

　駅前で警察に捕まりかけていた。

　駅というのは危険物の持ち込みルートとしてはごくありふれており、また交通の窓口であることから派出所が設置されていることが多い。

　時刻はお昼少し前、たまたま改札口を見ていた警官が発見したのは一人の少年。身なりこそ普通だったが、その背中にくくりつけられていたのは一メートル以上はある細長い包み───現代ではそうは見ない代物に彼が警戒したのは当然だろう。

「竹刀？　それにしては随分と重そうだけど？」

「あ～……ほら、重しとして芯は金属でできてるから！　これがなかなかいい感じで負荷になってさ！」

「とりあえず、見せてくれるかな？」

「………………」

「………………」

「……さらばっ！」

「あっ！　おい逃げるな小僧！」

　そう言われても逃げなければ捕まるだけだ。

　なにせ彼が背負っているのは刃引きもしていない完全完かん璧ぺきなる凶器。むしろここに到着するまでに捕まらなかったことが奇跡ぐらいの代物。

　人の流れを縫うように細かいステップで駆け抜けていく少年───天てん陵りよう大たい河が。

　数キロはある野の太だ刀ちを背負っているというのにそのスピードは風のようで、瞬く間に警官の追跡を振り切る。

　一応余裕を持って人ごみを抜けるまで走り続け、そこでようやく一息つく。

「はぁ～まさかいきなり目をつけられるとはな。やっぱ目立つのかこれ。連れん城じようにいたときは得物を持ってるのが普通だから気づかなかったわ」

　この少年、実は常識がないのかもしれない。

「まあいざとなったら力ずくで突破すればいいか。所しよ詮せんは警察だし」

　訂正。かもしれないじゃなくて、なかった。

　駅までの道順は覚えているが、今戻っても警官とはち合わせるだけ。ということでこのまま進むのがベストと判断、手首につけたリング状の機器───端たん末まつを起動させて立体映像ホログラムの情報処理領域ウインドウを展開させる。

　映し出された新都市の地図に赤い点で己の位置が表示される。大たい河がにしか見えない幻想の地図をまんべんなく眺め、大体の地理を頭に叩たたき込こむ。

「え～と目的地は……ここか」

　地図上に示された蒼あおいマーカーがあるのはここから徒歩五分ほどの場所。マーカーの上に描かれた「妹、ここにいます」という文字に頬ほおをゆるめながら、大河はゆっくりと歩き始める。

　さすがは新しい街といったところで、どの建物も非常に綺き麗れいで近代的だった。人里離れた場所で暮らしていた大河にはそれが物珍しく見え、まるでおのぼりさんのようにきょろきょろと観光しながら歩く。

　そんなこんなで歩くこと十分（のろのろ歩いていたので倍かかった）、ようやく目的地が見えてくる。

「あれか。確か最上階だったな」

　それは駅から徒歩圏内という高物件地帯の一角に建っていたマンション。ワンフロアに二部屋しかない、いわゆる高級マンションに分類される物件であり、周囲に建っているものとは明らかにグレードが違う。

「……うっわ～冬ふゆ姫きのやつ、奮発したなおい。てか資金足りたのか？」

　連城における八年間で多くの依頼をこなしてそれなりの金額を稼いだ大河であるが、このマンションの一室を購入するとなるとさすがに厳しい。

　綺麗に掃除されているフロントスペースを通り抜け、エレベーターで最上階を目指す。

　チン───軽い電子音で目的階への到着が知らされ、扉が開く。

「ビービー、警告シマス。コノ階層ハ現在、引ッ越シ作業中デス。関係者以外ハ速ヤカニオ引キ取リクダサイ」

「関係者だっての。ほれさっさと作業に戻りな」

「脳波情報ノ提供ヲ求メマス」

「はいはい……ほらよ」

　フロアに足を踏み入れた瞬間に目ざとく近づいてきた自動制御型無人機《ドローン》───中でもこの機体は作業用小型───に端末を使って自分の脳波情報を送る。

　静脈認証、指紋認証……色々な識別法がある中で現在主流となっているのは脳波認証だ。端たん末まつで計測した情報で個人を識別することができる。

「識別完了、本日付デ入居スル天てん陵りよう大たい河が本人ト確認シマシタ。オ通リクダサイ」

　それだけ言うと、タマゴ型のロボットは何事もなかったように作業に戻っていく。

　どうやら作業は始まったばかりのようで廊下には多くの荷物が天井近くまで積まれ、十数体のドローンがそれらを一つずつ部屋の中に運んでいく。

　正直なところ、虫か何かみたいで結構不気味である。

「俺にとってドローンは基本的に敵だしな……」

　こんなファンシーなものではないブラスターやらを装備した軍用ドローンだが、小型中型大型問わずに今まで何百何千何万と破壊してきた。正直、街に配備されている警備ドローンも反射的にたたっ斬きろうとしてしまったくらいだ。

　今となっては街中に何らかの形で配備されているので慣れないといけないのだが、長年の癖はそう簡単には消えない。

　行ったり来たりする白タマゴを避けて、開け放たれているドアから室内へと入る。最上階は一部屋しかなく、もう一部屋分の敷地がまるまる庭として付随されている。

　その分、ただでさえ最上階ということで高い家賃がさらに高くなっているが。

「さすが冬ふゆ姫きのチョイス。いい物件だな」

　冬姫にしても大河にしても、分野こそ異なっているものの名家に引き取られた身。眼めはそこそこに肥えている。そんな彼からしても、その部屋はなかなかよかった。

　端末で間取りを見てみる。リビング兼ダイニングキッチンと浴室、トイレ、脱衣所兼洗面所のほかに部屋は四つ。二つを私室にあてるとしても二部屋余る。

（まあ、一つは物置だろうな）

　先ほど廊下に積まれていた大量の荷物、大河の私物はあまりないことから、七割近くは冬姫の荷物なのだろう。あれほどの荷物が私室に入りきるとは思えない。

「──────、───、──────」

　不意に声が聞こえてきた。

　作業の音でやかましい中でも妙にはっきりと聞こえてきた涼やかな声に惹ひかれて、大河は声が聞こえてきた部屋のドアノブに手をかける。

　ガチャリ───軽く回すと扉がゆっくりと開かれていく。

「あ……」

　そこにいたのは、窓から射さす日の光を一身に浴びている少女。

　艶つややかな黒髪が日光できらきらと輝き、雪のように真っ白な肌とのコントラストが眩まぶしい。振り返った少女の瞳は、どこまでも広がっているような空の色。

「───ただいま、そんで久しぶり冬姫」

「はい。八年ぶりですね兄。妹は首を長くして待っていました」

　華が咲くような笑顔で迎えられ、兄妹は再会した。




　誰だれかと話していたらしい彼女は端たん末まつのウィンドウを閉じ、向かい合う。

「随分遅かったですね。あんな格かつ好こうをしていたら警察に怪しまれて当然ですけど」

「ちょっと待て、何で知ってるのかなマイシスター？」

「妹、兄の様子は連れん城じようを出た直後から観察していましたから。監視カメラとかをハッキングして」

「そんなに簡単に犯罪をカミングアウトしないでもらえませんかね！」

「む、ひどい言いようですね。妹は世間知らずの兄が心配だったんですから」

　若干拗すねた様子の冬ふゆ姫きは幼さと大人っぽさが奇跡のように混じり合っており、大たい河がは不覚にも心臓がドクリと跳ねてしまう。

　いくら双子の兄妹だといっても、八年（対話通信コールを除けば七年）も顔を合わせていなかったのだ。子供のときのイメージとのギャップが大きく、正直なところ気を抜くと異性として意識してしまいそうだった。

　それほどまでに、成長した冬姫は美しい少女になっていた。

「……………………」

「どうかしましたか兄？　妹、どこかおかしいですか？」

「ああいや……今さらだけど随分変わったな、ってさ」

「それはどちらかというと妹のセリフだと思います。昔は同じくらいの背せ丈たけだったのに、兄は成長しすぎです」

「や、それはそっちが成長してないだけ───」

「───妹、なんだか急に兄をいじめたくなりました。ちょっと正座してください」

「え、いきなり何、」

「いいから正座」

「……はい」

　小さい身体からだから発せられる黒い圧力に屈する。

　再会一分で妹に正座させられる兄というのも何とも間抜けというか何というかだが、ここは彼の名誉のために仕方なしと言わせてもらおう。

　自業自得といえばそれまでだが。

「いいですか兄。妹は確かに平均身長よりも低いですが、まだ十五歳さいです。成長の余地はまだまだあります」

「うん、確かに可能性はある」

　可能性はゼロじゃない。夢のある言葉だ。

「そもそも双子の兄がこれほど大きくなっているのですから、妹が成長する可能性も高いはずです。一年、あと一年もすれば必ず成長期が───」

「や、身体の成長って男と女で違うからね？　そもそも俺は平均身長より少し高いくらいで別に大きくないぞ？」

「…………（ゲシゲシ）」

「痛い痛いつま先で蹴けらないで」

「小さい妹の攻撃なんて蚊かみたいなものでしょうに」

　むくれる妹、しかし不意にその表情が柔らかくなる。彼女の機嫌を窺うかがっていた大たい河がはその変化に疑問符を浮かべる。妹は確かに怒っていたはず。

「どした？」

「いえ……八年ぶりの再会だっていうのに、なんだかずっと一緒にいたみたいだなって」

「……兄妹、だからかな」

「───はい」

　どこか気恥ずかしい、けれど居心地のいい雰囲気。

　もしかしたら気まずいかもしれない───そんな思いを密ひそかに抱えていた二人だが、いつの間にか不安はなくなっていた。

　冬ふゆ姫きが膝ひざを折って大河と視線を合わせる。全まつたく同じ色の瞳が向き合い、そしてゆっくりと近づいてくる。

「……え、ちょ、おい」

　冬姫はまごうことなき美少女だ。全体的に色々と小さいものの、まるで芸術品のように整った顔立ちは兄であっても見み惚とれてしまう。

　そんな冬姫の顔が、薄い桜色の唇が、大河の眼めを捉とらえて離さない。

　動けない兄に向かって少しずつ近づいてくる冬姫の唇。焦じらすようにゆっくりと迫って来て───直前で横に逸それて、大河の耳元に来る。

「兄、引っ越しはもう少しかかるみたいですので、お昼は外でとりましょう」

　脳のう髄ずいまで浸透していく鈴のような声で囁ささやくと、冬姫はすぐに離れていく。

　そのそっけない態度がなんだか妙に残念で───。

「どうしましたか兄？　もしかしてキスしてほしかったんですか？」

「んんんんんなわけねえだろ！　兄妹だぞ兄妹！」

「いいことを教えてあげましょうか兄？」

　再び近づいてくる冬姫、今度は少し前のめりになれば唇と唇が触れ合うくらいの至近距離で止まる。

「───妹とキスしても、法律上は何の問題もないんですよ？」

「───っっっっっ!!」

　一瞬で血という血が沸騰する。

　自分と同じ、なのに冬姫の瞳は心の内まで見通すように透き通っている。

　濡ぬれた唇をちろりと這はう赤い舌がまるで毒のように思考能力を鈍らせる。

「真っ赤になっちゃって……可愛かわいいですよ兄」

　白磁のような指が頬ほおを撫なでる。思わず強く抱きしめてその唇を奪いそうになるのをなけなしの理性で抑え込み、肩を掴つかんで無理やり引き離す。

「ああああああんまり兄をからかうもんじゃないぞうん」

　動揺しすぎだ。

　冬ふゆ姫きも冬姫で見ていて面白いくらいに動揺している兄の様子に満足したのか、素す直なおに身体からだを引いて立ち上がる。

「妹は満足しました。いじめるのはこれくらいにしてあげます」

「心臓に悪すぎだっての……」

「ふふっ、兄は女の子に慣れていないようですね」

「う……連れん城じようでは修行ばっかりだったから、そういう機会がなかっただけだっての。俺だってその気になれば彼女の一人や二人───」

「兄、あんまり調子に乗ってるとコキュッ、と逝いっちゃいますよ？」

「……よくわからないけどすいませんでした」

　両手で何かを捻ねじ切きるようなジェスチャーをする冬姫に、とにかく平謝りする。

　冷静に考えれば妹の細腕でそんな真ま似ねができるわけないのだが、寒気すら感じさせる殺気が判断を狂わせる。

「妄言は置いておくとして……いい時間ですし、お昼を食べにいきましょう。引っ越し作業もまだかかりそうですし、紹介したい人もいますので」

　妹を怒らせた兄は諸もろ手てを挙げて賛成するしかなかった。

　それでなくても、昨夜から何も食べていないことだし。




　マンションを後にした兄妹。冬姫も今朝この街に来たばかりだったようで、端たん末まつのマップを頼りに並んで歩いていく。

　休日の昼ということで街中にはちらほらと若者たちが見え、中には明らかに付き合っていると見受けられる男女の姿も。近くに学園があることもあって、その年齢層も近しい人が多い。

「は～」

　いかにも休日、といったその光景に、大たい河がは思わずため息を漏らす。それは負の感情からではなく、純粋な目新しさからくるもの。

「どうかしましたか、兄？」

「ん、いや……普通の休日ってこんな感じなんだな、って。連城の休日っていったら一日中修行漬けだったから」

　武の頂点を目指す者たちが集まっていたあの家に、休日という概念はなかった。大河自身必要としていなかったこともあって、「らしい休日」というのを体感するのは今日が初めてといった次第である。

「随分寂さびしい生活を送ってきたんですね」

「別に寂しいとか思ったことはなかったけどな。自分が強くなっていくのは楽しかったし、一人で過ごしていたわけでもない」

　思い返されるのは、汗にまみれた日々。

　一心不乱に身体からだを動かし、毎まい日にち毎日それこそ指の皮が擦り切れるまで刀を振った八年間。

　ひたすら強さを求めて、そのためにどんなことでもした。

　いつの間にか最強なんて言われるようになり、多くの部下に囲まれていた。

　楽しくなかったといえば嘘うそになる。

　あの日々を捨てたことに後悔がないといえば嘘になる。

　それでも───妹と共に過ごすことに、迷いはなかった。

　求めた強さも意思も決意も全すべて、彼女のためにあるのだから。

「あっ、ここですよ兄」

　と、隣の足が止まる。

　自宅マンションから歩いて三分。多くの車が行きかう大通りから少し外れた裏道に位置するそこにあったのは二階建ての建物。

「……カフェ《パラディス》？」

　カフェというには少し大人びた雰囲気が漂う飲食店だった。一目見た限りでその店を言い表すのならばバーという言葉のほうが的確だろう───それほどカフェという華やかな表現が似合っていない。

「ふむ、確かにるっちゃんの言うとおり年齢層が高そうな店ですね。学生は入りづらいでしょう」

「……るっちゃん？」

　おそらく仇あだ名なだろうが、聞き覚えのない名前だ。

「先ほど言った紹介したい人ですよ。ごめんくださーい」

　休日の昼間というのは普通の飲食店なら稼ぎ時。しかし裏通りに位置して外見的にバーに近いこの店はその例に漏れるようで、客は誰だれもいなかった。

「いらっしゃいませ！　《パラディス》にようこそ……って冬ふゆ姫きじゃん」

「お客に向かって随分な態度ですね、るっちゃん。ウェイトレスとしての最低限の礼儀くらいわきまえてもらいたいものです」

「あはは、友とも達だち相手なんだからいいじゃん、って……そっちが噂うわさのお兄さん？」

　はきはきとした声で兄妹を出迎え、人見知りが激しいと記憶していた冬姫と親しげに会話するのは同年代と思われる───。

「……メイド？」

「メイドじゃないよ、ウェイトレスだよっ」

　完全完かん璧ぺきなるメイドだった。昨今流は行やっている偽メイドのように無駄に露出が多いものではなく、白を基調とした膝ひざ下したまで隠すエプロンドレス、頭にはホワイトプリムと細部まで凝っている。

　ちなみに同年代と「思われる」と表現したのは、隣に立っている妹と比べて身体の発育が良すぎるせいである。露出が少ない清せい楚そなメイド服の上からでもわかる女性的な膨らみには自然と目が引き付けられる魔性の魅力が、

「兄、それ以上は眼球を潰つぶしますよ？」

　───あったのだが、光の速さで逸そらした。

　再会した妹がなんだか物騒です、と陰ながら涙する兄であった。

　と、メイドな少女がこちらに手を差し出してくる。それが握手を求めているものだと理解し、こちらの手を重ね合わせる。

「はじめましてっ、西さい園おん寺じ涙るいって言います。冬ふゆ姫きとは四年前から仲良くさせてもらってますっ」

「冬姫の兄で天てん陵りよう大たい河がです。よろしく西園寺さん」

「ノンノン、西園寺さんじゃなくて涙さんでお願いっ。私も大河って呼ぶからさっ」

「……テンション高いな～。あとなんでフランス語？」

「るっちゃん、あんまり兄に馴なれ馴なれしくしないでもらえますか？」

　思わず素でツっこんでしまった大河に加え、冬姫も出会い頭に色々と踏み込みすぎな友人に苦言という名の警告を呈する。が、涙にも言い分はある。

「や、冬姫から耳にタコができるくらい聞かされてたからさ。どうにも知らない人って感じがしないんだよっ。ね、別にいいでしょ？」

「……仲良くしてくれるってなら歓迎したいくらいだ」

「よし決定っ！　これからよろしくね大河っ！」

「ああ、よろしくな涙」













　なんだか勢いにのまれた感じだったが、こういうのも悪くない───大たい河がはそう思っていた。妹が人見知りだったので、ぐいぐい引っ張っていくというのは昔から自分の役割だったのだ。こうして自分が引っ張られる立場になるのはなかなか新鮮だ。

「むー、妹ちょっとばかり嫉しつ妬とですぅ……」

　横でむくれる冬ふゆ姫きがぎゅーっと脇わき腹ばらをつねってくるが、さして痛くないのでとりあえず無視する。




　実のところむくれている妹が可愛かわいいから、というのは内緒だ。

「じゃ、挨あい拶さつも済んだところで改めまして───《パラディス》へようこそ！　ランチでよろしいでしょうか？」

「お勧めのものを適当にお願いします」

「ではこちらの席にどうぞ！」

　メイドなウェイトレスに案内されてそれほど広くない店内の奥、バーでよくあるようなカウンター席に案内される。ますますカフェっぽくない。

　そしてそのカウンターの向かい側、キッチンに当たる場所にいたのはこれまたバーのマスターっぽいダンディーな雰囲気のおっさん。

「いらっしゃい……涙るいの友とも達だちかな？」

「声までそれっぽいなおい。本当にカフェかここ？」

「出会い頭に失礼ですよ兄。まあ確かにお酒のボトルがいっぱいありますけど」

「あはは～確かにカフェっぽいのは涙さんだけかもねっ」

　店員にまで否ひ定ていされる店の有り様。そしてナチュラルに無視されたマスター。

「おい涙───」

「あ、オーダーはランチコース二つだからよろしく～お父さん」

「……了解」

　色々と諦あきらめて調理を始める店主。ランチコースとはいわゆる日替わりメニューのことであり、その日の食材と気分で適当に決められる。本日はスープにオムライス、サラダなどのセットである。

　手際良く調理を始めていくバーのマスター（正直似合わない）をカウンター席から観察する大河。連れん城じようは和食ばかりだったので洋食が珍しいというのもあるが、その目は飢餓感からか猛もう禽きん類るいのごとく鋭するどい。

　メイドな涙がおしぼりとお冷を運んできたので、受け取って一気に飲み干す。

「お父さん、あんな見かけだけど料理は上手だから期待しててねっ」

「ここは涙の実家なのか？」

「そうだよっ。お父さんお母さんの三人で経営してるんだ。あれが店主兼料理長の西さい園おん寺じ重じゆう吾ご」

　調理中なので片手をあげて挨拶してくる重吾に軽く会釈する兄妹。この瞬間二人の心は決まっていた───呼び名はマスターで。

　その後、他にお客さんもいないので並んで座ることにした涙るい───並び順は右から冬ふゆ姫き、大たい河が、涙である───と他た愛あいもない会話をすること十分。

　並べられた料理はなかなかに美お味いしそうで、実際かなり美味しかった。冬姫がちょこちょこと片づける中で三杯もお代わりした大河も十分に満足し、食後のお茶を楽しむ。

「なんで出てきたのが日本茶なのかは突っ込まないほうがいいのか？」

「涙さんの趣味なのよさっ」

「店の雰囲気台無しですね」

　どうでもいいことに豊満な胸を張るメイドに言い放つ妹。そっけなく厳しいのは兄の目を釘くぎづけにしているそれが原因なのだろう。

　マスターは裏で夜のための仕込みをしているようで、シックな雰囲気の店内には三人だけ。

　つい先ほど出会ったばかりだというのにフレンドリーに話しかけてくる涙。そんな彼女に引かれて大河もすでに遠慮はない。慎つつましく清せい楚そなメイド服と陽気な彼女はミスマッチなはずなのに、それが逆に彼女の雰囲気をより華やかなものとしている。

　冬姫を月とするのなら、涙は太陽。

　冬とするのなら春。

　正反対であるがゆえに、お互いに足りない何かを補完し合っている。

「……なるほど、納得」

「何か言いましたか兄？」

「いや何でも。ところでこれからどうするよ。引っ越し完了までまだかかりそうだぞ」

　端たん末まつで作業状況を確認する。どうやら大型荷物の搬入に手間取っているらしく、予定よりも時間がかかっているようだ。

「ふむ。兄さえよければ、これから学園に行きたいと思うのですが。さすがに入学してから一週間登校してないので、挨あい拶さつぐらいはしておくべきかと」

「それはそうかもな。新入生が一週間顔出してないのはまずいよな」

　連れん城じよう、鴉からす羽ばではなく天てん陵りようとしての兄妹は今年度『切きり燈とう学園』に入学しているはずの新入生である、が、つい先日家出して来たばかりなので当然通っていない。

「あ、学園に行くの？　だったら涙さんが案内してあげよう！」

「あれ、涙も切燈の生徒なのか？」

「同じ電脳科の新入生だよっ、ちなみにクラスも一緒なのさっ」

　というか新都市に学園は一つしかない。この街に住んでいるのなら必然的に切燈が第一候補になる。

　入学早々空席が二つというのは目立っていたことだろう。教師たちも出席せずに連絡もろくにとれない新入生というのはおそらく初体験、迷惑をかけたはずだ。

「では案内を任せます。行きましょうか、兄」

「着替えてくるから店の前で待っててねっ」

　お会計を済まして（大たい河がが全額支払った）、涙るいを待つ。お世辞にも綺き麗れいとはいえない裏通りの一角に店を構えるカフェ《パラディス》を見ながら、「これからお世話になりそうだな」なんて考える。

　実際、料理は美お味いしかった。

　事前情報で冬ふゆ姫きは料理できないし、自分もできない。となると外食ということになるのだが、高くつくのであまり歓迎されたものではない。その点、この店は徒歩三分と近場であるしリーズナブルな価格設定となっている。おまけにウェイトレスは可愛かわいい───。

「兄、るっちゃんに色目使ったら殺しますよ？」

「お前はエスパーか！」

　妹が鋭するどすぎて怖い。

　と、背後で扉が開き軽快な足音が聞こえてくる。同時に快活な声。

「おまたせ～冬姫、大河」

「よし、じゃ学園に───」

　振り向いて、静止する。

　当然のことだが、そこにいたのは西さい園おん寺じ涙その人。ふわふわとウェーブのかかった栗くり色いろの髪がそよ風になびいている。

　大河の目を奪ったのは、彼女の服装。

　上はキャミソールにタンクトップと白い肩を惜しげもなくむき出しにしており、下は肉感的で艶なまめかしいふとももを外気に晒さらすホットパンツ。

　先ほどまでのメイド服とはうって変わって露出度満点なコーディネートが同年代でもそうはいない「わがままボディ」を見事に際立てており、非常に目の毒だった。

「死になさい兄」

「危なっ、ちょ、目つぶしは本気でまずいっての！」

「だまりやがれです。妹以外の女に見み惚とれる兄なんて死ねばいいですこの野郎」

「冬姫さん!?」

　一切の躊ちゆう躇ちよなく眼球を狙ねらってくる指先。地味に突いてくるのではなくこするように横よこ薙なぎに腕をふるってくるあたり、本気度が伝わってくる。

「あははっ、バイオレンスな兄妹だねっ」

「笑い事じゃねーっつの！」

　嫉しつ妬としてくれるのは嬉うれしいというか可愛いものであるが、その方法が基本的に暴力なのは勘弁してほしい。訓練してきたから躱かわせるものの、当たると結構危ない。

「それぐらいにしておきなよ冬姫。早く行かないと混こんできちゃうから」

「むー……元はといえばるっちゃんのせいなのですが、この場は収めてあげましょう。妹は寛容ですからね」

　兄に目つぶしかましてくる妹が寛容かどうかはさておき、とりあえず手を引いた冬姫、涙るいを連れだって駅へと向かう。

　休日の昼間、駅前となれば人で賑にぎわっている。そんな中でタイプこそ異なっているものの二人の美少女を連れていれば、当然のことだがかなり人目を引く。

　特に、それが一人の男を挟むようにしてれば、余計に。

「視線で穴が空きそうだ……」

「まったくもって不快です。妹は見せものではありません」

「こればっかりは諦あきらめるしかないんじゃないかな？」

「「一番目立っているヤツが言うな」」

　兄妹の声が見事にユニゾンする。

　集まる視線のほとんどが男性のもの。そしてその半分以上が健康的な肌を晒さらしている彼女に向けられている。

　これ以上文句を言っても何にもならないし、どうしようもない。ということで開き直って視線を黙殺、改札で端たん末まつをかざして駅構内へと入っていく。ここは新都市の玄関口であり、また切きり燈とう学園の生徒やオフィス街の会社員が利用するために非常に大きく、また駅員はおらず全すべてドローンで管理されている最新鋭の駅となっている。

　学園直通の専用リニアということで休日の昼間はほとんど利用客がおらず、プラットホームにはぽつぽつと人が見える程度だった。

「専用のホームとリニアねえ。豪勢なもんだな」

「学園もリニア駅も切燈が造ったからね。それに切燈学園は生徒数が多いから、こうでもしないと通学時間帯にひどいことになっちゃうんだよ」

「さすがは切燈、大盤振るまいですね」

　ちなみに専用リニアは学園関係者であれば無料で使える。端末内の電子学生証が通学定期の代わりになっているのだ。

　待つこと数分、ほとんど音を出さずに到着したリニア列車に乗り込み、揺られること十分。途中でいくつかの駅に停とまって人を回収したリニアは終着駅へとたどり着く。

　終点、『切燈学園前』。

　切燈は今でこそ多くの事業を展開しているが、大本は電脳関連の会社である。だからこそ高校の時点で電脳関係に特化した専門学科を作り、人材を育成するというこれまでにない教育形態を採用している。ちなみに卒業者の半分以上が切燈に就職しているらしい。

「電脳科は西ブロックみたいですね。行きましょうか」

　端末で取得した学園見取り図を浮かべながら歩く冬ふゆ姫き。涙の案内があるのでいらないといえばいらないのだが、自分で地図を見ながら歩くというのは道を覚えるのには最適だ。ということで大たい河がも同じように地図を展開させて見比べながら歩く。

「切燈学園はとにかく大きいからね。どこに行くのも時間がかかっちゃうんだよ」

「……生徒に優しくない学園ですね。妹、体力ないんですけど」

「別にいいじゃん。いざってときは頼りになるお兄さんがいるんだしさっ」

「確かにそうですね。兄、おぶってください」

「最初から頼るなよ……」

　妹を背負って通学なんて恥ずかしすぎる。

　───「イヤ」でも「無理」でもないあたり、この兄も大たい概がい妹に甘い。いざとなればそうすることにためらいはないだろう。

　電脳科は必要な機材が他の学科と比べて格段に多いため、必然的に校舎の数も多くなる。他学科よりも多い校舎の間をどんどん突き進んで奥へ奥へと向かっていく。

「なあどこまで行くんだよ？」

「仕方ないじゃん。教務棟は奥のほうにあるんだから」

　すでに駅を後にして十分が経過している。その間に通り過ぎた校舎の数は五つ。自分で公言している通り体力のない冬ふゆ姫きは少しだけ息が上がってきている。

　まだ歩くなら本当におぶってやろう───と大たい河がが真剣に考えていると、端たん末まつと涙るいが目的地に到着したことを知らせた。




「「「失礼しました」」」

　一礼して職員室を後にする。そして扉を閉めるなり、三人そろって深いため息をつく。

「まさか校長まで出張ってくるとは……」

「柄にもなく緊張しちゃったよ～」

「むう、まさか妹が学年主席だったとは思いませんでした」

　担任に事情を説明すれば済む話だと思っていたのだが、見通しが甘かった。

　いや、妹のせいでそうなったといえばそうなのだが。

　事情は簡単。天てん陵りよう冬姫は非常に優秀な人間であり、今年度の入学試験をぶっちぎりの成績で突破、新入生総代に選ばれていたという点に尽きる。

　優等生の代名詞であり学年の代表者である新入生総代がその実、入学以来一週間無断欠席、問題にならないわけがない。というわけで各学科に一人ずついる教頭に収まらず校長までもを巻き込んで大騒動になっていたそうな。

「こんなことならついていかなきゃよかったよ……」

　当事者でも何でもない涙も兄妹と一緒にいたせいでとばっちりにあい、ついでとばかりに怒られていた。ご愁傷さまとしか言いようがない。

　いつまでもここにいても仕方がない、ということで教務棟から出た三人。さてこれからどうしようという話になり、涙が「ついでだから教室とか見ていく？」と提案してきた。

　あいにく興味がない大河は断ったが冬姫は興味津々といった様子で、結局二人は専門教室に向かい、大河は適当にぶらつくことになった。

「っていっても特に見るモンないんだよな～」

　所しよ詮せんは学校、真新しいものは特にない。これなら興味がなくても二人と一緒に行くべきだったかも、なんて後悔している大河。とりあえずどこか屋内に入ろうと思い立って適当な校舎に足を踏み入れる。

　その校舎はひどく寂さびれていた。どうやら普段は使われていない場所のようで、適当な教室を覗のぞいてみてもよくわからないものが押し込まれているばかり。

「これもこれもいったい何に使うんだか……っと、これは───」

　その中の一つ、両手でギリギリ抱えられるほどの大きさの機械に見覚えがあった。形状は正十二面体、面の一つ一つに多数のレンズが埋め込まれている。記憶を探って起動方法を引きだし、手探りでスイッチを見つけ出してオンにする。すると夥おびただしい数のレンズから青白い光が溢あふれだし、壁という壁を覆ってあたりを不思議な空間に染め上げる。

「やっぱり立体映像投影機ホログラムプロジエクターだったか。これだけは連れん城じようでも使われてたんだよな～」

　一人ひとりに小型の投影機が搭載された端たん末まつがあるため必要なくなった、一定範囲に立体映像を映し出せるようにする機械だ。昔はこれを要所要所に配置することによって広範囲でホログラムを利用できるようにしていたそうな。

　だがやはり旧世代機。どうやら壊れかかっているらしく、映し出されたホログラムビジョンはところどころにノイズが奔はしっていた。ずっと見ていると気分が悪くなってきそうだったので電源を切ろうとしたそのとき、視界の端に小柄な少女が見えた。

「───今の」

　一瞬だけだったが、何というか……物もの凄すごく変な少女だった。

　奇抜だったのはその姿。服のあちこちがひらひらしており、もし妖よう精せいという存在がいるのならば、それはあの少女のことを言うのだろう。

　何だか気になったので少女の背中を追いかけて校舎の奥へと進む。どうやらホログラムで映し出された存在であるらしく、少女の姿はノイズのあるところになるとぶれていた。

　やがてたどり着いたのは校舎の奥深くに位置する部屋。そこで投影機の電源が落ちてしまったらしく、少女は空気に溶けるように消えてしまう。

　当然だが、あたりを見回しても見つからない。

「……何をしているんだか、俺は」

　急に気分が冷めていく。そもそも人がホログラムで全身投影されている光景など別に珍しくもないのだ。そういった遠距離会話方法もあるわけだし。

　そろそろ二人とも戻ってくるだろうと背を向けて立ち去ろうとしたとき、目の前の部屋の中から声が聞こえてきた。

　壁が防音仕様になっているのだろうか。声は本当に微かすかで、おそらく五感の鋭するどい大たい河がでなければ気がつかなかっただろう。見れば扉がほんの少しだけ開いている。

　別に目的があったわけではない。ただ好奇心が囁ささやくままに扉を軽く押す。

　───その選択が間違いだったと気づいたのは、すぐのことだった。

「失礼しま───」

「だああああーも───っ！　何なのよあのハゲ教頭っ！　『一年の主席が来てないようですが、どうなっているのですか？』ってアタシが知るかっ！　自分で何とかしろっつーの！　ただでさえ忙しいんだからこれ以上面倒事持ち込むなっ！」

　いきなりの大声に、大たい河がは思わず足を止めてしまう。

　いや大声だけなら特に何とも思わなかっただろう。そんなのは個人の勝手だ。

　だがその声の主がいかにも清せい楚そでお淑しとやかそうな女生徒であり、おまけに天高く吠ほえている。さらにその相手が先ほど見かけた妖よう精せいのような少女となれば、言葉を失うのも無理はなかろう。

　投影機の電源は落ちているのでおそらく女生徒の端たん末まつで映し出されているのだろう、ホログラムの少女は無表情を張りつけたまま言葉を返す。

〈マスター。私はマスターの愚痴を聞きやがるために来たのではないですよ？〉

「いいから少し付き合いなさい。だいたい教師どもは何かとアタシを頼って───」

〈マスター。似たような話は先日も聞かされたです〉

　大河は静かに戸を閉めた。

「…………戻るか」

　見なかったことにしたい───誰だれか知らないが、ここでホログラム相手に鬱うつ憤ぷん晴らしをしていたようだ。そんな場面に偶然居合わせるなんて絶対に面倒なことになる。

　足音を殺して、その場を後にする。

　だがそれからしばらくの間、二人の姿が頭の中から消えることはなかった。




「は～案外いい時間になっちゃったねっ」

「お前らがいつまでたっても戻ってこなかったからだろーが」

「妹とあろう者が少々夢中になってしまいました……恐るべし切きり燈とう学園、です」

　中央駅に戻ってきた三人が改札から外に出ると、時刻はすでに午後三時ほど。都合二時間は学園にいた計算である。

「さて、それでは本日のメインイベントに入りますか」

「そだねっ」

「メインイベントって何だ？」

「……実は兄に言わなければならないことがあります。結構重要なことです」

「ん？　言わなければならないこと？」

「はい。実はその……新居にお金をかけすぎて、生活費が足りません」

「───は？」

「ですから、その、兄と妹で用意した当面の生活費なのですが、ぶっちゃけピンチです」

「はっ!?　二人合わせて結構な額だったよな!?」

「仕方ないじゃないですか！　兄と妹の暮らす家ですよ！　ほんのちょっぴり浮かれちゃった妹を誰が責めることができましょうか、いいえできません！」

「どうして反語なのかなっ？」

「妹だって反省はしてますけど、あの部屋を買ったことは後悔していません」

　大たい河がと冬ふゆ姫きが離れ離れになっていたときに稼いだ金額はかなりの額に上るが、それでも高級マンションの一室を購入、学園の入学費や授業料、その他諸もろ々もろの雑費を差し引くとほとんど余裕がない。大河は思わず頭を抱える。

「……まあ終わったことは別にいいや。それで、そのメインイベントと金欠に何の関係があるんだよ？」

「一言で言ってしまえば、仕事の紹介＆お誘いです」

「電脳世界エリユシオンでのアルバイトにご招待～って感じかなっ」

「……アルバイト？」

　聞きなれない言葉に、大河は疑問符を浮かべるのだった。




「ほらほら急いでください兄。こっちですよ」

「引っ張るな引っ張るな自分で歩くから」

『それじゃ向こうで会おうね～』と涙るいと別れて五分後、引っ越し作業用のドローンが全すべて引き払った新居に戻ってきた大河だが、ゆっくり見る間もなく妹に引きずられていた。

　ウキウキルンルンという音まで聞こえてきそうなほどの冬姫の笑顔を横目に、自宅の一室───冬姫命名「ダイブルーム」へと足を踏み入れる。

　照明に照らされた夥おびただしい数の機械類、そして床を縦じゆう横おう無む尽じんに這はいまわる配線コードの数々……おおよそ連れん城じようにいたときでは経験したことのない部屋だった。

「……なんていうか暑くて寒いな」

「なんですかその珍妙な表現は？　言いたいことはわからなくもないですが」

　機器の排熱とオーバーヒートを避けるためにつけられた冷房、二つの温度が織りなす不快な感覚も大河にとっては初めての経験だ。

「兄、この椅い子すに座ってください」

「───これがアークライト、とやらか？」

「はい。人間の意識を電脳世界エリユシオンに送るためのプログラムがインストールされている没入専用機器、通称『アークライト』です。一般家庭にあるのはヘッドギア型の小さなものですが、これは企業などでも使われている中型機です」

　いくつもの配線、その収束先にあるのが二つの椅子。カプセルのような感じで、座れば頭の上まですっぽり覆い隠すような形になっている。

　言われたとおりに座り、反対側の椅子に腰掛けた冬姫の指示のもとでアークライトを起動させていく。

「まずは右側手元にある電源ボタンを押してください、そうそれです。目の前にユーザー認証のウィンドウが出てくるので、端たん末まつを使って脳波を提示してください」

　ロックを解除し、作業を進めていく。初回起動ということで色々と面倒な設定───端末との接続や精神構造の個人認証───をしていくこと数分、ようやく全ての設定が終わり、再起動して準備は完了。

「これから電脳世界エリユシオンに潜ります。準備はいいですか兄？」

「ん、ちょっと待ってくれ。今深呼吸して──」

「カウント３・２・１」

「ちょっ、冬ふゆ姫きさん!?」

「ダイブスタート！」

　不意打ち気味のカウントダウンと共に、大たい河がの意識は闇やみの中へと落ちて行った。




　───光が見える。

　チカチカと目まぐるしく変わっていく視界。そして光が全身を駆かけ廻まわり、天てん陵りよう大河という人間の構造を投射していく。

　身長体重から外見情報や五感に至るまで、ありとあらゆるものがデータ化されていく。

　目の前に浮かんでいるのは、何の変哲もない人形。

　人間という存在をひとくくりにし、一人ひとりの個性をすり潰つぶした身体からだ。意識なんてものはなく、特徴と呼べる特徴もない。

　そこに、個人の精神構造が組み込まれていく。

　───神経接続開始───

　がちゃりと、視界が切り替わる。

　他の感覚はそのままに、視覚だけが人形だったものへと切り替わる。

　───視覚同調完了、聴覚同調開始───

　続いて聴覚、触覚と次々に感覚が切り替わっていく。ついにはあらゆる感覚が抜け殻へと移り、指一本動かせなくなる。

　───精神構造移植完了───

　そして最後に、「心」と共に意識が切り替わり、人形は「本体」へと変わる。

　光はゆっくりと消えていき、視界に映るのはどこまでも暗い闇。

　───構造体《アリエス》へのログイン開始、パスキー認証開始───

「───あ？」

　ふと、感覚が鋭敏になっていく。

　気がついたらとしか言いようがなく、いつの間にかとしか言えないほど自然に、両の足は力強く地を踏みしめている。ぎゅっと閉じられていた目ま蓋ぶたは外の光に反応し、わずかにピクリと動く。

　足、膝ひざ、腰、腹、肘ひじ、指先とそこにあるものを確かめるように、感覚を通していく。

「……ん。よし」

　ゆっくりと目蓋を開く、と、

　超至近距離から冬姫と涙るいの顔が覗のぞきこんでいた。

「おわああああああああああっ！」

　咄とつ嗟さに物もの凄すごい勢いでバックステップして離れる。

「……今何メートル跳び退いた？」

「軽く五メートルは跳びましたね……」

　人体の限界とかそういうものを軽く超えている跳ちよう躍やくを目の当たりにして若干引き気味の美少女二人。が、唇が触れ合うくらいの距離でタイプの違う美少女の顔を見た大たい河がにしてみれば心臓に悪くてしょうがない。

「な、な、なんでそんな近くにいるんだよ！　びっくりすんだろうが！」

「や～、だって大河ってば目閉じちゃってるんだもん。心配になってさ」

「初めてのログインで何か不都合があってはいけませんからね」

「む……」

　そう言われてしまうと言い返せない。

　確かにずっと目を閉じていたら心配するし、それが電脳世界エリユシオンとなるとなおさら───。

「……ここはもう電脳世界エリユシオンなのか？」

「そうですよ兄。妹と一緒の初体験ですね」

「その表現はやめて」

　にやにやとチェシャ猫みたいな笑みを浮かべる妹に言い返し、改めて自分がいる世界を、どこか違和感を感じる視界を見渡す。

　現代では死滅したはずの大森林、はるか頭上まで幹を伸ばす現実世界にはあるはずもない大木が乱立し、分かれた枝葉が太陽の光を遮断している。

「─────────────」

　思わず、言葉を失う。

　それは現実では見られない光景からではなく、信じられなかったから。

　枝葉を揺らすそよ風も、草木から薫る自然の匂いも、生命が蠢うごめく命の音も、全すべてが五感で感じることができる。

「……うお」

　どこまでもリアルな感覚。知識としては理解していた仮想現実───神経に直接作用して脳に映し出す電脳の世界に驚く。

　電脳世界エリユシオン───それは現代においてほぼ全ての人が利用する電子の世界。ライフラインの管理から各所のセキュリティ、さらには調べ物や娯楽にさえ使われ、人々の生活になくてはならないものとなった神話の理想郷を語源とする第二の世界。

　近くの大木に歩み寄り、手のひらで感触を確かめる。

　ざらざらとした、本物の木の感触。飛び出していた幹の欠片かけらをとろうと力を込める。

　パキッ───軽い感覚と共に折れた欠片を手にとる、が、ふいにその重さが消える。まるで空気のように何もなくなり、さらさらと小さな粒子となって消えていく木片。それを見て、「ああ、ここはやっぱり現実じゃないんだな」と認識する。

「どうしましたか兄？」

「いや……ってちょっと待て。今気づいたけど、なんだその格かつ好こう？」

「ほんとに今さらですね。現実世界じゃないんですから、それにふさわしい服を着るのは当然ですよ？」

　むふんと薄い胸を張る冬ふゆ姫きの服は、なんと着物───みたいなもの。下のほうがドレスのようになっている奇妙な服装だが黒を基調として赤い牡ぼ丹たんが描かれており、艶つややかな黒髪によく似合っている。

「どう、似合ってるかな？」

　和服妹の隣に立つ涙るいの服は、これまた奇妙なもの。下はホットパンツと現実世界とそう変わらないが、上半身は露出度の高いタンクトップの上に白い上着を着ている。最初はコートかと思ったのだが、よく見ればそれは科学者が着るような白衣だった。

「……百歩譲って着物もどきはありとしよう。でも何な故ぜに白衣？」

「涙さんの趣味さっ」

「兄、妹の魅み惑わく的てきな着物姿をスルーするとは何事ですか。もっとちゃんと褒めなさい」

「いや、うん……正直コメントに困る」

　女性的な凹凸でいえば、冬姫は同年代と比べると酷ひどく残念な体型だ。しかし着物は基本的に凹凸が少ないほうが似合う。その上、ちらりと見えるうなじや冬姫の小悪魔的な笑顔がどこか淫いん靡びで艶なまめかしい雰囲気を醸かもし出している。

　端的にいえば、めちゃくちゃ色っぽい。

「ふふっ、妹はその顔で十分わかりました」

「っ……いや見み惚ほれてなんか──」

「それただの自爆だからね？　やーい、このシスコーン」

「シスコンじゃねえ！」

　いや、どっからどう見てもただのシスコンだ。

「ところで兄、自分の姿には突っ込まないのですか？」

「ん？　自分の？」

「ほら鏡」

「……わお、何これ」

　右手を軽く振った涙、それに合わせて出現したウィンドウが大たい河がの全身を映し出す。

　彼の姿も二人と大差ないものだった。

　スタイリッシュで動きやすそうな白と黒───白を基調としたロングコートに、下は黒一色のズボン。

「……色モノじゃないだけマシか」

「それ、暗に涙さんたちが色モノだって言ってる？」

「妹のコーディネートにケチをつける気ですか？」

「え、これ冬姫が考えたの？　ならいいや」

「やっぱりシスコンじゃん！」

　改めて自分を含めた三人の姿を見てみる。統一感の欠片かけらもなく、おおよそ街中にいたら目立って目立って仕方ないであろうその姿。

　しかし、この世界にはしっくりくる───そう直感する。

「それじゃ、行きましょうか」

　冬ふゆ姫きと涙るいがくるりと振り返りそれぞれの手を大たい河がに差し出す。

　それは妖よう精せいの誘い。

　月と太陽、黒と白の少女が笑顔で始まりを告げる。

「「ようこそ！　《アリエス》へ!!」」

　三人の世界が始まる。




　構造体。

　それは電脳世界エリユシオンという広大な世界を形成するいくつもの泡。

　世界の中に生まれた小さな世界であり、イメージとしては電脳世界エリユシオンという大樹における枝葉といったところだろうか。

　全すべての構造体はネットワークによりつながっており、今となってはその数をカウントすることすら困難なほどに増えている。ネットワークに接続しているあらゆる電子機器には一つずつ固有の構造体があり、その構造体同士をつなぐ街の構造体、さらに大きな市の構造体、県の構造体、国の構造体と枝の先に行くほど世界は細分化されていく。

　そして重要なのは、全ての構造体が何かしらの制御を担っているということだ。













　新都市の構造体ならば新都市のライフライン制御を、個人端たん末まつの構造体ならばその制御をつかさどっている。

　国営、民営……管理者も様々である。

　その中の一つ、構造体《アリエス》。

　電脳企業最大手《切きり燈とうグループ》が運営する大規模構造体の一つであり、噂うわさによると新都市の電力供給の役割を担っているとか何とか。噂どまりなのはテロで狙ねらい撃ちされないよう、どの構造体がどんな役割なのかは極秘になっているからだ。

「《アリエス》ねえ……なんでこんな世界感になってるんだ？　遊び心？」

「まさか。ちゃんとした理由がありますよ」

「構造体っていうのは放ほうっておいてもバグやウィルスが発生するんだけど、規模が大きいほどウィルスの量も質も上がっていくんだよ。小規模なら管理者が定期的にスキャニングすればいいだけなんだけど、大規模だとそうもいかないんだよね～」

　大規模構造体は管理しているシステム規模も大きく、万が一にでも機能停止になるわけにはいかない。かといって全すべてのバグを排除するとなると管理者の負担が大きすぎる。

「とまあ、そこで考え出されたのが大規模構造体をゲームにしちゃおうというアイデアです」

「ゲーム？」

「構造体というのは常に演算能力をフルに使っているわけではありません。全ての構造体はネットワークでつながってますので、全ての余剰演算能力を集めれば莫ばく大だいなものとなります。その無駄になっている演算能力の一部を使って世界感を作り込み、バグやウィルスの姿を固定化してゲームの世界を作り出したわけです」

「それで企業側はプレイヤーを集めてバグとかを排除してもらうの。企業もある程度の負担がかかるけど毎月接続料を設定すれば利益を得られるし、一挙両得ってわけだよっ」

　冬ふゆ姫きと涙るいの説明は大たい河がのために簡略化したもので実際はもう少し複雑なのだが、大筋は間違っていない。余剰演算能力を使うという点で多数の構造体を所持する大企業しか使えず、また接続者を集められなければ意味がない点でも数が限られてくる。

　新時代の大規模多人数同時参加型ＭＭＯゲーム───その一つが、この《アリエス》なのだ。

「バグってのは具体的にどういう感じなんだ？」

「それは構造体によって大分差がありますね。まあ基本的に『狩らせる』ことを目的としていますので敵っぽい外見に設定されてますけど」

「んで、それがどうアルバイトにつながる？」

「管理者に許可された一部の人だけなんだけど、いわゆるボスモンスタークラスのバグには懸賞金が設定されててね。倒すとその額が電子マネーでもらえるんだよっ」

「アリエスの場合はそれまでの功績を元に判断されるランクで資格が与えられます。るっちゃんがそのうちの一人なので、グループ登録をしておくと妹たちも資格を得ることができるわけです」

「……それ、涙るいには何の得もないんじゃないか？」

「それがそうでもなくてね～。資格保持者をリーダーとする三人以上のグループを組まなくちゃいけないんだよ。報酬はグループで等分って決まりになってるのさっ」

「適当な人間をグループに入れるわけにもいかない、ってわけか」

「正解です。というわけで兄を誘ったのですが、いきなり賞金首に挑むのも無む茶ちや無謀なので今から少しばかり経験を積んでもらいます」

「オーケー……で、今どこに向かってるわけ？　修行場？」

「似たような感じだねっ」

　サクサクと軽い感触の地面を踏みわけて森林地帯を歩く三人。闇やみのように深い深部は抜け、今は木々の間から眩まぶしい光が矢のように差し込んでいる。

　現実じゃないのだから一瞬で移動できる方法があるのかなー、なんて思っていた大たい河がであるが、どうやら目的地にピンポイントで向かえるような楽な方法はないとのことで、説明ついでに徒歩で移動している。

「え～と、このあたりにいるはず……と、いたよ冬ふゆ姫き！」

「ふむ、初戦の相手としてはちょうどいいですね」

「───え、ちょ、何あれ？」

　ズズズゥ……地を伝わって響いてくるのは、何とも重たそうな体たい躯くを引きずる振動。草木の間をのろのろと移動しているそれは新緑の中において己の存在を隠そうともしない、てらてらと粘液で光るピンク。

「……でっかいミミズ？」

「間違ってはいないですね」

　自分で言っておいて何だが、三メートルを超えるミミズはミミズと言わない。

　それは怪物とか化け物とか言われるものだ。

「それでは、あれをサクッと倒してきてください」

「無理言わないでマイシスター！　あんなの触りたくないよ！」

　できない、ではないあたり、この男も大たい概がい非常識である。

「大丈夫だって、ワームはバグの中では最下級にランクされるザコだし。……確かにあんまりお近づきになりたくない生物だけどね」

　見慣れている冬姫と涙でも生理的嫌悪を感じずにはいられない。一銭にもならないとわかっていながら腹いせに百匹まとめて虐殺したこともあったくらいだ。

「さ、兄ゴーです！」

「せめて武器を寄よ越こせ！」

　もっともな意見である。そもそも素手でどうやって倒すんだよといった話であるが、この男、そこら辺は全まつたく考えていなかったようだ。

「武器はすでに兄の端たん末まつにインストールしてありますよ？　妹をなめないでください」

「どうやって取り出すのか知らなかったら意味ねえっての」

「イメージしてください。普段から使っている武器をもっている自分を」

「イメージねえ」

「なんかこう、伝説の剣とか引き抜く感じです」

「ごめん、すっげえわかりづらい」

「ええい、さっさと行けです！　るっちゃん！」

「あいあいさーっ！」

　背中へと回り込んだ二人に強く押される。少女とはいえ二人がかりで押された大たい河がの身体からだは、つんのめるように前に飛び出る。

　と、物音に気づいて振り返ったらしい（目がないのでわからない）ワームと少しの距離をあけて向かい合う。

「……え～と、いい天気ですね？」

　数秒の硬直ののち、ワームの口がパカッと開かれる。ぶよぶよの身体から歯などないと思っていたのだが、どうやらミミズというよりは蛇に近いらしい。

　人の肉を食い破るために鋭するどく尖とがった牙きば。

　決して太くはないものの数十本に及ぶそれが、粘った液体と共に飛んでくる！

「─────────」

　がちり、と身体の奥深くでスイッチが切り替わる。

　それはすでに条件反射の域に達していた。

　敵意に害意に、あらゆる脅威に対して彼の身体は超人的な反射神経で対応する。

　何もないはずの腰に手を伸ばし、そこに出現した柄つかを握り締める。

　そして近づいてくる首を、横に一いつ閃せん。

　ずしゃりと泥を斬きったような感覚と共に、ワームの頭上半分が斬り飛ぶ。間髪入れずに放たれた追撃が胴体を薙なぎ払はらい、両断する。

　大河の手に握られていたのは、長さ一メートル弱の日本刀。分類は野の太だ刀ち。波打つような刃紋が特徴的だった。

　左手で持ったそれを横に斬り払い、切っ先から鞘さやに収める。

「わお」

「さすが兄です」

　カチン、という鍔つば鳴なりと同時に両断されたワームが光の粒子となって消えていく。早技───そういう次元を通り超えた抜刀術。

「凄すごい、凄いよ大河！　今の切っ先が見えなかったよ！」

　興奮して抱きついてきた涙るいが、がくがくと肩を掴つかんで揺さぶってくる。感激するのは別にいいのだが、脳みそが揺れるのでやめてほしい。

　揺れる視界の中で大河は自分の手をじっと見つめ、今度は鞘におさめられた野太刀に目をやる。

　ほとんど無意識のうちに自分が出現させたであろう得物───連れん城じようで何度も振るってきた手にずしりと来る重み。それを確かめるように、おさめた刀身を抜き放つ。

　日光を反射して鈍い光を放つ切っ先を見ていると、涙るいが覗のぞきこむように見上げてくる。

「どうかな？　涙さん作の攻こう性せいプログラムの使い心地は？」

「……攻性プログラムってなんだ？」

「バグやウィルスに干渉、消滅させるためのプログラムのことだよ。大たい河がや冬ふゆ姫きのは涙さんが作った特別製だけど、普通は運営から買うのが一般的だね。性能の高いプログラムほど高額なんだよっ」

「るっちゃんは優秀なクリエイターで、運営のものより高性能のプログラムを作れるのですよ。兄の刀は以前見せてもらったものを参考に妹がデザイン、るっちゃんが構成しました」

「ああ、だからこの刃紋なのか」

　以前通信で見せた野の太だ刀ち───愛刀《天てん龍りゆう》とほぼ同じ外見。ただあの刀は超希少金属で作られていたので、その辺は再現できなったのだろう。質感や重量などが違う。

「それでは武器も手にしたところで特訓に入りましょうか。今度はあれをお願いします」

「……え？」

　ピッ、と景気よく向けられた妹の指。その先にいたのは体たい躯くが数メートルを超えている蟷螂かまきり。さらに後ろには先ほどぶった斬ぎったワームがうねうねと計五匹。

「全部ザコなんで頑張ってください」

「……うーい」

　ダダ下がりのモチベーションを何とか維持し、大河は刀を構えて気色悪い群れへと飛び込んで行った。




「うわー凄すごいね大河。さっきから一撃も、かすってすらいないよっ」

「兄なら当然です」

　少し離れたところで暴れる剣風を見ながら、冬姫は兄への称しよう賛さんを誇らしく思い、むふんとばかりに薄い胸を張る。そんな友人の様子に苦笑いしながらも涙は眼前で展開されている戦闘という名の狩りから目を離せない。

　嵐の中心にいるのは、つい十五分ほど前に初めて攻性プログラムを使い始めたばかりの少年。

　鋭するどい剣けん閃せんが振られるたびに昆虫モンスターの頭が、胴体が斬り刻まれていく。

　その速度やまさに風のごとし、戦闘開始直後三十匹いた敵は開始一分で半分近くにまで減らされている。

「普通、電子体の動きって最初は鈍いものなんだけどね～」

「兄にそんな常識は通用しませんよ。元々規格外の運動能力なんですから」

　電子体とは人々の電脳世界エリユシオンでの肉体のことだ。元々は性能外見ともに共通の人形である電子体に個人の精神構造を移植することでそれに応じた外見と性能───つまり現実さながらの外見へと変化する。電子体の運動その他性能に関しては構造体によっては補正がかかるので現実とは異なる。

「───カッコいいな～」

　ポツリと、涙るいの口から言葉が漏れる。

　それは、とても純粋な羨せん望ぼう。

　性別の差なんてものを軽く飛び越えて、心の内へと届く感情。

　何かに一生懸命になり、その末に手に入れた尊いものだからこそ持ち得る輝き。

　───だからこそ、こうまでも憧あこがれてしまう。

　二人が見守る中、大たい河がは最後の一匹を勢いよく両断した。




「兄、そろそろ終わりにしましょうか。いい時間ですよ」

「ん？　そうなのか？」

　斬きりすぎで若干ハイになりかけていた大河にその言葉がかけられたのは、討伐数が二百にかかろうとしたときであった。現実ではないので刀身には一切の曇りもないが、つい癖で不純物を払うように勢いよく斬り払ってから鞘さやにおさめる。

　あれほど気味悪がっていた昆虫類であるが、さすがに三ケタに届くあたりからは何も感じなくなり、さらに数を重ねることで気味の悪い生物を斬ることにどこか心地よさを感じるようになっていた。

「化け物を斬る、か……結構楽しいもんだな」

　巨大ドローンなら日常的にぶった斬ってきたが、やっぱり機械と生物じゃ両断したときの感覚が違う。

　どこかすっきりとした表情で上を見れば、彼の眼めと同じ透き通るような青空。

　……体感的に、狩りを始めてから二時間は経過している。そろそろ日が沈みかけてもいい時間のはずだ。だというのに空模様は一向に変わる気配がない。

「時間経過は反映されてないのか？」

「いえ、ここにも夜はありますよ。ただ時間の流れが異なっているだけです」

　現実世界と同期させてしまうと、平日学校に行かなければならない学生は夕方か夜しか電脳世界エリユシオンにいられないことになる。そんな不平等を避けるために設定されたのがランダムで変わる時間流という、都合良く異世界を連想させるようなシステムである。

「夜明けから夜明けまでの間が三十時間のときもあれば十数時間のときもあるんだよ。時々体内時計が狂いそうになるけど、結構面白いでしょ？」

「目新しくはあるな」

　なるほど、日が傾かないわけだ。この世界ではまだ日中なのだ。

「兄の実力は確認できました。これなら明日にも実戦に入ってよさそうですね」

「うんうん、予想以上だよっ」

　手放しで褒められると、さすがに照れる。

　本日は終わりということで、電脳世界エリユシオンから立ち去ることにした三人。

　ログアウト──現実世界に戻るためには、二つの手続きが必要となる。電子体を本来の場所である端たん末まつ内の個人構造体に転てん移いさせるのと、その精神構造を肉体へと返すことだ。

　このプロセスの間は無防備になるとのことで、三人は安全な場所へと歩いて向かう。

「明日からは今のザコとは比べ物にならない強さのボスモンスターと戦ってもらいます。覚悟しておいてくださいね、兄？」

「今日のは歯ごたえなさすぎたからな。ちょうどいい」

「あははっ、涙るいさんも冬ふゆ姫きもいるから大丈夫だって！」

　深い森林の中を、雑談しながら光を求めて歩く。

　着物や白衣という奇抜な姿にも慣れてしまい、違和感を感じることはない。もともと彼女たちに似合っていたこともプラスに働いているのだろう。

「そろそろ森を抜けますね。兄、心の準備はいいですか？」

「ん？　なんかあんのか？」

「別に出た瞬間ドでかい熊くまがいるとかじゃいけどねっ。見てのお楽しみだよっ」

　遠回しな物言いに小首をかしげるが、すでに出口は目と鼻の先。大たい河がは百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずとばかりに光の道へと足を踏み出し、

「──────」

　一瞬で、言葉を失った。

　眼下に広がるのは、雄大な大地。

　生い茂る新緑の草花、大地を潤す潤じゆん沢たくな湖、柔らかく降り注ぐ日の光───それら全すべてが一つの芸術のように組み合わさっている。

　水のせせらぎ、風にそよぐ枝葉、生物の呼吸───様々な音が「世界」を織りなし、そこに一つの箱庭を生み出す。

「すげえ」

　それしか出てこない。

　地球上のどこを探しても存在しないであろう、幻想の大地。

　それだけで、この世界は存在する意味をもつだろう。

「………………………………」

　その景色を、奇跡のような一瞬を、どこまでも広がっていく黄金の大地を、目に焼きつける。

「……ログアウトプロセス開始」

　背後で聞こえた妹の声すらも耳に届かず、彼の眼めは世界を見続ける。

　やがて暗転していく意識の中でも、その景色は網膜に投影され続けていた。







「さて兄、それでは新居の確認をしましょうか」

「……なんかすっげえ今さら感に溢あふれてるんだけど、しといたほうがいいよな」

　無事に現実の肉体へと戻った大たい河がを待っていたのは、これまた現実的な話だった。

　引っ越し完了からすでに六時間が経過、ようやっと新生活の場を見始める。

「まずはリビングとダイニングキッチンですね。兄も妹も料理できませんので正直使いようがないのですが、ついでなので凝らせていただきました」

「たしかに凝ってるなこれ。調理器具なんかも全部そろってるし、最新型のシステムキッチンじゃないか───って、こういうことするから金が足りなくなるんじゃないか？」

「うるさいです」

　くつろぎ空間であるリビングには優に四人は座れるふかふかのソファ、立体映像ホログラムを映し出すプロジェクター型テレビ。あとは食事の場であるテーブルと椅い子すが四つ。

　ダイブルームはすでに見たので、次は二人の私室へと向かう。

　大河の私室は以前の部屋をイメージした和装の部屋。家具は勉強机と洋服ダンスだけ。あとは愛刀《天てん龍りゆう》や鍛練用の太刀が数本安置されている。

　冬ふゆ姫きの私室は兄とは正反対で完全な洋間。大抵の電子機器はダイブルームにおいてあるが、バックアップと私的に使うといういくつかの機器はこちらの部屋にあった。

　と、ここで疑問が一つ。寝具が全まつたく見当たらない。

「なあ冬姫、ベッドは？　注文し忘れたのか？」

「妹がそんなミスをすると思いますか？　ちゃんと別の部屋にありますよ」

『……なぜ別の部屋なんだ？』と思ったのもつかの間、その疑問は次の部屋の扉を開けた瞬間に氷解した。

　案内された部屋にあったものはたった一つ。たった一つの家具が部屋の半分近くを占めており、そうである以上、その部屋の用途は一つしかない。

「これだけの大きさのものを探すのは結構大変でした、が、何とか見つけました」

「…………」

　目の前に広がるのは、真新しいシーツの海。

　一般的なご家庭にあると思われるものの軽く五倍はあるであろうマットがドドンと視界に飛び込み、その存在を主張する。

　俗にキングサイズと呼ばれるそのベッドが。

「……ヘイ、マイシスター。これはなんだい？」

「ベッドです」

「いやそういう意味じゃなくて」

「妹と兄の愛の巣です」

「ごめん。お兄ちゃんさっぱりわからない」

　理由が過程が結論が何もかもがわからない。これ十人ぐらいまとめて寝られるんじゃないか？　などと余計なことを考えても現実は変わらない。

「さ、次の部屋に行きましょう」

「待って、お願いだからちゃんと説明して！」

　心の叫びは見事にスルーされました。




「なぜだ……なぜこんなことになった……」

　初めの電脳世界エリユシオン体験で予想以上に脳が疲弊していたらしく、夜は外出せずにインスタントの食事で済ませた。ゆっくりとお風呂に浸つかって疲れを癒いやした大たい河がを待っていたのは、馬鹿でかいサイズのベッド。

　先にベッドで待っててください───そう言い残した冬ふゆ姫きは現在入浴中。

「風呂上がりの妹を待つ兄……なんなんだこの構図は……」

　自分の言葉でぐさりと傷つきながら頭を抱えてごろごろと転がる。何回転しても端にすら届かない広さが今は恨めしい。

　五分ほどそうしていただろうか、突然ぴたりと回転が止まる。そしてゆらりとベッドから起き上がり───。

「逃げよう。タオルかなんかを床に敷けば十分───」

「お待たせしました兄」

　残念、決断は遅すぎた。

　背後からの声に、もはや逃げ場がないことを悟る。かくなるうえは強行突破───という手段を使えないのがこのシスコンであり、説得が通じないことは火を見るよりも明らか。

　それでもこの状況はまずい、と何とか別の方法を探そうと妹に語りかけようと、

「──────」

　振り返った瞬間、固まった。

「おま、おまおままままま」

「壊れたラジオですか？」

「違うわっ！　そうじゃなくて、何なんだよその格かつ好こう！」

「……妹のパジャマですけど？」

「ほっとんど下着姿じゃねーか！　どこがパジャマだ！」

　長い黒髪を一房に結っているお風呂上がりの冬姫が着ていたのは、もはや見せつけているとしか思えないほどスケスケなネグリジェ。

　レースっぽい感じのそれは未成熟な肢体を強調するような黒の下着を隠そうともせず、成長した妹の姿を淡い月光の下で照らし出す。

「は、早く何か上に着てこい！」

「必要ありません。妹はこれで十分なんです」

「人目を気にしろって言ってんだよ！　恥ずかしくないのか！」

「兄しかいませんからね。それに兄、なんだかんだ言いながら妹の身体からだに釘くぎ付づけじゃないですか」

　そう言われて初めて、自分がずっと冬姫を見ていたことに気づく。

　目を逸そらそうと思えば簡単にできたはず、だというのに青い果実のようで淫いん靡びな雰囲気を放つ彼女の肢体から目が離せない。

　くすり───心を侵す毒花のような笑みをこぼし、冬ふゆ姫きがベッドの上にあがる。

　スプリングが軋きしみ、四よつん這ばいになってゆっくりと這はい寄よってくる。その瞳は獲物を前にした肉食動物を思わせた。

「さあ……一緒に寝ましょう兄」

「待て落ち着け。こんなに大きいベッドなんだわざわざ近づく必要はないだろ！」

「くっついたほうがあったかいじゃないですか」

「なら上に何か羽は織おればいいだろ、ってうわっ!?」

「───もう、遅いですよ」

　とさり、と身体からだが柔らかくベッドに倒される。

　その上に馬乗りになるのは妖あやしい笑顔を携えた妹。

　お風呂上がりだからなのだろう、白い肌はほんのりと上気して桜色。艶つややかな黒髪は水気を含んではらりと白い肩から流れ、たちこめる芳ほう香こうは蜜みつのように甘く、思考を曖あい昧まいにしていく。

　幼さと妖よう艶えんさが混じり合った、奇跡の一枚絵。

「んぅ……」

　ゆっくりと少女の重みが加わってくる。抱きつくように、絡みつくように密着する妹の身体は薄い布地を通して生命の温かさを伝えてくる。

「あったかいですね……兄ぃ……」

　幼さを残した声が、耳元で囁ささやかれる。

　鼓こ膜まくを通して脳のう髄ずいを蕩とろかすようなその声に、ひと際大きく心臓が跳ねる。

「ふふっ。鼓こ動どう、凄すごいことになってますね。わかっちゃいますよ？」

「お、おい冬姫っ。何を───」

「子供のときとは全然違いますね。硬くて立派な身体です……」

「───っ、頼むからしゃべらないでくれ！」

　白磁の指が寝巻の隙すき間まから入り込み、胸から腹にかけてゆっくりと撫なでまわす。蛇のようにのたくり回る手はすべすべしていて、触れたところから体温が上がっていく。

「どうしてですか？　兄の心臓、こんなにドキドキしてますよ？　ドクンドクンって嬉うれしそうに跳ねてます」

　艶なまめかしい吐息が、媚こびるような声が、耳を侵していく。

（ヤバい、何でかは知らないがとにかくヤバい！）

　このままこうしていたら取り返しのつかないことになる───直感が警けい鐘しようを鳴らす。

　だというのに、身体は脱力してしまい力が入らない。

「明日は初登校です。ちゃんと眠らないとダメですよ？」

　果たして大たい河がは眠ることができるのだろうか。

　じりじりと秒単位で削られていく何かに耐えるように、無理やりに目を閉じた。

　夜の帳とばりは、まだ下りない。


















　　第二章　初討伐





　チリリリリリ……。

「……うあ？」

　音が聞こえる。それが端たん末まつのアラームだと気づいた瞬間、意識は急速に浮上していく。

「朝、か」

　寝起き特有の寝ね惚ぼけた雰囲気など欠片かけらも感じさせず、彼の目はまだ完全に昇っていない太陽が照らす空を見つめる。

　腕の中にある温かくて柔らかい身体からだは、そんな兄に呼応するように微かすかに身じろぎする。

「ったく、自分はとっとと寝ちまいやがって……」

　ふにゃふにゃした可愛かわいい寝顔を浮かべる妹の頭を、ゆっくりと撫なでる。

　昨夜あれだけ兄の心をかき乱した張本人であるが、当の本人は新しい環境に疲れていたのか、さっさと眠りについてしまった。

　が、抱きつかれていた大たい河がは甘く悩ましい寝息をエンドレスで感じる羽目になり、眠ることができたのは限りなく朝に近い時刻。

（睡眠時間は一時間ちょいってとこか……ま、頑張りますかね）

　起こさないように注意しながら冬ふゆ姫きをベッドに寝かして寝室を後にする。

　四月は暦上は春とはいえ、早朝ともなれば肌寒さが残る。新生活二日目でまだ生活感のないリビングを通り抜けて大河が向かったのは、最上階の特権である無駄にひろい庭。

「お～いい天気」

　道着に着替えた大河が外に出ると、十五階からの景色が朝もやに紛れて広がる。このあたりは高層建築物ばかりであるが、ここは周りよりも頭一つ高いので周囲が見渡せる。

　深く深呼吸し、冷えた空気を肺に送り込む。

　一つ二つ三つ……心の中で数えて全身の細胞を叩たたき起おこしていく。わずか三秒の間に身体は最高のパフォーマンスを発揮できる状態へと移行する。

「うし、早朝鍛たん錬れん始めっか」

　練習用の野の太だ刀ちを鞘さやから抜き放ち、大河は朝の静けさを斬きり払い始めた。




「おはようです兄。朝から精が出ますね」

「ん？　冬姫か。おはよう」

　数千にも及ぶ太た刀ち筋すじを描いた大河を迎えたのは妹の涼やかな声。すでに日は昇りきり、眼下に広がる街は人や車の往来で息づいている。

　刀を鞘におさめ、一息つく。

「……凄すごい汗ですね。蒸気も上がってます」

「そりゃ鍛たん錬れんだしな、っと、今何時だ？」

「七時ぴったりです、まだ焦るような時間ではありませんよ。シャワーでも浴びてきてください。妹も身支度がありますので」

「りょーかい」

　さすがに寒いのか、例のネグリジェの上に上着を羽は織おっていた冬ふゆ姫きは自室へと戻る。

　大たい河がも噴き出る汗をタオルでぬぐって浴室へと直行。脱いだ道着を洗濯機に叩たたきこんでからミストモードに設定したシャワーで素早く汗を流し洗う。

　入ってから出るまで、この間わずか五分。

　あらかじめ用意していた制服に着替え、髪を適当に整えて鏡を見る。

「……誰だれにでも似合いそうな制服だな」

　灰色のスラックス調のズボンに黒のブレザー、ネクタイ。わかっていたが見事に普通の制服だった。

　とりあえずネクタイを崩して首元を涼しくし、その場を後にする。端たん末まつで確認すると時刻は七時十五分。

「ちょっとのんびりしすぎたか」

　朝御飯のことを考えればそろそろ急いだほうがいい。バッグを掴つかみ、気持ち早歩きで玄関へと向かう。

「わりい、待たせた」

「妹も先ほど着替えたばかりです。行きましょうか」

　両手で鞄かばんを持って待っていたのは冬姫ver.学生服。

　紺を基調としたブレザーに、ネクタイの代わりにつけられた胸元のリボンがアクセントを与えている。チェック柄のスカートは膝ひざ上うえ十センチといったところで、黒のニーソックスとの間の白いふとももが眩まぶしい。

　さらに真新しいのが髪形。長い黒髪は赤いリボンで二つにまとめられている。

「ツインテールにしてみました。どうですか？」

「うん。よく似合ってるよ」

　お世辞抜きで、長い黒髪とツインテールのコンボは破壊力抜群だった。

「そうですか。破壊力抜群ですか」

「……心が読めるのかよ」

「兄に限ってですけど」

「え、マジ？」

　なんかこの妹が言うと本当っぽくて怖い。

　ゆっくりしている時間はないので並んで部屋から出る。オートロックで鍵がかかったことを一応確認し、エレベーターで一階へ。

　通勤通学時間にはまだ早いため、道は比較的すいている。そんな中を兄妹並んで駅ではなく、少し逸それてカフェ《パラディス》へと向かう。

「いらっしゃいご両人っ。ご飯できてるよっ」

　クローズの札が下げられた扉を開けると同じ制服でも冬ふゆ姫きよりツーサイズ上のものを着た涙るいが出迎える。胸元は大きく盛り上がっており、ちらりと見える足は健康的な色気を醸かもし出す。

「あー大たい河が……そんなに見られるとちょっと恥ずかしいかも……」

「あ、いや……痛っ」

「目ん玉くり貫ぬかれたいんですか兄ぃ？」

　ギリギリと冬姫の靴がつま先を圧あつ迫ぱくする。小さい身体からだからは想像もできないくらい強かったが、鍛えられた大河の身体にはあまり効果がない。

「やはは、冬姫は本当に大河のことが好きなんだね～」

「妹として当然です。けど兄はそうでもないみたいですけどね。他の女に見み惚とれちゃってますし」

「不可抗力だ！」

　冬姫にしても涙にしても、周りから頭二つ飛び抜けた美少女だ。そんなに少女の制服に見惚れることの何がいけないのだろうか。

　ぷんすかしている冬姫を何とかなだめつつ、まだ開店準備の最中であるパラディスのカウンター席に座る。並び順は先日の通り、右から冬姫、大河、涙。

「さあさあ食べて食べてっ。美少女涙さんの手作りだよっ」

「……おーこれ本当に涙が作ったのか？」

「なかなか美お味いしそうですね。正直、意外です」

「む、意外って何さ冬姫」

　涙のイメージはどちらといえばアウトドア、快活さを感じる雰囲気の少女である。そんな彼女が綺き麗れいな黄金色のオムレツに野菜たっぷりのポトフという見事な朝食を作ったことは意外といえば意外なのだろう。

「一応カフェの一人娘だからね。料理の修業くらいしてるのさっ。まだお店で出せるレベルじゃないから厨ちゆう房ぼうには立てないんだけどねっ」

　二人がここ、《パラディス》で朝食をとることにしたのは涙に誘われたからだ。

　昨夜《アリエス》から帰ったあと、冬姫の端たん末まつに涙から連絡が入った。その折に『朝ごはん、うちでとらない？』と持ちかけられたのだ。

　その目的は涙が自分の料理を第三者に評価してほしいからなのだが、朝食は簡単に済ませようと思っていた兄妹にとって渡りに船。ということで即決したのだった。

「うん、美味しいな」

「ほんと？　よかった～」

　三人で朝食を食べ、諸もろ々もろの片づけを済ませると時刻は七時四十分。奥で仕込みをしているマスターに一声かけたあと、三人は駅へと向かう。

　先日とは違い切きり燈とう学園の制服で溢あふれているプラットホームにて、列に並んでリニアを待つ。朝の通学時間帯は本数を増やしているため列はどんどん減っていき、やがて三人もリニアに乗り込んでいく。満員電車を避ける目的で新幹線のような席の並びのリニアに乗れるのは座れる人数だけ。それでも二分おきに来るので不満は少ない。

　座席をくるっと反転させ、四人席に三人で座る。幸いどの席も似たような感じであり、特に文句を言われることはなかった。

「二人は初授業だね。電脳科は授業スピード速いから気をつけてね」

「妹は余裕です」

「俺は……まあ何とかなるだろ」

　大たい河がの成績は決してよくはないが、悪くもない。が、切きり燈とう学園は学科選択の仕組み上、電脳科に成績上位者が集まるため油断できない。

　三つの学科───普通科、スポーツ科、電脳科はそれぞれ定員五百、二百五十、二百五十人となっている。スポーツ科は推薦などで決定されるので成績は関係ない。成績優秀者が上から順に電脳科と普通科のどちらかを選ぶことができる。切燈学園入学希望者の大半は電脳科を希望するため、実質上位二百五十人だけ入ることができる学科なのだ。

　ぶっちゃけたところ、大河は冬ふゆ姫きの追いこみ授業がなければ電脳科には入れなかっただろう。

「何とかって……不安だな～」

「妹がついてますから大丈夫ですよ。兄は暗記が得意ですから、少し応用を押さえれば平均点は取れると思います」

「そういう涙るいは成績どうなんだ？」

「ふふふ……涙さんなめちゃーいけないよっ。勉強は得意さっ」

「お前何なに気げに何でもできるよな」

「何気に、は余計だよっ」

　雑談をすること十分、リニアは速度を落として目的地へとたどり着く。中から外へと流れていく制服の波に乗って改札を出ると、波は三つに分かれていく。

　南は普通科、東はスポーツ科、そして三人が向かうのは西。駅に近い校舎から三年、二年、一年となっているため、新入生は必然的に最も長い道のりを歩むことになる。

　入学初年度に待ち構える新入生への洗礼というわけだ。

「こっちだよっ、ハーリーハーリー♪」

「何でそんなテンション高いんだよ……」

「行きますよ兄」

　手を引く妹を見てみれば、ほんの少しだけ足取りが軽い。初登校で柄にもなくテンションが上がっているのだろうか───と、周りの学生たちが一気に騒がしくなる。

「ん？」

「なんでしょうか？」

　兄妹があたりを見回すと、ほぼ全すべての学生の視線が同じ方向を向いていた。その先、皆の視線を一身に集めていたのは、長い黒髪が特徴的な女子生徒。

「みなさん、おはようございます」

　ひかえめな淡い微笑を浮かべて挨あい拶さつ一つ一つに丁寧な返事を返していくその姿は、和風な顔立ちも相まってまさしく大和撫子なでしこ。歩き方一つとっても非常に綺き麗れいなもので育ちの良さをうかがわせる。

「誰だれですかあれは？」

「電脳科三年の切きり燈とう巴は夜や先輩だよ。今期の生徒会長を務めている人だねっ」

「なるほど生徒会長ですか。それにしても『切燈』……」

「あはは、まあわかるよね。切燈グループ総そう帥すいの一人娘なんだよ」

　要するに、本物のお嬢様ということだ。しかし大たい河がが気になったのは「生徒会長」でも「切燈」でもなく、彼女の容姿そのもの。

「……そっくり、てか同一人物だよな……？」

　思い出されるのは昨日のこと。空き教室でホログラム相手に愚痴をぶつけていた女性。

　イメージと性格は違いすぎるほどに違うが、一卵性双そう生せい児じでもここまでに似ないだろうというレベルで外見が瓜うり二ふたつ。が、あまりに昨日とイメージがかけ離れているため、大河もいまいち自信がもてない。小首をかしげながら観察していると、隣に立つ冬ふゆ姫きに耳を掴つかまれてぎゅ～っと引っ張れる。

「兄、美人だからっていちいち見み惚とれないでください」

「違うっての、ちょ、違うから引っ張るな！」

「あの人はお勧めしないな～色々と忙しいから相手にされないと思うよっ」

「涙るいも勝手なこと言うな！」

　三人の教室は一年生校舎の一階、角に位置していた。扉をあけて中に入ると二十五名分の机と椅い子す、そして男子女子入り混じった学生服が出迎える。

「みんな、おっはよーっ！」

　涙が元気いっぱいに挨拶すると、ほとんど全員から挨拶が返ってくる。そして彼女に向けられた視線がそのまま兄妹へと移行する。

　まあ当然だろう、入学して一週間たった今になって見知らぬ二人組がいれば目立つ。しかも片方はツインテールの美少女とくれば余計に。

「……妹は見世物じゃありません」

　大河の背中に隠れる冬姫。そんな友人の様子を見た涙がぐっと拳こぶしを握る。

「あ～みんな！　今日から一緒に学ぶクラスメイトを紹介するよっ」

　二人の背中を押して前に出した涙が隣のクラスまで届くように声を張り上げる。ふわふわの栗くり色いろの髪が元気よく跳ね、クラスメイトの視線を集める。

「こっちのちょっとカッコいい男の子は天てん陵りよう大河、めちゃくちゃ可愛かわいい女の子は天陵冬姫だよっ。綺麗な空みたいな瞳が特徴的な双子の兄妹なんだけど、ちょっと事情があって今週からの登校になっちゃったんだ。仲良くしてあげてねっ！」

「……あ～ご紹介にあった天てん陵りよう大たい河がだ。こっちは妹の冬ふゆ姫き」

「どもです」

　この流れで本人が名乗らないわけにもいかないので、図らずも前に出された（正確には冬姫が後ろに回ったのだが）大河が口火を切る。

「引っ越してきたばかりで右も左もわからないが、妹ともども仲良くしてほしい」

「……です」

　自己紹介を終えると、涙るいの拍手を皮切りに教室がパチパチという音で溢あふれる。先ほどから兄の後ろに隠れたままの冬姫に視線（主に男子生徒の）が集まり、そんな美少女をよく見ようとクラスメイトが少しずつ集まってくる。

　冬姫も消極的ながらも話すようになっていき、そんな妹の姿を見て大河は安あん堵どの表情を浮かべる。こんな特殊な登校になってしまって心配していたのだが、これなら一安心だ。

　午前中四コマが無事終了して昼休み。

　一年校舎の階段を上って屋上に出た兄妹はレジャーシートを敷いて待っていた涙のもとへと向かう。その手には購買部で買ってきた惣そう菜ざいパンの数々。

「お帰り～。準備はできてるよっ」

「まさか購買部があれほどまで混こんでいるとは思いませんでした。妹、疲れました」

「買ってきたの俺だけどな」

　二年校舎の近く、つまり一年と三年のちょうど間にある食堂などの飲食エリア、その中の購買部の混み具合は半端ではなかった。単純計算で電脳科三学年七百五十人、半分が利用したとしてもその混雑は想像するにかたくない。

　四月の暖かな日差しが差し込む中、三人でレジャーシートに座ってお昼ご飯を食べる。

　大河がボリュームたっぷりのカツサンドを食べていると、綺き麗れいな色どりでバランスのよさそうなお弁当（自作）に口をつけていた涙が話しかけてくる。

「あ、そうだ。聞いとかないとって思ったんだけど、二人って専門科目はどうするの？」

「……専門」

「科目？」

　ごくんと最後の一ひと欠片かけらを飲み込み、ペットボトルのお茶で口を軽く流す。ちびちびとＢＬＴサンドを食べていた冬姫も一いつ旦たん食事を中断し、聞きの態勢に入る。

「電脳科には専門科目っていう電脳関係の講義があるのは知ってるよね？」

「もちろん知っています。この学科に入る目的そのものですから」

「うん。専門科目は一年通して受講するんだけど、その選択期間が今日までなんだよね」

「え、そうなの？」

「先週がお試し期間、ってことでガイダンスとか体験授業だったんだ。涙さんはもう決まってるんだけど、二人はどうするのかな～って」

　専門科目は一週間に三回、月曜水曜金曜の午後にあてがわれている。つまり兄妹もこのあと専門科目を受講することになっている。

「妹は基本的なことは知っていますし、応用科目を取りたいのですが」

「それなら涙るいさんと同じのにする？　結構やりごたえのありそうなやつだけど」

「今から選ぶ時間はありませんからね、そうさせてもらいましょう」

「それで、大たい河がはどうする？」

「……同じのは無理だな。俺じゃ絶対についていけない」

　大河は妹がいるから電脳科を選んだだけで、適正で言えばスポーツ科のほうが遥はるかに高い。応用どころか基礎知識だって怪しいものだ。

　急いで端たん末まつを展開、切きり燈とう学園の構造体に入り込んで授業案内シラバスを確認する。ウィンドウをページのようにぱらぱらとめくっていき、講義内容を見ていくのだが───。

「さっぱりわからん。何が違うんだ？」

「そんなで大丈夫ですか兄？　妹が選んであげましょうか？」

「いや、自分で決めた道だからな。ちゃんと最後まで責任もたねえと」

　結局昼休みの残りを全すべて費やし、決めたのは予令の鳴る一分前だった。




　昼食を終えた大河は二人と別れ、専門科目の講義が行われる特別教室棟へと向かう。

　通常授業と違って電脳関係に特化した授業を行う専門科目は使う機材もバラバラで、数も多い。そのため、何と合計十一棟もの校舎がこの専門科目にあてがわれているのである。

「……よりにもよってここかよ」

　そんな中で端末の地図を頼りに大河がたどり着いたのは、昨日、切燈巴は夜やらしき人物が叫んでいた校舎の、まさにその教室だった。この教室だけ防音性能になっているし、間違いないだろう。

　午後の授業が始まるまであと少し。校舎ならばもっと騒がしくて然しかるべきなのだが、ここは不気味なほどに静かだった。場所を間違えていないかと思って確認しても、やはりここで合っている。

　迷っていても仕方ないので、意を決して扉を開く。

「あら？」

　中には一人の女生徒がいた。この学園には珍しい年代物のソファに腰掛ける彼女は端末のウィンドウを閉じ、若干驚いた表情を浮かべている。

　今度こそ間違いない、今朝見たばかりの大和撫子なでしこがそこにいた。

　……ここまで来ると偶然で片づけるには無理があるだろう。そう思ったがとりあえず置いておく。

「ええっと……生徒会長の切燈先輩、でしたよね？」

「はい。今期生徒会長を務めさせていただいています、切燈巴夜です。貴方あなたのお名前は？」

　昨日会った女子生徒とは似ても似つかない控えめな微笑を浮かべる切燈巴夜。間違っても先日、ホログラム相手に叫んでいた彼女には見えない。

「あの、私の顔に何か……？」

「ああいや。電脳科一年の天てん陵りよう大たい河がです」

「っ天りょ───コホン、一週間無断欠席していたという新入生ですか？」

「う、やっぱ生徒会でも問題になってるんですか？」

　一瞬だけ変化した彼女の様子が気になったが、それよりもこっちのほうが気がかりだった。自分だけならともかく、学年主席の冬ふゆ姫きに悪い噂うわさが立つのは避けたい。

「全まつたく問題にならなかったといえば嘘うそになりますが、病気だったということで事情が事情ですから、先生方も納得されたようですよ」

　もちろん、病気うんぬんは真っ赤な嘘である。

「ところで天陵君がここに来たのは滝たき葉は依より先生の《仮想人格構成》の講義ですか？」

「はい。この教室ですよね？」

　彼が選んだのはシラバスの端の端にまるで隠れるようにあった講義。特に目を引かれる要素があったわけではなく直感で選んだのだが、まさかこの部屋で、しかも生徒会長がいるとは思わなかった。

「ええ。この教室で間違いないのですが……実はその講義、なくなる予定なんです」

「は？」

　なくなるって……シラバスに載っているのに？

「この講義を担当される滝葉依先生は今年赴任される予定だったのですが、先方の都合で急きゆう遽きよ来ることができなくなってしまいまして。システムのミスでシラバスから消えていないだけなんです」

「じゃあ会長さんはなんでここに？」

「天陵君のように間違って来てしまう生徒がいるかもしれないので、こうしてここで待機しています。実際、先週も何人か訪ねてきましたから」

「へー、そうなんですか……って、ん？」

　そこで思考に違和感を覚える。

　もう授業開始まで秒読みに入っているような時間だ。そんなギリギリまで待機していても生徒なんて来ないだろう。このままでは彼女自身が自分の授業に間に合わない。

　一つが気になると他の部分まで怪しく見えてくる。

　そもそも彼女が待機している必要などない。学内連絡で通達すればそれで事足りるではないか。そして大河が名乗ったときのあの反応───。

（やっぱり、いやでもまさか……本当に？）

　目の前の清純そうな大和撫子なでしこと昨日の暴言がどうしても結びつかない。けれど、どうしても気になって頭から離れない。

　こういうのは直球勝負あるべきと、真っ向から問いかけてみる。

「あのー先輩？　実は俺、昨日の昼ごろにもこの教室に来たんですよ。そのとき先輩を見たんですが───」

「人違いじゃないですか？」

　間髪入れずに返される。確かにそう言われればそれまでなのだが、何となく「それ以上踏み込むな」という思惑が感じられる。

「いやでも教頭がどうとか叫んでましたよね？」

「人違いです。見間違いです。用がないのなら帰れ───帰ってください」

　こういう事態に弱いのか、生徒会長は冷や汗を流しながら畳みかけるように言葉を重ねている。が、テンパって口調が大和撫子なでしこのそれではなくなってきていた。何だか彼女を責めているような気分になってきて言葉を収めようと思ったが───。

〈戻りましたです。マスター……珍しい、お客さんでやがりますか？　昨日顔を見せやがった人のようですが〉

　巴は夜やの端たん末まつが一瞬光り、まるで見計らったようなタイミングで妖精少女ホログラムが虚こ空くうに現れてピシッ……と空気が凍る音がした。

「うおっ!?　昨日のホログラム!?」

　大たい河ががいきなり出現した少女に驚く一方で、巴夜の品の良さそうな笑みにひびが入る。

「……………………え、イオラ？　昨日、何だって？」

〈この方は昨日の一三時三十四分、ちょうどマスターが叫びやがっていた時に見えましたです。滞在時間は約三秒です〉

「……マジで？」

〈本当でやがります〉

　ギギギ……と機械のように恐る恐るこちらに向き直った彼女と目が合う。

「……………………」

「……………………」

「……ええっと、《仮想人格構成》の講義でしたよね？」

「いやいや、それは無理があるから」

　どこからやり直すつもりだ。

　頭を抱えて後ろを向く巴夜。一分ほどたっただろうか、正面を向いた彼女の顔は諦あきらめと無理やりな笑みに満ちていた。

「そーよっ、猫かぶってたわよ特別分厚いヤツ！　何か文句あんのかしらっ!?」

　いきなり自や棄け気味にカミングアウトされた。

「別に文句はないが……生徒会長がそれでいいのか？」

「うっさいわね！　そもそもアンタが一週間無断欠席とかやらかすからアタシが迷惑被かぶることになったんでしょうがっ！　何が病気よ、診断書もってきなさいっての！　あとイオラ！　アンタ人前には出るなって言っといたでしょうが！」

　ばれたからって色々とはっちゃけすぎである。

　大河は最初に見たのがこちらだったので比較的驚きは少ないが、これがもし今朝のお淑しとやかで大和撫子を体現しているような姿を先に見ていたらと考えると、何だか恐怖さえ感じてしまう。

〈すでに一度見られていやがりますので構わないと判断しましたです〉

「そんなところだけ自己判断してんじゃないわよ！　こんなことなら端たん末まつの電源切っとけばよかったわ！」

〈端末で投影するように指示したのはマスターですよ？〉

「うっさい！　だいたいアンタが最初見られたときにちゃんと報告しておけばこんなことには───ッ！」

　大たい河がを無視してホログラムに向かって当たり散らす猫かぶり生徒会長。

　対する立体映像ホログラムの少女は表情をほとんど変えることなく淡々と言葉を綴つづっており、その姿に何となく違和感を覚える。

（格かつ好こうもそうだけど、何となく人間っぽくないっていうか……何なんだ？）

　と、そこで始業ベルの電子音が鳴り響く。午後の授業が始まってしまったようだ。

「……おいおい、どーすんだよ」

　確か専門科目は必須だったはずだ。このまま受講しなければ入学一週間にして早々に留年が確定してしまう。今から急いでほかの講義を選んでも遅刻は免れないが、留年よりははるかにマシだ。急いで端末を起動して別の講義を探す。

「何してんのよ？」

「代わりの講義を探してんだよ。いつまでもここにいるわけにはいかねえだろうが───よし、ここなら全力で走れば一分で着ける」













〈そこはやめやがったほうがいいです〉

　場所を確認して走りだそうとしたところで奇妙な言葉遣いで止められる。顔を上げればシラバスが映し出されたウィンドウを覗のぞきこむ妖よう精せい少女と目が合う。

「……え～と、どうしてダメなんでしょうか？」

　何な故ぜか敬語だった。

〈その講義は応用科目でやがりますので、入学試験から判断する貴方あなたの学力では厳しいとの分析結果を報告するです〉

「俺の学力って、そんな情報どこから───」

　その答えは彼女の眼前に浮かぶウィンドウが示していた。学園のデータベースに機密情報として保存されているはずの「天てん陵りよう大たい河が」の個人情報、それがまるでそこにあるのが当然とばかりに映し出されている。

「あ、こらイオラッ、何勝手なことしてんのよ！　機密情報それはいざってときに使えって言ったでしょうが！」

「ちょい待て！　これアンタの仕業か猫かぶりぃ！」

〈代わりにこちらの講義をお勧めするです。基礎の基礎なので理解できやがるはずです〉

　感情のない能面のような表情に平淡な声と、ともすれば人形のようにも見える少女は巴は夜やの抗議を無視し、ウィンドウを手で掴つかんで差し出してくる。

「……驚いた。まさかこの娘こが自分から他人に関かかわるなんて……うん、ちょうどいい機会だし、コイツを利用して……」

　ぶつぶつと独り言を漏らす巴夜に何だか嫌な予感がしたが、それよりも大河の関心は宙に浮かぶ彼女のほうにあった。電脳関係の知識は小学生にも届かない大河であるが、ホログラムでしかないウィンドウをまるで実在する物質のように扱う存在については心当たりがあった。

（ＡＩ……電子体に仮想人格を組み込んだ存在、だったかな）

　ＡＩ───人間のサポートなど、電脳世界エリユシオンにおける様々な雑務をこなすことができる補助プログラムの一種。社会人を中心に普及しており、ウィンドウのように端たん末まつの投影機で映し出された電脳世界上の存在───今日授業で聞いたばかりの説明を思い出す。

（人間じゃなかったのか……）

　仮想「人格」といっても機械的な受け答えしかできない───はずなのだ。しかし、この少女にはわずかだが感情の欠片かけらのようなものが感じられる。そのあたりが彼女を人間と勘違いした要因なのだろう。

　何にせよ、彼女の提案は一考に値する。早速差し出されたウィンドウを確認しようとするも、パチンという指鳴りと同時にウィンドウが掻かき消きえてしまう。

「それは必要ないですよ、天陵君」

　本性を知っていても騙だまされそうになる淑しとやかな笑みを浮かべた巴夜はそう告げると、大河の前に別のウィンドウを展開させる。

「《仮想人格構成》受講許可証？　待て、なくなるはずじゃ───」

「あれは嘘うそよ」

　さっくり言うものだから思わず言葉を失う。その間に巴は夜やは素早く駆け寄って大たい河がの手を掴つかみ、許可証の受理欄に端たん末まつを接触させる。するとピコンという音がして脳波情報が送信されて手続きが始まってしまう。

「はい登録かんりょー」

「ちょ、何してくれてんの!?」

　慌てて手を振り払うが、ウィンドウにはすでに「コンプリート」の文字。そしてその直後に訂正処理が可能となる「本授業開始から五分間」が過ぎてしまい、操作を受け付けなくなる。

「ふふ……計画通り」

〈マスター、何をしやがっているですか？〉

「喜びなさいイオラ。ちょうどいい実験相手を見つけてやったわよ」

「待て待て、計画通りとか実験相手とか何の話だ！」

　知らないところで話が進んでいることに異議を唱えるが、聞き入れられる様子はない。

「うっさわね。アンタは黙ってこの娘この相手をしてればいいのよ。具体的には雑談」

「欠片かけらでも説明してやるくらいの気持ちは持て！」

「詳しい話はイオラから聞きなさい。アタシは眠いから寝る」

　大河の言葉をガン無視した巴夜は勢いよくソファーにダイブし、ごろんと猫のごとく丸くなって宣言通りに目を閉じる。制服のスカートがめくれあがって程よい肉づきのふとももが露あらわになっているが、色っぽさがまるで感じられない。

「……会ったばかりの男の前で寝るか普通？」

〈マスターはイオラの改良で連日徹夜してやがりましたので〉

　あまりに自分勝手すぎる振る舞いに呆あきれる大河。と、隣を浮遊する少女と目が合う。

〈「詳しい話」をしますですか？〉

「……お願いします」

　素す直なおに頭を下げる。聞かなかったことにする手もあるがこの場合、あとが怖い。

　そうして十分ほどかけて「詳しい話」が語られ、大河は頭の中で反はん芻すうしながら内容をまとめる。

「……つまり、お前はこの猫かぶりが開発した新型のＡＩ『コードネーム：アイオライト』、通称イオラで、従来のＡＩと違って感情を学ぶことができる、と」

〈おおむね正しいです。マスターは感情を知るには、まずは誰だれかと会話すること、と言ってやがりました〉

「その相手に選ばれたのが俺ってことか？」

〈マスターはそのつもりのようです〉

　実験なんて言ってたからもっと物騒なことかと思っていたのだが意外にまともだったので少し驚く。すでに大たい河がの時間割表には《仮想人格構成》の文字がしっかりと記されており、変更は利かない。

「どのみちこの授業にでるしかねえんだよな……しょうがねえ、引き受けるよ」

　なんだか全すべて切きり燈とう巴は夜やの狙ねらい通りのような気もするが。

「しかし感情を学ぶＡＩねえ……よくわからないけど無人機ドローンが感情を持つようなもんだろ？　あの猫かぶりはそんなものを開発して何がしたいんだ？」

〈正確には、マスターは開発者の一人です。もう一人はすでに亡くなってやがりますが、マスターの友人の阿あ菫すみ青あお子こ───〉

　不意にイオラの言葉が途切れた。

　いつまでたっても続きを言わないイオラを不審に思って目線を上に向けると、彼女は虹こう彩さいの消えた瞳で虚こ空くうを眺めていた。

「……イオラ？」

　底知れぬ虚無を想起させる暗い瞳。その奥深くで微かすかな光が、まるで何かの回路のようにいくつもの線を描いている。

　何だか嫌な予感がし、手を伸ばして触れようとする。しかし相手は立体投影ホログラム、実体のない映像でしかないので手はすり抜けるだけ。

　だがその行為がきっかけとなったのか、映像にノイズが奔はしると焦点が戻った。

〈……申し訳ないです。演算領域にエラーが発生しましたので、対処していましたです〉




「エラー？　大丈夫なのか？」

〈内部スキャニングの結果、問題なしと判断しましたです。心配無用でやがります〉

　巴夜を起こすべきか迷ったが、本人が大丈夫というなら大丈夫なのだろう。

「そうか。……けどこの講義はどういうことだ？　担当教師がいないんだろ？」

〈いえ、そもそもその前提が違いやがります。《仮想人格構成》はマスターが自分のために用意した偽の講義なのです〉

　イオラはウィンドウに切燈巴夜の名前を映し出し、ローマ字に変える。それをなぞるように指を滑らせると文字の並びが組み換わっていく。

　すなわち、ＫＩＲＩＴＯ　ＨＡＹＡからＴＡＫＩＨＡ　ＹＯＲＩへと。

「……………………職権乱用の範はん疇ちゆう超えてるだろ」

　架空の講義を潜り込ませるなんてふざけた所業に、それしか言えなかった。

　視線を戻せばこちらをじーっと見つめるＡＩ：アイオライト。ひらひらとした幻想的な装いを虚空にはためかせながらこてんと首を可愛かわいらしくかしげる。

〈お話、しやがるですか？〉

「……まあ、他にやることもないしな」

　ため息をついて、大河はソファに座ってお話の態勢をとるのだった。

　それから約一時間半、大河はイオラに誘われるままおしゃべりに興じた。ちなみに大和撫子なでしこもどきはその間、ずっとソファで寝転んでいた。







　合流した冬ふゆ姫きたちに「授業はどうだった？」などと聞かれても答えようがなく、適当にはぐらかして帰路につく。実際ずっとイオラと話していただけなので。

　そして帰宅後、二度目となる電脳世界エリユシオンに潜りこんでいく。

「さーて、今日も元気に行こうっ！」

「今日からが本番ですからね。妹もワクワクしてます」

　ドレス着物を着た妹と改造白衣の涙るいに挟まれて昨日ログアウトした丘に立つ大たい河が。

　本日の構造体《アリエス》の空は燃えるような赤色。眼下の景色も朱色に染まっている。

「……で、今日から強いやつと戦うんだったよな？」

「はい。今日の討伐対象ボスモンスターは事前に妹が選んでおきました。こいつです」

　ウィンドウに現れたのは直径二メートルくらいの緋ひ色いろの炎球。その頭上に名前が記されていた。

「《カサルティリオ》？　たしかギリシャ語で煉れん獄ごくのことだよな？」

「ええまあ。名前の元はそれですね」

「よく知ってるね大河。結構マイナーな名前だよ？」

「連れん城じよう時代の知り合いにそういうのに詳しいヤツがいてな……で、そいつを倒すと賞金が手に入るのか」

「はい。以前に一度討伐済みということで多少額は下がっていますが、運営側からそこそこの懸賞金がかけられています。というわけで今から向かいますよ」

「歩くのか？」

「まさか。一週間はかかります。跳びますので、準備はいいですね？」

「え、いや待って何を───」

「システムコード、ムーヴ！」

　先日の初ダイブのときのように不意打ちで身体からだが空間ごと捻ねじれる。洗濯機に入れられたネコってこんな感じなのかな、と他人事みたいな感想と共に、視界は暗転していった。




　ジェットコースターもかくやという脳のう味み噌そシェイクが終わったとき、三人の姿はすでに遠く離れた場所にあった。

　ところどころに緑の跡が見える禿はげた土地。歩けば歩くほど体感温度が増していく焼けた大地を行きながら、冬姫が提示するデータを確認していく。

「どうやら全身が炎で構成されたウィルスのようですね。ただし残り体力によって七つの形態をとるようです」

「……ああ、だから《カサルティリオ》なのか」

　七つの大罪を焼き、罪を浄化する場所。それが煉獄だ。

「なになに、『環境に干渉して仮想温度を上昇させる』？　うわ～なんか凄すごい暑いみたいだよ、四十度だってさっ」

「常時お風呂に入っているようなものですね」

「つーかこの世界って暑いとか寒いとかあるの？」

「そりゃありますよ。あくまで楽しむ要素の一つとして、ですけど」

　それ以上───すなわち苦痛を感じるレベルになると感覚は自動的に遮断される。同様の理由で痛覚に関してはほぼ遮断されている。でなければゲーム感覚で斬きった張ったなどできるはずもない。

　ちなみに電子体における体力というのはパーセンテージで表示される。バグやウィルスなどによって干渉を受けると累積値が溜たまっていき、１００％になると電子体は崩壊。

　特殊な技術によって作られている電子体の素体は専門業者でなければ作れないため、再構成にはそれなりの時間と費用がかかる。

　毎月の接続料とは別に接続者たちが払うリスクであり、専門業者を抱える電脳企業がこれらのゲームを展開する旨うま味みの一つである。

　そんなこんなで歩き続けて十分弱、三人はようやくたどり着いた。

「……あれか」

「……あれですね」

「すっごい赤いね……」

　そして三人同時に大きく息を吸い込み、

「「「暑いわっ!!」」」

　もはや夏の熱気なんてものを優に通り越している焼け焦げた赤褐色の大地、その中央に王のごとく居座る緋ひ色いろの炎球に向かって八つ当たり気味に叫ぶ。

　目も鼻も口も四肢もない紅の球。その頭上には討伐対象ボスモンスターの証あかしである赤い髑髏どくろのアイコンが浮かんでいる。

「こいつ、三分で倒しましょう」

「いつまでもこんなところにいたら茹ゆで上あがっちゃうよっ」

　暑いからといって汗をかくわけではない。ただひたすら不快なだけ。

　肌がじりじりと焼かれていく感覚、頭がのぼせて思考がぼやけていく感覚、そして大地からの熱放射による陽炎かげろうで揺れる視界───その全すべてがうざったくて仕方ない。

　と、大たい河がたちの気配を感じ取ったのか、緋色の炎球に変化が現れる。

　小さく収縮したかと思うとその体積が数倍に膨張する。内部で渦を巻くように増幅、確かな形を求めて燃え盛る火炎。数秒にわたる変異の末に炎がかたどったのは、緋色の獅し子し。

「ライオンですか。第一罪《傲ごう慢まん》の象徴ですね」

　激しく燃焼する日輪のごときたてがみに、しなやかながらも力強い体たい躯く。

　カサルティリオ第一形態《獅子》。

　唸うなる炎獅子に向かって刀を抜いて一歩踏み出そうとする大河。と、黒と白のコントラストが前に立つ。

「いい機会ですから、先陣は妹が切りましょう」

「涙るいさんも。見てるばっかりじゃ身体からだが鈍なまっちゃうよ」

　和服の妹は彼女の敬愛する兄のように不ふ遜そんな笑みを浮かべ、白衣の彼女は肩をぐるぐる回して楽しそうに笑う。大たい河がが躊ちゆう躇ちよしたのは一瞬、自信満々な笑みに素す直なおに引く。

「どっちから行く？」

「では妹から。るっちゃんはあとからどうぞ」

「おっけー！」

　そうして、二人は己の武器を手にとる。

　パチン───鮮やかな紅葉が印刷された扇子をその手に顕あらわす冬ふゆ姫き。黒の下地に赤い牡ぼ丹たんが咲く着物と調和し、その姿はまるで舞姫。

　一方の涙が手に顕したのは───。

「……石いし飛礫つぶて？」

「ノンノン、これは創そう造ぞう石せきだよっ」

　着物の冬姫が扇子を武器にするのはわかる、いや武器としてふさわしくないのはわかっているのだが。しかし（似え非せ）科学者っぽい姿の彼女の武器が石ころというのは……そこはせめて薬品アンプルとかにすべきだろう。

「るっちゃん、いきますよ」

「あいあいっ」

　ゆるりと扇子を胸の高さまで上げた冬姫の前に、光の球が現れる。その数は二つ、水晶のごとき蒼あお。プリズムのように煌きらめくそれを───扇子の一ひと薙なぎで打ち砕く！

　ガラスのように砕けて大気に溶けていく光片。と、炎獅し子しの上空に黒い空が生まれ、そこから水で作られた大蛇が出現、獅子に襲いかかる。

　冬姫の攻こう性せいプログラム───属ぞく性せい球きゆう。

　小型の攻性プログラムをキューブ状にして構成、破壊することによって任意箇所にプログラムを起動させるシステム。小型であるゆえに球一つにつき一つの性質───赤ならば炎、黄なら雷撃───しか顕現できないが、多様性に富んだプログラムである。

　水蛇は全身に絡みついて獅子を締め上げる。だが獅子の咆ほう哮こうと共に炎が一気に燃え上がり、跡形もなく焼き尽くされてしまう。

　得意げに吼ほえる煉れん獄ごく。だが、不意にその身体が多数の刀剣に貫かれる。まるで矢のように打ち出された刀剣、その発射口にいるのは指の間に八つの石を挟み込んだ涙。

　涙の攻性プログラム───創造石。優れた創造者クリエイターである涙ならではのプログラムであり、小さな石を好きな形に変えて投とう擲てきする攻撃方法である。主に刀剣や槍やりなどの武器を創造するが、巨大な分ふん銅どうで押しつぶすなど応用能力も高い。

「───え、なにそれ。卑ひ怯きようじゃね？」

　それは大河の率直な感想だった。

　抵抗も何も許さない絶対的な遠距離攻撃。はたから見れば大たい河がの動きも十分「卑ひ怯きよう」と言えるほどのものだが、この二人の場合は武器から次元が違う。

「何ですか兄。妹に不満があるのですか？」

「いやいや、お前らの武器、外見と性能全まつたく関係ないじゃん！」

「普通に手に入るのと涙るいさん特製のプログラムを一緒にしないでほしいなっ。あ、ちなみに大河のも特殊なやつが設定してあるよ？」

「マジで？」

「マジです。武器に妹と同じような属性が付与するようにしてあります。慣れてくれば自由に出せるようになりますよ」

　そんなもん出せるようになってもなー、と心の中で思う大河であった。

　二人の攻撃が効いたようで全身に電磁波ノイズを奔はしらせながら吠ほえるカサルティリオ。獅し子しの身体からだがブレて元の姿───炎球が垣かい間ま見みえるようになる。

　ボコボコと泡立つように再び姿を変えていく煉れん獄ごく。顕あらわした姿は十や二十ではきかないほどの頭をもった蒼あおい炎の蛇。

「第二罪《嫉しつ妬と》ですか。モデルはヤマタノオロチなんでしょうが……」

「ここまで頭が多いと気持ち悪いだけだねっ」

「何にせよ、さっさと終わらせようぜ。暑くてやってらんねえ」

　まだ七分の二、先は長い。

　その後も三ツ首の狼、天馬、そして九尾の狐と、三人は次々に《煉獄》の変異形態を撃破していく。そして、ついに六体目。

　キュワン───朱色の空を背負った黒い影が数十の黒炎弾を地に向けて照射する。

　鋼の野の太だ刀ちが力を溜ためているらしい少女二人を守るために幾いく筋すじもの軌跡を描き、黒の灼しやく熱ねつを断ち切っていく。

　燃える空を支配しているのは、黒炎を纏まとう巨大な蝿はえ。第六罪《暴食》の化身。

　轟ごう々ごうと羽ばたく四枚羽はすでに幾度の攻撃を受けてバチバチと激しいノイズに襲われている。徐々に苛か烈れつさを増していく炎の掃射を、大河は刀一つで残さず斬きり落としていく。

「くそっ、さっさと降りてこいっての。そうすりゃぶった斬れんのによっ！」

「まあまあ落ち着きなよっ、そろそろいけるからっ」

「合わせますよ、るっちゃん！」

　溜めに溜めた力を使い、涙が二回りほど大きい創そう造ぞう石せきを複数創り出す。それを白の属ぞく性せい球きゆうを破壊して風を生み出した冬ふゆ姫きが遥はるか上空、蝿の王の真上に飛ばす。

　複合創造───円を描くように連結した創造石がその質量を倍増させ、巨大な鉄の杭くいとなって落ちる。

　断末魔の悲鳴を上げて地面に墜落する蝿。その巨大な体たい躯くに追い打ちをかけるように、三つの黄色玉を破壊した冬姫による巨大な雷撃が天空より降り注ぐ。

　雷神の鉄槌トールハンマー。

　冬ふゆ姫きと涙るいが持つ、対空戦としては最高威力を誇る手札が炸さく裂れつする。

「……またド派手な技だな」

「連続して使えない大技だからね。結構効いたはずだよっ」

　地面に縫いつけられたまま青白い閃せん光こうに焼かれた《暴食》が、陽炎かげろうのように揺れる。

　そして黒のあとに現れたのは銀。

　一瞬で鋼の杭くいを溶解させた煌きらめく銀色の炎は鋭するどく、硬くその姿を変えていく。巨大な身体からだを支える八本の足、両腕には獲物の命を刈り取る鋼炎の刃、尾には三つに枝分かれしている三又の槍やり。

　第七罪《色欲》───蠍サソリ。

「やっと最後か。いい加減飽きてきたぞ」

「兄、油断しないでくださいよ。最終形態は一番強いって相場は決まってるんですから」

　大丈夫だって───そう言い返そうとした大たい河がだが、次の瞬間にそんな余裕は空の果てに消えていった。

　なにせ明らかに鈍重そうな体たい躯くの銀蠍が、弾丸のような速度で飛び出してきたのだ。

「うおっ!?」

　咄とつ嗟さに構えた野の太だ刀ちに鎌かまの重撃が振り下ろされる。力任せの一撃は太刀を支える両腕に凄すさまじい衝撃を走らせ、大河は苦く悶もんの表情を浮かべる。

　受け止めきれないと判断して受け流すように鎌を横から地に叩たたき落とす。そして続けざまに身体を回転させながら鎌の根元、手首に当たる部分に遠心力で威力を増した野太刀を叩きつける。

　斬きり飛ばす心意気で放った斬ざん撃げきはしかし、甲高い金属音を鳴り響かせて銀の装そう甲こうに弾はじかれる。

（固っ───）

　それまでとは全まつたく違う感触に驚く暇もなく、大河は空中で鎌の一撃を受けて吹き飛ばされた。

「だから油断するなと言ったでしょうに！」

　地を四回転しながら何とか受け身をとって体勢を立て直す大河を横目に、冬姫が扇子で白球を二つ破壊する。夥おびただしい数の風ふう刃じんが敵めがけて襲いかかるが、全すべて堅けん牢ろうな装甲の前に霧散していく。

　これもダメですか、と心の中で舌打ちする冬姫の前で、《色欲》の全身から立ち上る銀炎が三叉の尾の先へと集約されていく。

　急速に大きさと密度を増していく炎弾に、冬姫と涙が同時に動く。

「涙さんが隙すきをつくるから体勢崩してっ！」

「任されました！」

　冬姫が土色の属ぞく性せい球きゆうを三つ創り出し、涙が合計八本の剣を創り出して投とう擲てきする。

　剣矢は装甲にあえなく弾かれるが、その一瞬を狙ねらって冬姫が扇子を打ち払う。するとサソリの足元から岩石の拳こぶしが盛り上がり、不意を突いてバランスを奪う。

　その直後、肥大した銀の炎弾が射出された。

　狙ねらいを外れて二人の遥はるか後方に着弾した炎塊はそれまでの熱気がそよ風に感じるほどの凄すさまじい炎風を巻き起こし、広範囲に爆炎を撒まき散ちらす。

「くっ……凄すごい威力ですね。直撃すればただじゃ済まなそうです」

　全身を叩たたく熱風に思わず顔をしかめる。

　第六罪《暴食》も炎弾を使ってきたが、この形態の威力はまさに桁けたはずれだった。下へ手たすれば一撃で電子体が崩壊するほど滅め茶ちや苦く茶ちやな破壊力。

　これが討伐対象ボスモンスターウィルス。運営が懸賞金をかけるほどに強力な敵。

「こういう手合いは先手必勝あるのみだよっ！」

　次弾を撃たれる前に畳みかけようと涙るいが突撃する。

　振り下ろされた鎌かまを軽やかに躱かわし、それを足場にして跳ちよう躍やく、《色欲》の背中に創そう造ぞう石せきを放つ。装そう甲こうと装甲の境目を狙って投げられた剣矢は見事に突き刺さり、涙の合図で一斉に炸さく裂れつする。

　カサルティリオの叫びが響きわたる。するとまるで液体のように表面の装甲が変異を始め、刺とげ々とげしい鎧よろいへと姿を変えていく。

「ちょ、それは反則でしょっ!?」

　唯一の弱点だった境目が覆われてしまい、追撃で放った剣矢は弾はじかれていく。

　同時に蛇のように身体からだをのたくらせた《色欲》の鎌が空中で逃げ場のない涙を襲う。

「らあぁっ！」

　そこに割って入った大たい河がの太刀と鎌が激突、一瞬の拮きつ抗こうの後のちに《色欲》の巨きよ躯くを弾はじき飛とばす。土煙をあげて後退したサソリは天高らかに叫び、全身から銀の鋼炎を迸ほとばしらせる。

「二人とも無事ですか？」

「涙さんは平気だよっ。大河は一撃くらってたけど大丈夫？」

「直撃したわけじゃねえしな。てかコイツ、今までの形態より段違いに強くないか？」

「ここからが本番ってことです。相手は仮にも懸賞金のかかったウィルスなんですから、そう簡単に倒せるはずがありません」

　巨躯に似合わないスピード、尻尾しつぽからの強烈無比な炎弾、こちらの攻撃を弾はじき返かえす堅けん牢ろうな装甲……はっきりいって強い。第一から第六罪までが余興に思えるほど。

「できれば接近戦は避けたいけど……そしたらあの炎弾撃ちこまれて終わりだねっ」

「はい。それに、どうやら時間をかけるわけにはいかないようですから」

　冬ふゆ姫きがウィンドウを展開させる。電子体のステータスが表示されているが、その中の一つ、体Ｈ力Ｐにあたる干渉累積値が加速度的に上昇していた。

「どうやらこの熱気、ただ不快なだけではなかったようです。継続ダメージを与えるフィールド干渉能力といったところでしょうか」

　一撃もくらっていないはずの冬姫の累積値もすでに30％を超えている。この速度でダメージを受け続ければ、あと数分もしないうちに崩壊してしまうだろう。

「まずはあの装そう甲こうをどうにかしないとね。一斉攻撃で一気に破壊するでいいかな？」

「それで行きましょう……来ますよッ！」

　凄すさまじい速度で突撃してきた《色欲》を、三人異なる方向に避ける。冬ふゆ姫きと涙るいは左右から挟み込むように、そして上空に跳び上がった大たい河がは急降下しながら斬きりかかる。

「おあああああああああああっっ！」

　激しい火花を散らして交差する二つの鋼。余韻が冷める暇もなく、連続で繰り出される両腕の豪刃を大河は一刀で捌さばいていく。手数は互角。それほどまでに速い斬ざん撃げきが正確に炎刃を迎撃していく。

　大河にはいくつもの武器がある。卓越した技術による体格以上の重撃、歴戦の末に得た第六感察知───その中で彼の最大の武器が、このスピード。

　人類の限界値に迫った神速の反射神経、ライフル弾すらスローで見切るほどの常識外れの動体視力、静止状態から一瞬で最高速へと移行する圧倒的な敏捷性アジリテイー。

　だがそれらを駆使してもいつまでも耐えきれるものではなく、左右同時に放たれた一撃に力負けして吹き飛ばされる。

　全すべて計算通りに。

「時間稼ぎ御苦労さまです！　いきますよ、るっちゃん！」

「必殺技だよ！」

　すぐさま追撃をかけようとした《色欲》に向けて、力を溜ためた二人が仕掛ける。

　赤、青、白の三色を打ち払う冬姫と、二回りほど大きい創そう造ぞう石せきの塊を上空に放ほうり投げる涙。打ち上げられた塊は幾十幾百への小さな破片へと分かれ、その一つ一つが鋭利な槍やりに変わっていく。

「単一連続創造パラレルクリエイト《レインスピア》！」

　雨あめ霰あられと降り注ぐ槍の数々は一本ずつでは弾はじかれても、重ねることで楔くさびのように装甲へと突き刺さっていく。

　幾多の風穴があけられた鎧よろいだが、それでも崩れずにしぶとく再生を始める。

　そこに、冬姫が追撃をかける。

「三色連鎖トリプルスペル《スチームフレア》！」

　輝く白球が《色欲》の背中に出現し、一気に膨張して弾け飛ぶ。水蒸気爆発の名を冠する攻撃は銀の装甲を激しい衝撃波で揺さぶり、槍をさらに内部へと押し込んでいく。

「───ボン、ってね♪」

　止とどめとばかりに涙が指を鳴らすと、撃ちこまれた槍の数々が炸さく裂れつする。

　すでに崩れかけていた鎧は数十の衝撃波の重なりに耐えることはできず、数多あまたの欠片かけらと化して爆砕する。

　鼓こ膜まくが破れんばかりの絶叫を響かせるカサルティリオ《色欲》。

　身を守る装甲を失っても戦意は衰えないのか、はたまた破壊されたことに恨みでも感じているのか、尾に炎を収束させていく。

　だが───遅い。

　体勢を立て直した大たい河がは走りだすと同時に剣先を地面すれすれに下げる。

　何千何万と繰り返してきた身体からだの動きを思考を飛ばして再現し、実行する。

「連れん城じよう流刀術、四式───」

　瞬間、太刀に異変が起きる。パチッと電気が奔はしったかと思うと一気に激しい閃せん光こうを放ちはじめ、紫色の閃光が空間を染め上げる。

　振り下ろされる刃に合わせて手首を斬きり上げ、鎌かまを根元から切断する。そのまま一気に踏み込んで斜めに一いつ閃せん。そして勢いを殺さず身体を捻ひねって、クロスの形を描くように振り落とす！

「───《雷らい十じゆう字じ》!!」

　敵の攻撃をいなし、なおかつ急所を狙ねらう神速の二連撃を放つ技。

　紫電を纏まとう双撃は装そう甲こうを失った銀の体たい躯くを容易たやすく斬り通し、四つの塊に分解する。

　悲鳴の残響すら残さず、討伐対象ボスモンスターウィルス《カサルティリオ》は消滅した。




　静せい寂じやくが荒野を支配する。

　主を失った炎は四散し、合わせるようにあれほど不快だった気温は嘘うそのように下がっていく。大河は残光を煌きらめかせて消えていく紫電を一瞬だけ眺めて、斬り払った後のちに鞘さやへとおさめる。













　その涼やかな音が契機となったのか、止まっていた時間が動き始める。

「勝ちましたね……初勝利ですよ兄っ！」

「ああ、うん。勝ったな」

　興奮した様子の冬ふゆ姫きが飛びついてくるのを自然に受け止める。戦いの余韻に浸るように夕焼けの空を見上げる。

「……勝ったんだな」

「文句なし完全完かん璧ぺきな勝利だよっ」

　涙るいが満面の笑みを浮かべて駆けよってくると手を握ってぶんぶん振ってくる。その際に大きな胸もぶるんぶるん上下運動し、思わず目が吸い込まれて───。

「学習能力がないんですか兄は」

　グサリ。

「ぎゃーっ！　目が、目があああああぁぁ!!」

　眼球に目つぶしを喰くらって地面を転がり回る。

　超至近距離からとはいえ躱かわせなかったのは涙の胸に見み惚とれていたせいだろう。現実じゃないからと危機感が薄かったのかもしれない。実際、痛みはなかったし。

「あー、失明するかと思った……と、そういえば最後のあれは何だったんだ？　なんか電撃出てたけど」

「あれが大たい河がのプログラム、その名も《天剣》だよっ」

「電撃のほかにも炎とか水とか風とか出ます。兄の場合は慣れている動き、どうやら決まった型だと出やすいみたいですね。───さてと！　それじゃ報酬を受け取りにいきましょうか。兄は先にログアウトしていてください」

「ん？　今日はこれで終わりなのか？　まだ時間はあるけど」

「んにゃ、これから初討伐記念っていうことで打ち上げやろうと思ってさっ。色々準備することがあるから」

「ああ、なるほど……場所はパラディスか？」

「うんっ。八時過ぎくらいに来てよっ」

　三人の記念すべき初陣は勝利という形で終わりを告げた。




　そして現実世界に戻ってきて数時間後、兄妹は《パラディス》を目指す。

「打ち上げっていうからには食べ物とか持って行ったほうがいいよな？」

「そこらへんの準備はるっちゃんがやってくれるそうです。幸い軍資金は潤じゆん沢たくですし、お店の一人娘ですから買い物もお手のものでしょう」

「……ちなみに報酬ってどれくらいだったの？」

「一人頭五千円でしたね」

「え、マジで？　あれだけでそんなにもらえるのか」

「元々三人でやるには無む茶ちやな敵でしたし、電子体の再生にはそれ以上の値段がかかりますからね。ちなみに新種ですと報奨金はさらに上がります」

　まさに賞金稼ぎという名にふさわしい価格設定。効率的に賞金首を狩っていけば、それだけで生活することも不可能ではないだろう。

「全額打ち上げに使うわけではありませんが、それほどの大金というわけでもないので今後の《パラディス》での食事代としてるっちゃんに渡しました。事後承諾になりましたが、いいですか？」

「構わないよ。今すぐ金が必要ってわけでもないしな」

　午後八時ちょうど、自宅を出た兄妹はまだまだ眠らない夜の街を歩く。繁華街ではないので華やかさはないが、大都市特有の人の往来や人口灯の明るさに溢あふれている。

「いらっしゃい、ってお前たちか。今は子供が来るような時間帯じゃないぞ」

　夜のカフェ《パラディス》に入ってみると、そこは完全なバーだった。

　モダンな雰囲気の中でグラスを傾けている客、そしてカウンターに立つのはこれまたマスターっぽい格かつ好こうでグラスを拭ふいている西さい園おん寺じ重じゆう吾ごの姿。

　昼間のカフェの雰囲気なんて欠片かけらも残っていない。

「わかってるっての。涙るいから聞いてないのか、マスター？」

「そういえば今日は早めに上げてくれと言われたな。何かするのか？」

「ちょっとしたパーティーだとさ」

　自然にカウンター席に座る大たい河がに続き、冬ふゆ姫きもちょこんと腰掛ける。ちんまい妹とは違い、大河は慣れた様子で全まつたく違和感がない。

「で、涙は？　表にはいないみたいだが」

　バーにメイド服がいたら一発でわかる。

「ああ、買い出しに出てるよ……とはいえ、ちょっと帰りが遅いもんだから様子見てこようと思ってたんだが、店を空けるわけにもいかなくてな」

「なら俺が行こう。マスター、どっか冬姫がいていい場所はあるか？」

「この上が俺たちが住んでる家になってる。そこなら客は入ってこないな」

「じゃ、そこに入れておいてくれ」

　マスターがいるとはいえ、万が一のこともある。酒を飲んでいる男のそばに妹を置いておきたくなかった。そんな兄の心配を察したようで、冬姫は嬉うれしそうな顔をしながら重吾の案内で階段を上っていく。それを確認してから大河は再び夜の街へと出ていく。

　買い出しは店のものではなく打ち上げ用のものであるらしい。早上がりで仕事を終えた涙は二十分ほど前、メイド服のまま急ぐようにして店を出たということ。

「夜の街を歩くメイド、ねえ」

　目立つどころの話じゃない。

　近くのスーパーまでは歩いても十分とかからないらしい。そこから考えても何かしらのトラブルに巻き込まれて───。

「おいおい、ツレないじゃないの～ちょっと俺たちと遊ぼうぜ～」

「い・や・って言ってんでしょうっ！　しつこいっ！」

「……見つけたっと」

　道路を挟んで反対側、車の行きかう音の中においてもしっかり耳に届いたその声は、明らかにいつもの彼女ではなかった。

　ライトの奥に見えたのは、清せい楚そなメイド服に身を包んだたっぷりとした栗くり色いろの髪。

　買い物袋を両手でもった彼女は周りを軽薄そうな男たちに囲まれて、動きを阻害されていた。

　相手の男たちは揃そろいも揃って酔っている様子で、顔は赤みを帯びている。そのせいか、目的の少女に伸ばした手を跳ねつけられて顔に怒気をにじませる。

　その手が無理やり涙るいの腕をつかんだ瞬間───。

「おいこら、俺の友とも達だちになにしてやがる」

　大たい河がは車が往来する道路を無理やり横断し、男の手を捻ひねり上げていた。

「た、大河……？」

「よっ、涙。遅かったから迎えに来たぜ」

「痛ツっ！　てっ、てめえこのガキ！　何しやがる！」

　完かん璧ぺきに関節を決めているため、動かそうとするとかなり痛い。痛みと酒に酔った勢いから大声で叫んで暴れる男であるが、そんなことで解けるほど甘い極め方ではない。

　いきなり現れた少年が仲間を締め上げたことで周りの男たちが騒ぎだす。その中の一人が殴りかかって来たので、関節を極めていた男を押しやって激突させる。

　もんどりうって倒れる二人を完璧に無視し、涙に言葉をかける。

「なんでメイド服のままなんだよ。ちょっと無む頓とん着ちやくすぎるぞ」

「だ、だって打ち上げの準備急がなくちゃいけなくて……」

「……それを言われるとな。準備を全部任せたのは悪かった。でも涙は自分の容姿を自覚するべきだな」

　こんな美少女がメイド服を着ていたら、そりゃ男なら声をかけたくなるもんだ。

　怖かったのだろう、涙の肩は微かすかに震えていた。そのことに気づいた大河は思わず柔らかな身体からだを引き寄せ、優しく抱きしめる。

「た、大河っ!?」

「大丈夫」

「……ぁ……」

「もう大丈夫だから」

　優しく言い聞かせるようにその言葉を繰り返す。それで緊張の糸が切れたのか、涙は目を閉じて身体を預けてくる。

　ひとまず安心、したところで殺気だった男たちに気がつく。

「───ああ悪い。お前たちのことかんっぜんに忘れてたわ」

「このクソガキ……覚悟はできてんだろうなぁっ！」

「覚悟ねえ。それができてないのはお前らのほうだと思うけどな」

　端的に言って、大たい河がは少しキレていた。

　なぜかはわからない。ただ相手が涙るいに手を挙げた瞬間に何かが数本まとめて切れた。

　殴り飛ばさなかったのは修行によって培つちかわれた自制心のおかげ。

　ただ───。

「これ以上やるってんなら……物理的に黙らせる」

　降ってくる火の粉こを払うことには、何の躊躇ためらいもない。

「ぐっ……」

　何の心得もない素人でも感じられるほどの殺気を叩たたきつける。

　手加減こそしたものの日常生活では決して感じることのないそれは一瞬で酔いを冷まし、呼吸を詰まらせる程度の効果はあった。

「……チッ、男がいるなら最初に言えってんだよ。無駄な時間だったぜ」

　不可視の何かに気け圧おされて、男たちが足早に立ち去っていく。捨すて台詞ぜりふこそ残したが、その格かつ好こうは完全なる逃走だった。

「ほら、行くぞ」

「う、うん……」

「冬ふゆ姫きも待ってる、さっさと帰ろうぜ」

　飲み物やお菓子やらが詰まった買い物袋を涙の手からとり、今度はちゃんと横断歩道を通るべく交差点へと向かう。

　その後ろ姿をぽーっと眺めた涙は、

「……うんっ。帰ろっ」

　小走りで駆けより、その腕に抱きついた。




「なに腕組んで帰ってきてんですか兄この野郎……ッ！」

「痛い痛いそれはダメまじで洒落しやれになんないから！」

「それじゃ打ち上げ始めよっか！」

　隣でバイオレンスなお仕置きが行われている中で、相変わらずメイドな涙が宣言して琥こ珀はく色いろの液体が入ったビンを開ける。

　パンッ、プシューッ！

「わぷっ」

「おま、これシャンパンか！」

「店にあったの盗とってきちゃった♪」

　その後はもう完全に打ち上げだった。

　西さい園おん寺じ家の二階、その一部屋には菓子や涙が作った簡単な軽食が並び、次々と三人のお腹なかの中に消えていく。

　そして二十分が過ぎたころ───。

「ふにゃ～ろうしたですかあにぃ。てがとまってますよ～」

「あたしの料理が食べられないってのか～」

「何で酔っ払ってんだよお前ら！」

　美少女二人が完全に出で来き上がっていた。

　誤解がないように言っておくと「実は飲み物の中にお酒が混じってた」みたいなことはない。三人が飲んでいたのは普通のジュースである。

　それがなぜこうなったかというと。

「匂いだけでここまでとか、どんだけ弱いんだよ……」

　場の空気で興奮してたとかそういうのもあったのだろう。最初に開けたシャンパンの匂いだけで二人はべろんべろんになっていた。というか涙るいは慣れているはずなのに何で酔っぱらってるんだろう。

「む～あにぃ、るっちゃんのほうばっかり見るなです」

　両りよう頬ほおを手のひらで挟まれ、無理やり角度を変えられる。膝ひざの上にちょこんと座った妹は全身がうっすらと赤くなっており、目もとろんとしている。

「うわきもののあににはちゅーのけいです」

「ストップストップ！　乙女がそんな刑しちゃだめです！」

「そうだぞ～ふゆき～。兄妹きようだいでキスしちゃだめなんだぞ～」

　今度は背後から抱きつくように涙がしなだれかかってくる。その際に背中に柔らかくて大きなものがむぎゅっと押しつけられ、うにうにと形を変える。

「涙っ、お前も離れろっ！」

「なんで～？」

　理由を聞かれても困る。

　と背中に気を取られている大たい河がにむくれて、冬ふゆ姫きが頬を膨らませる。そして───。

「んんんん～っ！　あむっ」

　かぷりと、耳たぶが温かくてぬるりとしたものに包まれた。

「おうわっ！　ちょ、何してますか妹様！」

　耳たぶがあむあむと甘あま噛がみされ、水音を響かせて舌が絡みついてくる。ちゅぽんと湿った音を立てて解放されると銀の糸がつうっとつながり、切れる。

「やるねふゆきっ、それじゃ涙さんも───」

「だめっ！　おにぃはふゆのなの！　頭のつむじからつま先まで全部ふゆのなの！」

　なんか幼児退行していた。

「おにぃ……」

　そして兄はその言葉に悶もだえていた。色々とダメなシスコンである。

　西さい園おん寺じ家の一角で行われた「初討伐記念パーティー」はこんな感じで過ぎていった。




　騒がしい時間は過ぎ、兄妹が帰った西さい園おん寺じ家ではお片づけの真っ最中。

「う～シャンパンはやりすぎたよ～」

「ったく、店の商品勝手に持ち出しやがって。小遣いから引いとくからな」

「嘘うそっ!?」

　店を閉めた西園寺親子によるお掃除作戦は汚く喰くい散らすことのなかった兄妹のおかげで比較的難易度の低い作業だった。唯一の例外が兄と妹のじゃれあいを見ていたらむかむかしてしまい、思わず噴射させてしまったシャンパン。

「ねえお父さん」

「ん？」

　雑ぞう巾きんで何度も拭ふきながら、西園寺涙るいはゴミをまとめている父親に尋ねる。

「あたしってさ、実は結構ちょろい女なのかな？」

　心のうちに灯ともった、温かな光の意味を。

「ちょっとカッコいいところ見ちゃったから、助けられちゃったから。そんな理由でさ、気になる人がいるんだよね」

　答えを期待したわけではない。

　ただ誰だれかに聞いてほしかった。

　誰かに背中を押してほしかった。

　そして父は───。

「さあな。とりあえず、当たってみたらどうだ？」

　そんな無意識な願いに、真っ直ぐ答えた。

「……当たる？」

「お前の思いの真偽は別として、気になるのなら積極的にアタックしてみるといい。もしかしたら何か見えてくるかもしれないぞ？」

　ゴミ袋を持って、重じゆう吾ごは部屋を出る。父の背中を見送った涙は窓の外、今は常とこ闇やみに覆われた空に透き通るような青空を幻視する。

「……うん、そうだね。待ってるのは性に合わないね」

　友人と同じ目をもったその姿を思い浮かべると微かすかに鼓こ動どうが速くなって体温が上がる。それが何の芽め吹ぶきなのかを確かめるように、

　そっと、己の胸に手を当てた。










　　第三章　暴走、そして邂逅





「……よし、できたっ」

　春にふさわしい暖かな朝だった。

　昨日電脳世界エリユシオンで感じたあの熱気など記憶の中から吹き飛ぶほどに気持ちのいい朝。

　新都市の一角に店を構えるカフェ《パラディス》の二階、西さい園おん寺じ家のキッチン。

　グラマラスな肢体をピンクのエプロンで包んだ少女は朝六時から作っていた力作を前に一人ガッツポーズ。

　父はすでに一階で仕込みに入り、母は自室で食材の発注やら事務仕事をしている。彼女も朝六時となれば普段はベッドの中で眠っているのだが、今日は寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりながら頑張って起きたのだった。

「一時間もかかっちゃったか。量がわからなかったから仕方ないけど……我ながら手際悪いな～」

　エプロンを畳んで包丁やらの後片づけを始める。

　現時刻は七時ちょっと過ぎ、あと十分もすればあの兄妹が来るはずだ。それまでに朝食の準備をしないといけない。

「……ふふっ」

　初めて会ったときの彼の顔、メイドを見て驚き見み惚とれていた彼の表情を思い出す。

　何度も見た友人の目、羨うらやましいほどに透き通って綺き麗れいな蒼そう穹きゆうの瞳。それと同じものを持った彼のことを思うとトクントクンと鼓こ動どうが高まる。

　異性に免疫がないのか、反応がいちいち可愛かわいい彼。それと対照的に刀を握ったときに見せる凛り々りしく荒々しい、鋭するどい刀剣のような雰囲気。

　彼が来てから彼女の日常はより楽しく、華やかになった。

　さあ、今日も楽しい日常へと行こう───。




「う～……頭が痛いですぅ……」

「おいおい、ふらついてるじゃないか。ほれ掴つかまれ」

「ぐらぐらします……兄、おぶってください」

「それは最終手段な」

　青空の下、兄妹は朝食と友人との合流のために歩く。

　冬ふゆ姫きは酔いのせいか、横になるなり寝てしまったので大たい河がも十分な睡眠を確保、快眠の果てにすっきりとした朝を迎えることができた。

　だが隣を歩く妹は爽さわやかな空とは正反対。微かすかに青い顔と時折痛む頭を引きずり、兄にもたれかかって歩く。

　要するに二日酔いである。飲んでないのに。

「まさか妹がここまでお酒に弱かったなんて……おにぃ、おんぶ～」

「また幼児化してるぞ」

「はっ……兄でした兄。気をつけないといけませんね」

「別に『おにぃ』でもいいと思うけどな。昔はいっつもそう呼んでたろ？」

「やです。子供っぽいじゃないですか」

　背伸びしたいお年とし頃ごろなのだろうか。まあ見かけが幼いから、そう思う気持ちはわからなくもない。

　軽い身体からだを支えながら（ちなみに第三者視点だと学生カップルがイチャイチャしながら登校しているようにしか見えない）歩くこと五分ほど。普段より時間をかけてパラディスへとたどり着く。

「いらっしゃい大たい河がっ、ってあれ？　どしたの冬ふゆ姫き？」

「ちょっとな。悪いけど朝飯は軽いものにしてもらえると助かる」

　店の雰囲気に似合わないメイドウェイトレスに迎えられ、妹を席へと降ろす。

　そのままぐでっとカウンターに伸びる妹であるが、その際に下から涙るいを見上げてしまう。自分とは比べ物にならないほどに盛り上がった胸部を。

「巨乳はみんな死ねです」

　気分が悪いせいで言葉遣いも悪くなっていた。

　それで限界だったのか突っ伏したまま動かなくなる冬姫。大河と涙は顔を見合わせて、

「あはは……じゃ、冬姫の分は軽くしておくね」

「悪いな」

　その後も色々とありながら、食事を終えて学園へと向かう。

　どういう理屈か朝御飯を食べたら復活した冬姫はそれまでの鬱うつ屈くつを晴らすかのように二人の先を歩く。ツインテールにまとめられた黒髪が柔らかい春の日差しの中で踊るように舞う。

「……綺き麗れいだな～」

　その姿は同性の涙から見ても幻想的で神秘的で、見み惚とれてしまうほど美しかった。

　ツインテールというのは幼さを強調する髪形、だというのに彼女の場合は逆に内に秘めた大人っぽさ（大河なら妖よう艶えんさというだろう）を際立てている。

　その言葉に、それまでなかった「羨うらやましさ」があることを彼女は自覚していた。

　大河も無言で肯定するが、それよりも気になるのが、

「それ、何だ？」

　鞄かばんの三倍ほどもある、大きな風呂敷に包まれた長方形型の荷物。それなりに重そうだ。

「秘密だよっ。あと五時間くらいでわかるからっ」

　三人はいつもより若干遅いリニアに乗り、学園を目指す。




　切きり燈とう学園において、電脳科は普通科と同じかそれ以上の最終到達度を目標としている。電脳科には専門科目という追加負担もあることから、必然的に基礎科目の進行速度は速めになる。

　そしてレベルが高いほど、授業構成は暗記よりも応用に傾いていく。

　つまり───。

「糖分～糖分を寄よ越こせ～」

「潰つぶれるのが早すぎですよ兄」

　暗記と一夜漬けで入試を乗りきったこの少年は、すでに置いてかれつつあった。

　四時限目の授業が終わって昼休みに突入した教室は生徒たちもまばら、その中で大たい河がは机に突っ伏している。

　比喩ではなく本当に頭から煙が出そうだった。元々勉学は得意なほうではないのだ。

　三時限目の段階ですでに彼の頭はぐちゃぐちゃ、四時限目は講師の言葉が右から左へと通り抜けてしまっていた。

　と、大河の端たん末まつに呼び出しコールが入る。相手は先に屋上に行くと言って例の風呂敷をもっていった涙るい。

〈あ、大河？　準備できたから来ていいよっ〉

「やっとか。つーか飯食うのに準備って何だ？」

〈それは見てのお楽しみだよっ〉

　手招きして冬ふゆ姫きを呼び寄せ、階段を上って屋上を目指す。

「ようこそっ、出張《パラディス》へ！」

　三人しかいない屋上、その一番日当たりがいい場所に広げられたレジャーシートの上に載せられていたのは全部で五段の重箱。うち四段がおかず、一段がおにぎりで構成されていた。

「うわ、これるっちゃんが作ってきたんですか？」

「全部手作りだよっ」

「確かに凄すごい……けどこれ、いくらなんでも多すぎじゃねえか？」

「だってスポーツしてる人とかっていっぱい食べるじゃん。大河もそうなのかな～って」

「体重管理もしてるんでな。暴飲暴食は控えてる」

　わざわざ一番の武器であるスピードを殺す真ま似ねをするわけがない。もっとも、運動量がクレイジーなのでカロリーなど簡単に消費できるのだが。

「う……じゃ、じゃあ食べられない、かな……？」

「……いや、これくらいならイケるな」

　しゅんとする涙を見て、大河は慌てて言葉を訂正する。

　その顔は反則だ。そんな顔を見せられて食べないやつがいたら男じゃない。ぱっと華の咲くような笑みを浮かべる涙を見て、大河は自分の選択が間違っていないことを知り、

「それじゃ、いただきます」

「……いただきます」

「めしあがれっ」

　目の前に広がる重箱へと箸はしを伸ばす。

　どれもこれも味は最高で、箸を持つ大たい河がの手は重箱五段が空になるまで一度も止まることはなかった。

　食後のお茶を楽しんでから授業へと戻った三人。毎まい日にち弁当を作ってこようかと提案した涙るいに「そこまでお世話になるわけにはいかない」と断り、紆う余よ曲きよく折せつあった後のちに「たまに作ってくる」ということで落ち着いた。

　そして放課後三人そろって駅まで向かい、リニアで中央駅へと戻る。大河はこのまま家に戻ってまた電脳世界エリユシオンで合流するのかと思っていたのだが───。

「兄、デートしましょう」

「……は？」

　その一言で、一瞬思考が停止した。

「デートってあれか？　カップルとかがするやつか？」

「イエスでありノーです。男女が一緒に出かけることも広義的にはデートです」

「兄妹きようだいは違うんじゃね？」

「兄妹でも一緒です。むしろ兄妹だからこそ特別なんです」

「デートっていうと語弊があるかもしれないけど。このまま新都市巡りしませんか～っていうお誘いだよっ」

「それって涙の案内でってことか？」

「オフコース！」

　確かに引っ越してきてからこの街で訪れた場所といえば自宅とパラディス、駅と学園だけだ。地図上での情報は端たん末まつを使えば手に入るが、これから長い時間を過ごしていく場所なのだから自分の足で訪れるに越したことはない。

「ってことは、今日はあっちに行かないのか？」

「妹たちだって毎日ログインしているわけではありませんし、昨日の戦いのダメージも溜たまっていますからね。一日あけて回復を待ちます」

　ならば誘いを断る理由はない。ということで、三人は人で賑にぎわう新都市を歩き回ることになった。

　ここ新都市はリニア中央駅を中心として主に東部と西部に分かれている。

　天てん陵りよう兄妹のマンションやカフェ《パラディス》などは東部に属しており、主に住居や諸もろ々もろの販売店、娯楽店舗などが点在している。一般的な学生ならば大抵の用事は東部だけで済むだろう。

「大型のショッピングモールにアウトレット……その手の店は一通りあるみたいだな」

「切きり燈とう学園は生徒数三千人のマンモス校ですからね。集客には事欠かないことでしょう」

　駅から少し歩いたところにある商業通りは人で賑わい、活気に溢あふれていた。

　その多くが切きり燈とうの制服を着ている学生たちであり、各々ウィンドウショッピングやら買い食いなど自由な放課後を満喫している。

「あっちの店はちょっと高くつくけど、可愛かわいいアクセサリーが売ってるよ。あのレストランはパフェは美お味いしんだけどそれ以外がね～」

　大通りを涙るいの案内を聞きながら歩き回っていく三人。商業通りを回っていく最中であっても、この三人は基本的に視線を集めていた。

　美少女二人はいうまでもないのだが、そのうちの一人（もちろん冬ふゆ姫き）が甘えるように男の腕に抱きついているのも注目を浴びていた。

　要するに男性諸君の嫉しつ妬との視線である。

「……歩きづらいし視線はキツイ」

「男性の言葉とは思えませんね。ここは諸もろ手てを挙げて喜ぶシチュエーションですよ」

「……涙さんもあれくらい積極的になるべきなのかなぁ……でもやっぱりあーゆーことするのは恥ずかしいよ～」

「何をブツブツ言ってるんですか、るっちゃん？」

　三人は騒がしくも楽しげに、散策を続けていく。

　ショッピングモールの一角、女性物の服を扱っている店においては───。

「どうですか兄、これなんか似合いませんか？」

「……ちょっと露出が多くないか？　肩とか普通にむき出しじゃん」













「これくらい普通です。というか昨日のるっちゃんの私服に比べたら大人しいですよ」

「や、あれはスタイル抜群の涙るいだから似合ってるわけでぺったんこの冬ふゆ姫きじゃ───」

「妹スクリューアッパーッ！」

「ごふっ！」

「……試着室で何やってるのかな？」

　タイプの違う美少女二人の買い物に付き合わされ、

「兄、初デート記念にこの指輪を買ってくれませんか？」

「あの妹様？　これダイヤとかじゃありませんかね？」

「……じゃあこれで我慢してあげます」

「これも十分高い───いや何でもないです」

　アクセサリー店では予定外の出費に頭を抱えて、

「あ、これ美お味いしい」

「紅芋味ですか。一口ください」

「そっちのと交換ねっ」

「……放課後にクレープとか青春だな」

「年とし頃ごろの乙女ですからね。兄にもあげます」

「お、さんきゅ」

「口移しで」

「もうちょっと自分を大切にしなさい年頃の乙女！」

　屋台で購入したクレープを三人でパクついたりと楽しく過ごした。

　東部の探索を終えたら駅を挟んで反対側、企業ビルなどが立ち並ぶ西部へと向かう。やはりというべきか、こちらは学生の姿はほとんど見られなかった。

「見かけるのはスーツ姿の人ばかりっと」

「レジャー施設はあるけど、遊園地とか動物園とかだからね」

「なるほど、休日はこっちに出かけるわけですか」

　高層ビルが立ち並ぶ道を歩いても、目に入ってくるのは事務所やら会社名を記した看板ばかり。そうして目立つものを探して歩いていると、周りのものより一回りも二回りも大きいビルに自然と目が行きつく。

「あれが切きり燈とうグループ本社か……」

「おっきいですね。新都市の勢力図を表しているようです」

「中に入ってみる？　一階、二階フロアは開放されて電脳製品が展示されてるよっ」

「行きましょう兄！」

「……目の色変わったな～」

　珍しく目をキラキラさせた冬姫に引っ張られて切燈グループ本社ビルへと入っていく。




　ビルの大きさとグループの名に恥じない絢けん爛らんなエントランスホールを通り抜け、エレベーターで二階へと向かう。

　扉が開いて眼前に広がるのは、ホール内に展示された機器の数々。

「兄、兄！　見てくださいこれ、凄すごいですよ！」

「ああうん、そうだね」

　テンションマックスな妹に若干引きつつ、展示品に目を向ける。

　潜行機器アークライトや端たん末まつなど大たい河がでも知っているものも多く並んでいるが、中には「どうやって使うんだ？」と疑問を覚えるような不思議なものもあった。

　と、少し離れた広場から歓声が聞こえた。興味を引かれて向かってみれば、十数人が広場の一角に集まっている。

〈皆さま、記念にちょっとしたゲームはいかがですか？〉

　その脇わきにはホログラム投影されたスーツ姿の女性。

　無表情で無機質な声から察するに、受付嬢として広く普及しているＡＩだろう。どうやらこのホールは各所にホログラム投影機が設置されているらしい。

　ゲーム自体はシンプルなシューティングのようで、立体映像ホログラムを利用してリアル感を追求したもののようだ。

「ちょっとやってみるねっ！」

　涙るいは張り切った様子でモデルガンを手にとって所定の位置に立つ。壁に映し出されたホログラムは幻の奥行きを創り出し、そこに二足歩行型のドローンが次々と出現、彼女めがけて接近してくる。

「うりゃうりゃーっ！」

　涙は画面上のそれらを次々に撃っていく。冬ふゆ姫きは興味がないらしく引き続き製品の観察を続けている。大河は置いていかれた気分になりながらも、少し離れたところから涙のプレイを観察していた。

（……昨日も思ったけど、涙のやつ運動神経いいよな。鍛えればかなりいいトコまで行けそうだ）

　絶え間なく現れるドローンを素早く撃ち壊していく涙。

　反射神経と動体視力はかなりいいらしく、今のところミスらしいミスもない。身体能力も同年代の女子の中では高いと見受けられるし、勉強、料理ができて容姿も抜群とハイスペックな少女である。

　視線を外して、そこが定位置とばかりに微動だにしないＡＩに目をやる。

　塗り固められたような嘘うそ臭い笑みを浮かべるそれは「作りもの」以外の何物でもなかった。

「……同じＡＩでもイオラとは随分と違うもんだな」

〈呼びやがりましたか？〉

「おおうっ!!?」

　独り言への反応は耳元から聞こえてきた。

　飛び跳ねそうになりながら肩元に目をやれば、いつの間にか昨日の十分の一くらいの縮尺になったフィギュアサイズのイオラがいた。

「あー、びっくりした……って、何でここにいるんだイオラ？　あとなんか小さくね？」

〈ここはマスターの仕事場で、今はナビゲーションモードでやがります〉

　色々と説明が足りていない部分は自分の中で補足する。どうやら身体からだの縮尺を自由に変えられるらしい。便利なことだ。

「ああ、そういえば巴は夜やって切きり燈とうの令嬢だったっけ。で、何で俺の肩に？」

〈昨日の続きを聞かせやがれです〉

　質問に答えているようで答えていない彼女の顔には、好奇心のようなものが見え隠れしていた。心なしかそわそわしているように見えなくもない。

「昨日の続き、っていうと───」

〈二年前にマフィアを叩たたき潰つぶしやがった話です〉

「あ、それか。残念だけど今はプライベートタイムだ。続きは明日の授業中な」

〈むー……〉

　ちょっとだけ残念そうな様子の彼女に驚く。

　今の彼女も決して表情豊かとはいえないが、少なくとも昨日よりは感情が表に出ているように思える。あっちのＡＩと比べれば違いは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「雑談しただけだってのにこうも変わるもんなのか。自分で言ってた通り、凄すごい学習能力だな」

〈そんなに変わりましたですか？〉

「昨日とはえらい違いだと思うぞ。自覚ないのか？」

〈……わからないです。でも……イオラじゃない何かがいやがるような……この感覚は何なのでしょう？〉

　心なし暗い表情で問いかけられる。

　もしかしたら急激な感情の発達に彼女自身がついていけていないのかもしれない。何か言ってやりたかったが適当な言葉が思いつかない。

　と、そこでステージのほうでひと際大きな音が鳴り響いた。どうやら涙るいがゲームをクリアしたらしく、喝かつ采さいを浴びながらこちらに向けて勝利のＶサインを浮かべている。

〈では、イオラは時間なので失礼しますです〉

「え？　あ───」

　視線を外した一瞬でイオラはいなくなっていた。明日まだ同じ調子だったら巴夜に伝えようと決め、大たい河がは改めて涙に視線を戻す。

「……どこにいても目立つやつだな」

　ルックスもあるが、涙には人を引きつけるオーラのようなものがある。

　おそらく天性のものなのだろう。それが彼女の魅力であり、圧倒的な存在感の根幹となっている。

　それが、どうしようもなく眩まぶしく見えてしまう。

（さしずめ、俺は光に誘われる蛾がかな）

　わかっている。これは、くだらない劣等感から来る感も情のだ。

「……ほんと、くだらねえ」

　誰だれにも聞こえないくらい小さな声で呟つぶやく。

　光と共にあれば闇やみが晴れるとでも思っているのだろうか。過去を忘れられるとでも思っているのだろうか。

　───一生自分を許さないと決めたのに、まだ救いを求めているのだろうか。

　周りから拍手喝かつ采さいや称しよう賛さんの言葉を受ける涙るいを、陽ひだまりの中にいる彼女を、大たい河がはまるで届かない景色を見るような遠い目で眺めていた。




　日が暮れるまで歩きまわり、パラディスで早めの夕食をとって帰宅。

　お風呂でゆっくりと癒いやされた後の天てん陵りよう兄妹inリビング。

「兄、冷たいお茶はいかがですか」

「お、さんきゅ」

　パタパタとスリッパの音を響かせる妹の薬指に光るのは、デート記念ということで買った（買わされた）蒼あおい鉱石が眩しい指輪。

「あの、それ結婚指輪の位置じゃ……」

「深い意味はありますよ」

「そこはありませんじゃないですかね！」

　最近、妹のことがわからない兄です。

　空の色に似ているからという理由で選んだ指輪を大事そうに撫なでる冬ふゆ姫き。彼女の眼めと鉱石の色を見比べれば、その透き通り具合がまるで違うことがわかる。

　二人の眼は天陵の直系がもって生まれるといわれている眼である。

　事実、彼らの母親が同じ眼をしていた。「空の眼」とか「水晶の眼」とか色々と呼び名はあるらしいが、歴史だけならば連れん城じようよりも長い天陵家にとってはこの眼こそが力の象徴だったらしい。いつだか母親に聞かされた覚えがある。

　そんな風に母親のことを考えていたからだろうか。古傷が疼うずくように八年前のあの日がフラッシュバックした。

　───全すべてが奪われた、あの日のことを。

　家族皆で横断歩道を歩いているときだった。

　大型トラックが信号を無視して交差点に突っ込んできた。当時から超人的な動体視力と反射神経を持っていた大河はすぐに気づいて反応することができたが、妹と両親は反応できるはずもない。

　そこで幼い彼がしたのは、最低の選択だった。

　否、あえて言うのならば、選択したこと自体が最低だった。

　立ち位置と自分の身体能力を考えて、両親のほうは間に合わない───反へ吐どが出るほどに冷静な思考のもと、子供の天てん陵りよう大たい河がは両親を捨てた。

「…………ッ」

「兄、それ以上力を込めると歯が砕けてしまいますよ」

　いつの間にか目の前にいた冬ふゆ姫きにそっと頭を抱かれる。よしよしと頭を撫なでてくる手のひらに生命の温かさを、ここに確かにある何かを感じる。

「もしかして、八年前のことを思い出していたんですか？」

「…………」

「やっぱりですか。怖い顔してたから直すぐにわかりましたよ？」

「……あれは俺の罪だ。一瞬たりとも忘れたことはねえよ」

「兄は間違っていませんでした」

「わかってる。あそこで父さん母さんを助けようとしていたらまとめて死んでた。そんなことはわかってんだよッ！」

　頭では理解している。

　あれがあの状況における最善の行動だった。今の自分ならともかく、幼い子供で特別な訓練を受けていたわけでもない当時の自分ではどうやっても両親を助けることはできなかった。

　それでも、心は認めないとばかりに己が罪を叫び続ける。

　まるで許しを請うように、断罪を求めるように。

　天陵大河は救った者の胸にすがりつく。

「だが俺は、俺は二人を見殺しにしたッ！　死ぬとわかっているのに、わかってしまったから理解してしまったからと一切躊ちゆう躇ちよせずにだ！」

　救えたのは妹だけ。二人を糧かてにして。

　だから強さを求めた。今度は全すべてを守るために、全てを救うために。

　あらゆる状況でも全ての人を守れるように。

　そして何よりも───たった一人の家族を守るために。

　ぎゅっと抱きしめられたまま、全てを吐はき出して荒い息を吐く大河。

　そんな兄を見て、妹は思うのだ。

　───まるで呪のろいだと。

　天から与えられた才能が、行く末を導くための才能が、彼を苦しめている。

　そんな兄が痛ましくて切なくて、でもどうしようもないほどに愛いとおしくて、

「……大丈夫ですよおにぃ。過去も現在も未来も、妹が全部許します。だから───」

　こつんと額ひたいと額を当てて、同じ眼めを持って見つめ合う。

「おにぃは自分の道を、どこまでも真っ直ぐ進んでください」

　ただそれだけを願う。

　愛しき人の道が、正しくありますよう、報われる道でありますようにと。







　翌日、午後の専門科目の時間。

〈さあ、とっとと続きを話しやがるのです〉

「……頼むから扉と同化して待ち構えるのは止やめてくれ。怖いから」

　寂さびれた校舎の最さい奥おうの扉を開けるなり催促してきたイオラをすり抜けて教室内へと足を踏み入れる。ソファに寝転んでいた巴は夜やはいかにもかったるそうに上体を起こして片手を挙げる。

「おいーっす」

「……相変わらずお淑しとやかなのは見かけだけだな、巴夜」

　大和撫子なでしこの外見でやられると精神力がごりごり減っていきそうな軽い挨あい拶さつだった。本人も狙ねらってやっているのか、顔には意地の悪そうな笑みが浮かんでいる。

「たった二日で随分と懐かれたものね。イオラのやつ、昨日からずっとアンタの話を楽しみにしてたわ」

　ちょっと嫉しつ妬とするわ～、などと言いながら巴夜の顔には安あん堵どというか、子供に遊び相手ができたことを喜ぶ母親のような表情が窺うかがえた。

「なんつーか、保護者みたいだな」

「……ま、イオラはアタシにとって娘や妹みたいなものだからね。保護者ってのはあながち間違いでもないわよ」

〈タイガ、早く続きを聞かせやがるです〉

　目の前に浮かんで催促してくるイオラを手で制してソファに腰掛ける。この様子だと、先日の心配は杞き憂ゆうで終わってくれたようだ。

　一息つくついでに改めて部屋を観察してみる。

　あまり広くない室内は明らかに学園所有の備品ではないもので溢あふれかえっていた。

　電子書籍が主流の現代には珍しい、紙の媒体が百余ほど収納された本棚。冷暖房完備は当然としても、奥のほうにはわざわざ持ち込んだと思われる小型の冷蔵庫や食器棚、収納箪だん笥すまである。なんというか、ここで暮らしているといわれても納得できるほどだった。

「好き勝手やってるな」

「好き勝手できる立場だからね」

　悪びれる様子は欠片かけらもない。架空の講義をつくったり、使われていない校舎とはいえ一部を私物化、ここまでくるとため息しか出てこない。

「あ、言っとくけど権力に任せて無む茶ちや苦く茶ちややってるわけじゃないから、そこら辺は勘違いしないでよ。これは仕事の報酬として受け取った当然の権利よ」

「報酬？」

「そ。切ウ燈チは新興勢力だからね。身内を甘やかすほど余裕があるわけじゃないの。何か一つ成果を上げるたびに望みを一つ叶かなえてもらう───アタシはそういう契約で仕事してるわけ」

　切きり燈とうが電脳企業としての頭角を現したのはここ数十年のこと。

　それまでは鴉からす羽ば、浪なみ鷺さぎ、朱と鷺き峰みねで三大企業と呼ばれていた。とことん利益を追求する経営方針で独占状態になっていた電脳市場に食い込んだものの、まだまだ油断できる状況ではない。

「……社長令嬢っていうのも案外大変なんだな」

「そうよー。ストレス溜たまりまくって大変なのよ。だからアタシの代わりにイオラの相手よろしくねー」

「まあ、それくらいなら───って、ぬわっ!?」

〈タイガ、続きを聞かせやがるです〉

　幽霊のようにお腹なかのあたりから頭を覗のぞかせるイオラに驚いて、大たい河がはソファから転げ落ちてしまうのだった。




　放課後、専門科目を終えた切燈巴は夜やはいつも通り真まっ直すぐ会社に向かう。

　生徒会の業務は登校してから始業までの時間や昼休みを利用して全すべて終わらせている。なので彼女が学生でありながらすでに責任ある仕事についていることを知っている教師たちから文句が出ることはない。

「……よし」

　制服から仕事用のスーツに着替えて、気を引き締めるように頬ほおを叩たたく。

　ここでは「皆に慕われるお淑しとやかな生徒会長」の仮面は通じない。どんな過程をたどろうとも結果を出す───ここで重要なのはそれだけだ。

　脳波認証でロックを解除して切燈本社上層階に位置する個人研究室に入る。

　研究室といってもここにあるのはアークライトだけで、本当の研究室は切燈の構造体にある。

　あちこちに並べられている電子機器と共に中央に据えられた企業用大型アークライトが起動、そのコア部分であるカプセルに入って目を閉じる。

「──ダイブスタート」

　彼女の意識は眠るように一瞬で途切れ、そして次の瞬間にはしっかりと覚かく醒せいしていた。

　中型までと違って眩暈めまいの欠片かけらも起こさない静かで自然なログインに、巴夜はすぐさま作業を始める。

「イオラ、起きてるー？」

〈その質問は無意味でやがります。仮想人格は休眠を必要としませんです〉

　呼び声に応えて部屋の中心にイオラが出現する。

「ちょっとした冗談よ。本気に取らないの」

〈……そうでやがりますか。冗そ談れはまだ理解できないです〉

　そういうイオラの瞳はほんの少しだけ悔しそうに見えた。

（自分で開発しておいてなんだけど、凄すごい進歩ね～）

　それは間違いなく感情と呼べるものだった。

　開発から十ヶ月、いや正確には三ヶ月か。ほとんど成長が見られなかった感受性が昨日一昨日おとといで飛躍的に進化している。

（……ほんと、急激すぎて怖いくらい）

　何な故ぜだろうか、巴は夜やは彼女の進化を素す直なおに喜ぶ気にはなれなかった。

　イオラの改良はずっと続けてきた。もしかしたらそれが実を結んだのかもしれない。

　だけど、もしこの進化が「想定外」の事態ならば───。

「……イオラ、予定変更よ。フルスキャンするから横になって頂ちよう戴だい」

〈わかりましたです〉

　不安が拭ぬぐいきれず、先日したばかりのフルスキャンを再び行うことに。

　オブジェクト操作で簡易ベッドを顕在化リアライズさせると、イオラは横になって目を閉じる。横たわる彼女に手をかざして内部情報を操作、仮想人格を休眠スリープ状態に移行させる。これで内部情報を変えても人格に影響はない。

「悪いウィルスとかが入ってないといいけど」

　すぐさまスキャニングを開始する。

　凄すさまじい勢いでスクロールしていく膨大な情報の濁流を、巴夜は自分の頭の中で分析・審議していく。

（あれは不要、あっちは修正が必要かな。───ん？）

　スクロールを止める。

　そこにあったのは彼女が書きこんだ覚えのないプログラムコード。三日前にスキャンしたときにはなかったはずだ。

「見つけた……これが原因ね。ちょっと予想外だけど」

　想像よりもずっと綺き麗れいで、確かな目的をもって編まれたプログラムコード。その調べにどこか既視感を覚えたが、すぐさま削除しようと手を触れ───。




〈───起ラ動ン〉




　意識のないはずの彼女の口から、機械のような声が漏れた。

　変化は劇的だった。

　ドロリとイオラの身体からだから真紅の光が血のように染み出し、頭の上からつま先まで全身を包み込んでぐにゃぐにゃと蠢うごめき始める。

「な、なによこれ!?」

　吐はき気を覚えるほどに醜悪な光景。

　もしスライムが実在するのならば、このように捕食するのではないか───。

　そう、捕食。それは間違いなく捕食であり、浸しん蝕しよくだった。

「くっ──《緊急停止》！」

　巴は夜やは遠隔操作で強制停止を命じる。が、一向に停止する様子はない。

　それどころか紅あかい粘液は数倍に膨張し始める。簡易ベッドを呑のみ込み、不気味な球体をかたどったところで止まり、そして収縮したかと思えば一気に弾はじけ飛んだ。

　ばしゃばしゃと紅い粘液が血ち飛沫しぶきのごとく飛び散り、惨劇の跡地のような凄せい惨さんな光景を描き出す。

「……イオ……ラ……？」

　その中央、血だまりの中、物理法則を無視した動きで起き上がった彼女の姿は、すでに「アイオライト」のものではなくなっていた。

　外見自体はそこまで変わっていない。髪が血のごとく紅く染まっただけ。

　だが内面は、イオラの面影など欠片かけらも残っていなかった。

　表情も、目も、醸かもし出す雰囲気さえもが無色透明。焦点の合わない瞳は冷たさも温かさも感じさせず、ただひたすら不気味なだけ。

〈───認識開始〉

　紅き少女が呟つぶやく。

〈情報取得完了。現在地確認、電子体反応多数確認、命令コマンド確認───〉

「なにを……言ってるの……？　ねえ……どうしたのよ、答えなさい!!」

　それは言葉ではなかった。













　ただ単語を羅列しているだけ。

　それほどまでに感情という感情が抜け落ちていた。

　巴は夜やの叫びに興味の欠片かけらさえ示さず、イオラだったものは続ける。

〈状況認識終了。プログラム《ジェイル》動作実験準備、完了。───実験開始〉

　ぐりんと首が回り、正面から目が合った。

「───ッッ!!?」

　全身の毛が総毛立つ。思考を超えた本能が指を走らせ、室内の防衛機能を作動させる。

〈防壁確認。切断排除推奨───〉

　手元に収束した紅あかき光が巨大な鎌かまを創り出す。身みの丈たけよりも巨大なそれを、少女はあろうことか片手で掴つかみ───閃せん光こうが爆発した。

「きゃあっっ！」

　張り巡らされた電子防壁は衝撃波に耐えきれず、無残に引き裂かれる。余波が室内に吹き荒れ、吹き飛ばされた巴夜は壁に叩たたきつけられてしまう。

（嘘うそ……っ、この防壁がこんな簡単に破られるなんて……っ）

　研究室では実験中の事故などで不測の事態が起きることが偶たまにある。そのため、万が一のときに最悪の事態を防ぐ目的で高レベルの電子防壁がセットされている。

　それが、たった一撃で粉々に破壊された。

　かなり強く打ったが切きり燈とうの構造体は痛覚を完全に遮断しているので痛みはない。アレの姿を探して室内を見渡すと、破壊された出入り口に紅い髪の端が見えた。

「───イオラッ!!」

　巴夜はすぐさま立ち上がるとあとのことなど何も考えず、管理課に対話通信コールをかけながらその背中を追いかける。

　今見失ったらイオラは永遠に帰ってこない───そんな予感が心を占めていた。

「緊急連絡ッ！　暴走したＡＩが研究区画を移動中、急いで構造体を封鎖し───」

「うわあああああああっ!?」

　声は悲鳴に遮られた。

「電子体反応」、「実験開始」の単語が頭の中をぐるぐると回る。不安を押し殺して悲鳴が聞こえてきた場所に駆けつけた巴夜の目に飛び込んできたのは、地面に倒れ伏す同僚の数々と、片手で研究員の首を掴み上げている紅き少女の姿。

（なに、何がどうなってるの!?）

　理解不能な状況に思考が追いつかない。

　数十人にも及ぶ人間が倒れている光景が現実離れしていることもあるが、そもそもそれがあり得ない。電子体は安全管理上の問題から意識を失った段階で自動的にログアウトされるように設定されている。

　こんな風に、気を失ったまま倒れるなんてことはあり得ない。

「た、助けてくれ！　皆、コイツにやられて───」

　首を掴つかまれている研究員が巴は夜やに助けを求める。だが少女は何も言わず鎌かまを構えて、

「やめ、やめなさいイオラ！　《緊急停止》、お願いだから止まって───ッ！」

〈───《ジェイル》発動〉

　彼女の必死の叫びも虚むなしく、狂気の鎌が研究員を貫いた。

「あ、……が……うぁ……」

　異変はすぐに始まった。

　呻うめき声ごえと共に研究員が小刻みに震え、虚うつろな目は光を失う。

　その目から完全に光が失われた瞬間、身体からだから紅あかい光が染み出して腹に突き刺さった鎌へと吸収されていく。

　異常な光景だった。

　だけど───知っている。この光景が何なのか、彼女はよく知っている。

「まさか……何で、どうしてあのプログラムを持ってるの!?」

　中身を奪われて物言わぬ人形となった研究員が投げ捨てられる。と、異変を感じ取ったのだろう、構造体を守護する戦闘用ＡＩが次々に転てん移いしてくる。

〈敵対勢力多数確認。状況判断───実験中断。逃走推奨〉

「っ、待ってイオラ！」

　不利を悟って逃げ出す背中に叫ぶ。その直後に気づいた。あの方向は───まずい。

「転移区画……っ。他の構造体に逃げるつもり!?」

　まだ封鎖処理は完了していない。

　転移区画から通じる通路は二十以上あるので、全すべて切断するとなるとかなり手間がかかる。要請はしたが、おそらく間に合わないだろう。

　巴夜はすぐさま管理課に侵入ハツキングして戦闘用ＡＩの制御を掌握、部隊を率いて後を追う。不正アクセスのアラームが鳴り響くが、そんなことを気にしている余裕はない。このまま切きり燈とうに任せるとイオラは間違いなく処分されるだろう。

（そんなことさせない……っ。アタシが、止めるっ！）

　覚悟を胸に、切燈巴夜は構造体を駆け抜ける。







　同時刻、構造体《アリエス》には大たい河がたち三人の姿があった。

「やはは、結構手間取ったねー」

「ザコもあそこまで多いと面倒なものですね。一銭の足しにもならない分際で妹の邪魔をするなんて、身の程を知るべきです」

　ところどころに巨大な剣が突き刺さった広大な平野を歩く三人は先ほどまで小型ウィルスの群れを掃討していたこともあって、少し疲れた様子。

「でもまあ、そろそろ着くだろ？」

「ええ、あと少しのはずです」

　最も近い転移ムーヴポイントから歩くこと二十分、大たい河がは何もない平野に飽きていた。

　生活費を稼ぐという目的がある以上、そうそう狩りをサボるわけにもいかない。ということで電子体の自己修復が完了するのを待って、三人は再び賞金首のウィルス討伐へと赴くことにした。

　ちなみに今回は前回カサルテイリオのように過去に討伐済みということはなく、誰だれも倒したのことのない新種である。その分、報酬も高くなっている。

「正直なところ三人ではかなり厳しいですけど、何とか頑張りましょう」

「普通は何人ぐらいでやるもんなんだ？」

「んー個人の力量にもよるけど、最低でも五人くらいかなっ。二人は涙るいさん特製の攻こう性せいプログラムだから普通より強いけどねっ」

　いくら賞金首を討伐しても電子体が崩壊してしまうと報酬は修復代で相殺されてしまう。

　そのため安全に確実に狩れるよう、分け前を減らしてもグループの人数を増やすのが資格保持者たちの基本戦略セオリーとなっている。

「で、今回の敵は何だっけ？」

「一言でいえば、でっかい機械の騎士ですね。名前は《ペルーン》。出現してから二度、討伐隊を退けている強敵です」

「しかもうち一組はＡランクが三人いるパーティーって話だよっ」

「その『ランク』ってのがいまいちよくわからねえんだよな。Ａランク以上が賞金獲得の権利を得られるんだっけ？」

「ええ。ついでに簡単に説明しておきましょうか。ランクは全部で六段階、一番上のＳからＥまであります。スタートラインは全員一緒で、兄も今はＥランクです」

「ふーん……ランクが上がる条件は？」

「それまでの戦歴、組み込んだ攻性プログラムなどなど諸要素をシステムが総合的に判断します。Ｂまでは比較的簡単に行けるんですけど、そこから上はランクアップが極端に難しくなりますね。妹もここ二年ほどずっとＢランクのままです」

「Ａ以上は百人くらいしかいないからねっ」

「ってことは、涙は上位百人の中に入ってるのか」

「いえ、るっちゃんはその上、十人ほどしかいないＳランクの接続者です」

「え、そんな凄すごかったの？」

「えへへ、ぶいっ！」

　もっとも、涙の場合はアリエス開始時からの古参プレイヤーだからという事情もある。冬ふゆ姫きも実力的にはＡランク以上で申し分ないが戦闘経験が足りなかったりと、ランクがそのまま実力に直結するわけではない。あくまで指標の一つ。

　ランクによって身体能力に補正が入ったりダメージ軽減がついたりするので、全まつたく関係ないというわけではないのだか。

　とそんなことを話しているときだった。不意にあたりが暗くなる。

「ん？」

「あれ、もう夜になったのかな？」

「まさか。夜帯は三時間前に終わったばかりのはず───上ですっ！」

　冬ふゆ姫きの警告に空を見上げれば、真まっ直すぐこちらに向かって落ちてくる鋼鉄の塊が視界に映る。反射的に冬姫を抱きかかえてバックステップ、涙るいも同様に飛とび退のく。

　一拍して、金属の塊が轟ごう音おんを立てて地に衝突した。

　衝撃で大地が揺れ、そして金属塊から四肢が生えてくる。質量保存の法則を完全に無視して巨大化、複雑化する鋼鉄がかたどるのは、巨大な戦せん斧ぷを担ぐ青鋼の騎士。

「むうー。大たい河が、冬姫だけ守るってどういうことかなっ？」

「涙なら躱かわせるって信じてたからな。それで、こいつがターゲットか？」

「はい。《ペルーン》です。まさか空から降ってくるとは思いませんでしたけど」

　強襲にも慌てることなく、大河は野の太だ刀ちを抜き放ち、冬姫は扇子をはためかせ、涙は創そう造ぞう石せきを指に構える。

　相対する機械の騎士もゆっくりと斧おのを振りかぶり、戦端が開かれようとしたそのとき。




〈───障害物確認。切断排除推奨───〉




　それはやってきた。

　何の前触れもなくペルーンの頭から股また下したまでに真っ直ぐな紅あかい斬きり込みが入り、その身体からだが両断されていく。

「……え？」

　左右均等になるよう綺き麗れいに分かれていく機械の体たい躯くは切断面から少しずつ崩れていき、やがて個体を保てなって消えていく。

　一撃。たったの一撃で、討伐指定ウィルス《ペルーン》は光の粒子となって消えた。

「……冬姫。こういうの、乱入っていうのか？　よくあることなのか？」

「……まさか。目の前で獲物を倒されるなんてふざけたこと、妹も初めてですよ」

　突然のことに驚き動けない三人の前で、消滅の残光が徐々に消えていく。晴れていく視界の中に映るのは小さな人影。

「……女の、子？」

　三人がかりでも苦戦する討伐指定ウィルスをただの一撃で倒したのは、血のように紅い真紅の髪に虚うつろな瞳、人など容易たやすく斬り裂く大きな鎌かまを構えた少女だった。

「死神みたいな風ふう貌ぼうですね。どうやらウィルスではないようですが」

「得体がしれない、ってところは変わらないよっ」

　二人が乱入者に警戒する一方、大河はその姿に既視感を覚えていた。

　どこかで見たはずだと記憶が訴えかけてくる。そして思い出す、学園で出会った巴は夜やと共にいたＡＩのことを。

「イオラ……？」

　醸かもし出す雰囲気やイメージはまるで違う。だが、その姿は間違いなく彼女のもの。

「知り合い？」

「一応……あんな異様な感じじゃなかったけどな」

　オブジェクトのように立ちすくむイオラに向かって、一歩踏み出す。不安そうな表情をしている二人に大丈夫とばかりに片手を上げ、紅あかい少女の前に立つ。

「よおイオラ。その姿はどうした？　イメチェンか？」

　答えはない。無感情なんて表現が空虚に思えるほど無色透明な表情を張りつけたまま、少女はゆっくりとこちらに向き直る。

　ぞくり、と背筋が震えた。

　一瞬でもこれをイオラと思ったことを、そして不用意に近づいたことを強く後悔した。

　圧倒的に、絶望的に、壊滅的に、これは知的生命体としての体ていを為なしていない───。

〈───電子体確認。実験再開〉

　言葉と同時に、ノーモーションで大おお鎌がまが薙なぎ払はらわれる。

　予備動作の一切を省いた一撃。常人なら反応することもできなかっただろうが、大たい河がは瞬時に太刀を抜いて防ぐ。だが気を抜いていたせいで、体勢が悪い。

（重おも……っ！　この細腕のどこにこんな馬鹿力が……ッ！）

　咄とつ嗟さに角度を変えて上に弾はじき逸そらす。だが常じよう軌きを逸した力の前に体勢が崩れ、少女に無防備になった首を掴つかまれて思いっきり地面に叩たたきつけられる。

「が───ッ」

　痛みはない。しかし怪力で叩きつけられたことで一瞬視界が白く染まる。その隙すきを逃さず少女は大鎌を振り下ろし───。

「させないよっ！」

　剣矢を指の間に挟んだ涙るいが割って入る。

　剣矢は大鎌と衝突した瞬間に爆発し、その衝撃で軌道が逸れて大河の横に突き刺さる。同時に二つの創そう造ぞう石せきが鉄鎖となり少女の腕に巻きついて動きを阻害。

　改造白衣をはためかせた涙は身体からだを回しながら再び創造石を剣矢に変え、無防備な腹部に叩きつける！

「飛んじゃえっ！」

　衝撃インパクトの瞬間に爆砕する剣矢は少女を吹き飛ばし、さらに矢のごとく投とう擲てきされた追撃の剣矢八本が直撃して炸さく裂れつする。

「よくも兄を地面に叩きつけてくれましたね……ッ。薄さ一ミリまですり潰つぶされたいんですか、この女め朗ろうッ！」

　地面を転がっていく少女に向けて、冬ふゆ姫きが土色の属ぞく性せい球きゆうを三つまとめて薙ぎ払う。すると石の牢ろうが彼女を閉じ込め、その上から巨大な岩拳が落とされて牢ごと叩たたき潰つぶす。

「大河、無事？」

「さんきゅ、助かった。白兵戦も随分と慣れてるみたいだな」

「冬ふゆ姫きと二人の間あいだは涙るいさんが前衛だったからねっ」

「おしゃべりはそこまでです。兄、どんな知り合いかは知りませんが、ひとまず叩たたきのめしてからにしましょう。とても話が通じる相手とは思えません」

「……だね。無防備な大たい河がにいきなり斬きりかかってきたし」

〈───抵抗確認。対象無力化推奨〉

　くぐもった声と同時にピ───ッと岩拳に紅あかい斬り込みが入り、粉々になって砕け散る。

　間違いなく涙と冬姫の攻撃は直撃した。にもかかわらず死神のような少女には全まつたくダメージが見受けられず、平然と立ち上がってくる。

「俺が前に出て打ち合う。二人はその隙すきにやつを攻撃してくれ───来るぞッ！」

　凄すさまじい速度で飛び出した死神の鎌かまと野の太だ刀ちが交差する。

　一撃では止とどまらず畳みかけてくる鎌の連撃を逸そらし、弾はじき、躱かわしていく。その隙に後ろに回り込んだ涙が無防備な背中めがけて剣矢を投げつけようとして、

「──────────────────────────────────ッッッ!!!」

　死神が吠ほえた。

　いや吠えたという表現は適切ではないだろう。決して爆音ではないが高く、そして鼓こ膜まくを震わせるそれは嬌きよう声せいや金切声というべきもの。

「がっ───!?」

「は、くっ───!?」

「何、これ、超音波っ!?」

　鼓膜を通して三半規管が異常をきたす。唯一音響手しゆ榴りゆう弾だんなどで耐性のある大河だけはかろうじて耐えたが、冬姫と涙は平衡感覚を失って地面に膝ひざをつく。その大河にしても立っているのがやっとで、とてもじゃないが攻撃なんてできない。

　カチャリ……頭の中で鳴り響く高音の中に微かすかな金属音を聞きとる。今まで培つちかってきた危機察知能力が囁ささやくままに横に跳ぶと、耳元を掠かするように大鎌の一撃が虚こ空くうを斬り裂く。

「……な、めんじゃねえええっ！」

　ぐわんぐわんと反響している音を気合いの一喝で散らし、素早く体勢を立て直して斬りかかる。鎌の柄つかと刃がぶつかり合い、少女は二、三歩後退して再び無造作に鎌をぶら下げる。

〈情報更新、目標脅威度上方修正───適応。対象制圧〉

　先に動いたのは紅い少女。

　大きく振りかぶった鎌は真正面から大河を狙ねらって振り下ろされる。何の小細工もない一撃に余裕を持って躱そうとするが、いきなりその速度が上がる。

「───っ、くそっ！」

　即座に今まで抑えてきた動体視力で軌道を見切り、紙一重で回避する。続けて繰り出される大鎌の連撃も完かん璧ぺきに見切って躱していくが、

（少しずつ速くなってやがる……ッ）

　大たい河がも死神も徐々に速度を上げながら互いに武器を振り続ける。

　際限なく上昇していくように見えた二人の攻防───だが、大河の限界は本人の予想よりも遥はるかに早く訪れた。

（なんだ……ッ、身体からだが思った通りに動かねえ……ッ）

　一瞬の気の緩みも見せられない高速戦闘の中において、ほんのわずかな時間だが、身体が命令を聞かない空白の時間が生まれ始める。

　そしてそれは速度を上げる毎ごとに徐々に増えていく。

（何だか知らねえけど、このままじゃ……ッ。そうなる前に、一撃で決める！）

　刃先を下げ、太刀を引く。

　構えに応じて野の太だ刀ちが帯電し、バチバチとスパーク音が鳴り響く。初撃で鎌かまの柄つかを上にかちあげ、続く二撃目を無防備な胴に振り下ろす。

「───四式《雷らい十じゆう字じ》!!」

　防ぐことも避けることもできない一撃。間違いなく相手を斬きり裂いたであろう必殺の一撃は───片手で止められていた。

「な───っ!?」

　紅あかい光を纏まとった手は紫電の斬ざん撃げきをこともなく受け止めている。まさか止められるなんて夢にも思っていなかった大河は驚きよう愕がくし、そこに隙すきが生まれる。

　はっきりいって、大河は油断していた。

　普段の彼ならば技一つ受け止められた程度で隙ができるはずもない。構わず即座に追撃を放っていただろう。

　戦いの場だと理解していてもアリエスここは現実でない。それが彼の心に一ひと欠片かけらの油断を植えつける。所しよ詮せんはゲーム、何が起ころうと現実に何の影響もない───と。

「大河、来るよっ！」

　涙るいの声が聞こえる中、死神が鎌を振りかぶる。

　掴つかまれた太刀はピクリとも動かず、大河は剛力で振り下ろされる凶器を眺めるだけ。

　だから───。




　剣矢を構えて大河の前に立った涙が鎌に貫かれても、何もすることができなかった。




　斬られるつもりはなかったのだろう。だが防御の剣矢は一刀で破壊され、大鎌は涙の身体に深く深く突き刺さっている。

〈───《ジェイル》発動〉

　少女が呟つぶやくと紅い斬ざん撃げき痕こんが蠢うごめく。鎌を染め上げる紅が血管のごとく脈動し、それに反応して涙の電子体をパチパチと電磁波が這はいまわる。

「……ぁ……ぁ……」

　少しずつ、涙るいの瞳から虹こう彩さいが消えていく。

　噴き出す血もなく、悲鳴もなく、ただ目に見えない何かが削り取られていく。

　───その姿が目の前で死んでいった両親の姿と重なった。

「───やらせるかああああああああああああああああぁぁぁぁっっ！」

　瞬間、頭の中から思考が抜け落ちる。

　怒りに任せて鎌かまの先端をぶん殴る。鎌が抜けたことで倒れてきた涙の身体からだを受け止め、同時に一歩踏み出して拳こぶしを握り込み、少女を全力で殴り飛ばす。

　文字通り桁けたの外れた一撃は死神のごとき少女を数十メートル近く殴り飛ばし、地面を数バウンドさせて砂さ塵じんを巻き上げる。

「はー……はー……」

　我を忘れたのは一瞬だけ。

　すぐさま心はクールダウンし、ここが電脳世界エリユシオンであることを思い出す。

　───大丈夫だ。ここは斬きられても平気な世界、怪け我がを負うわけでもない。

「兄、るっちゃん！　大丈夫ですか！」

　まだ音が抜けきっていない様子の冬ふゆ姫きが覚おぼ束つかない足取りで駆け寄ってくる。片手を上げて大丈夫だと知らせ、大たい河がは心を落ち着けるように大きく深呼吸する。

「まさか音で攻撃してくるとは……耳がおかしくなるかと思いましたよ」

「それに怪力もな。あの鎌を片手で扱うとか現実離れしすぎだろ」

　特に慌てることもなく会話する兄妹。涙の電子体は崩壊していないし、すぐにでも起き上がるだろう───そう思っていた。

「……涙？」

　最初に異変に気づいたのは彼女を抱えていた大河だった。起き上がる気配もなく、全身から力が抜けてぐったりと大河にもたれかかっている。

「涙？　……おい、涙！」

　呼びかけにも応じない彼女を前に、疑念は焦りに変わっていく。冬姫も異常に気づいてしゃがみこみ、涙を揺さぶる。

「るっちゃん！　どうしました、るっちゃん!?」

「……た、い……が………？」

　掠かすれるような声で反応があってようやく安心する。

　だが意識が弱い。薄く開かれた瞳は弱々しく、今にも閉じられてしまいそうだった。

「冬姫、どうなってる!?」

「……原因はわかりませんが、意識を失いかけているにもかかわらず自動ログアウト機能が働いていません。急いで安全な場所に向かい、手動でログアウトするべきです」

「じゃあすぐに転てん移いを！」

「ムーヴを実行すると座標計算などで十秒程度は動けなくなります。……その間、あれが大人しく待っていてくれるとは思えません」

　視線の先にはダメージの欠片かけらも感じさせずに立ち上がる少女。咄とつ嗟さに刀を構えようとしたところで、大たい河がは自分の身体からだの異変に気づく。

（左腕の感覚が、ない……!?）

　アレを殴ったときだ。あのとき本能のまま最速で動いたことで、ずれていた何かが完全に外れてしまった。

　これでは戦うどころか、足止めも───。

〈損傷軽微。残存勢力確認〉

「……冬ふゆ姫き、涙るいを連れて───」

「逃げませんよ。左腕が動かない兄で抑えきれる相手じゃありません」

　どうやら気づかれていたらしい。

　鎌かまを無造作に携えて、少女がゆっくりと近づいてくる。涙の身に起きた異常事態の原因があの少女にあることは二人とも何となくわかっていた。だとしたら───一発でも攻撃をくらうわけにはいかない。

〈───実験続行〉

　幽霊のごとく地を滑るように加速した死神を迎え撃とうと、二人は武器を構える。

「見つけた───かかりなさいッ！」

　そのときだった。聞き覚えのある声がした。

　命令に従って数十体の機械人形ＡＩがそれぞれ手に武器をもって現れ、少女に向かって飛びかかっていく。

〈敵対勢力多数確認。状況判断、排除推奨〉

　しかし鎌の一振りで一挙に三体が両断され、続く攻撃でその数は瞬く間に減らされていく。部隊の後ろ、彼らの指揮官と思われるスーツ姿の少女は悔しそうに呟つぶやく。

「やっぱり相手にならないわね。そこの民間人、さっさと逃げなさい───って……」

　振り返った彼女と目が合い、二人一緒にフリーズする。

「……大河？」

「巴は夜やか!?」

　思いもよらない場所での邂かい逅こうに驚く二人。

　巴夜の目は大河の後ろにいる冬姫に、そして彼に抱えられた涙に向けられ、その身体に刻まれた紅あかい裂傷に気がつく。

「その傷……まさか斬きられたの!?」

「斬られた……？　巴夜、お前何か知って───」

　大河が巴夜を問い詰めようとしたそのとき、ひと際大きな破壊音が轟とどろく。

　見れば大振りの一撃で残り十数体のＡＩが全すべて斬り裂かれ、光となって消えていく。

「っ……仕方ないわね。できればやりたくなかったけど、管理者権限マスターコード《強制転てん移い》！」

　舌打ちした巴夜の手のひらに透明な六角水晶が出現し、大気に溶けて消えていく。すると世界全体に響き渡る大きなアラーム音が鳴り響く。

《緊急警報、緊急警報。構造体に深刻な問題が発見されました。ただいまより全すべての接続者を別の構造体に強制的に転てん移いさせます───》

「何だ、何をした!?」

「どうやらアレごと《アリエス》を封鎖するつもりのようです！　兄、るっちゃんをしっかり抱えてください！」

　冬ふゆ姫きの言葉に従い涙るいを抱きかかえた瞬間、視界が捻ねじれていく。全部が景色の一体となってミキサーにかけられたようにぐちゃぐちゃに混ざる。

「ぅぐ……っ」

　五感が狂っていく不快な感覚と共に、意識は構造体《アリエス》から離脱した。




　視界が回復し感覚が戻ったとき、そこは《アリエス》ではなかった。

「……学園の、構造体か？」

　見覚えのある一室ながらも壁が青白く光っている空間───巴は夜やが私物化しているあの教室だった。ただし現実世界ではなく、電脳世界エリユシオンの、だが。

　巴夜は続けてもう一つ六角体を発動させると《隔離閉鎖》と呟つぶやき、一仕事やり終えたと大きく息を吐はく。

「封鎖完了。これで別の構造体に逃げられる心配はなくなったわ。……っと、次はこっちね。大たい河が、どうしてあんなところにいたのかしら？」

「……そりゃこっちのセリフだっての」

　現実世界にもあったソファに涙を横たわらせる。まるで高熱にうなされているかのように苦しそうな涙の頬ほおに手を当て、ゆっくりと呼びかける。

「涙、大丈夫か？」

「……ぁ……ぅ……？」

　わずかだか目ま蓋ぶたが開く。幾分意識も回復してきたようで大河は安あん堵どの息をつき───。




「………………だ、れ？」




　意識は一瞬で凍りついた。

「お、おい……っ」

「るっちゃん、しっかりしてください！　よく見て、兄です。天てん陵りよう大河ですよ！」

「……たい、が……？　そう、だ……冬姫の、お兄さん……涙さんの、友とも達だち……」

　必死に記憶を掘り起こそうとする涙。

　だが声はブツ切れ、瞳の焦点はずれており、今にも気を失いそうなほどに意識レベルが低下している。異常なんて言葉を通り越した緊急事態に兄妹の頭は真っ白になる。

　そんな中、涙の様子を冷静に観察していた巴夜が動く。

　ベッドに横たわる涙の額ひたいに手を当てると何かぼそぼそと呟く。すると涙の目がゆっくりと閉じていき、その身体からだが揺れるように虚こ空くうへと消えていく。どこかに転てん移いさせたのだ。

「彼女のことはアタシに任せて。悪いようにはしないわ」

　学園では見たことのない真剣な瞳で、巴は夜やは言い切る。

「……後でちゃんと説明してもらえるんだろうな」

「もちろんよ。けど少し待って。手遅れになる前に彼女の措置をしないと」

　手遅れ、処置───今すぐにでも追及したいが、涙るいの安全が第一だ。

　冬ふゆ姫きもそのことを理解しているのだろう、大たい河がの服の裾を掴つかんで「今は引きましょう」と目で訴えかけている。

「……わかった」

　兄妹はログアウトプロセスを起動して、現実世界に帰っていく。




　巴夜から連絡があったのは、それから一時間後のことだった。










　　第四章　守るべき誓い





　空が夕焼け色に染まり始めているころだった。

　タクシーに乗って兄妹が向かったのは新都市西部オフィス街を抜けた先。

　白い建物の前で降りた二人は小走りで中に入っていく。

「来ましたね。こちらです」

　冬姫を気にしてか、生徒会長モードの巴夜に案内されて歩く。《アリエス》で本来の口調を聞かれてしまっているというのに、慎重なことだ。

　新都市唯一の大型病院、切きり燈とう総合病院。その特別病棟の個室に、彼女はいた。

「あ、やっほー、ご両人っ」

　ベッドの上で上半身を起こす涙。つい一時間前まで意識が朦もう朧ろうとしていた様子など感じさせない彼女に、大河は胸を撫なで下おろす。

「元気そうじゃないか。いきなり病院に呼び出されるから何事かと思ったぞ」

「やはは、心配させてゴメンねっ」

「無事ならばそれでいいですよ」

　とにかく涙の無事を喜ぶ。

　改めて見渡してみると病室はかなり広く、シミ一つない真っ白な壁に品の良い調度品とかなり高級感が漂っている。

「ＶＩＰ用の個室ですか。一時間で用意できるとは、さすがは切きり燈とうのご令嬢ですね」

「ふふっ、ここの院長とは顔見知りですので、特別に用意させてもらいました」

　変わらず丁寧な口調の（大たい河がはもう寒気しか覚えないが）巴は夜やは三人から少し離れたところに立っている。大河はすぐにでも事情を問い詰めたいところだが、涙るいの目の前で聞くことはどうしても憚はばかられる。

　なので冬ふゆ姫きと涙が話している隙すきに巴夜の隣に歩み寄り、小声で話しかける。

「……涙のやつ、本当に大丈夫なのか？」

「とりあえず今は心配いらないわ。問題はこれからだけど」

「……わかった」

　とりあえず今は、という部分に不安が再燃する。

「しかし部屋まで用意してくれるとはな。涙と知り合いってわけじゃないんだろ？」

「将来有望な新入生だから名前は知ってたけどね。それだけよ。……と、そうだ。彼女、今日は大河の家に泊まるってことにしておいたわ。ご両親から連絡があったらよろしく」

　淡々と答える巴夜だが、その顔に隠しきれない疲労───おそらく精神的なもの───が垣かい間ま見みえる。その原因が豹ひよう変へんしたイオラにあることは、容易に察することができた。

「大丈夫か？」













「アタシの心配するくらいなら彼女の心配をしなさい」

　気遣いの言葉をピシャリと跳ねつけた巴は夜やは両手を打ち合わせ、冬ふゆ姫きと涙るいの視線を引き寄せる。そして一瞬で人当たりの良さそうな笑顔を貼りつけて言い放つ。

「本題に入りましょう。西さい園おん寺じさんの状態、それから御お三さん方かたが出会った少女について、私から説明させていただきます」




「まずは西園寺さんの状態ですが、正直言ってあまり芳かんばしくありません」

　椅い子すに座った巴夜が真まっ直すぐ涙の目を見つめて告げる。当の涙は何となく察していたのか、どこか悟ったような表情で宣告を受け入れている。

「……具体的にどう芳しくないのですか？　至って正常に見えますが」

「とんでもない。今の西園寺さんは右足がほとんど動かない状態ですよ？」

「っ……るっちゃん、本当ですか？」

　予想だにしなかった言葉にジト目を向ける冬姫。

　大たい河がもまさかそんなことになっているとは思いもしていなかったので涙に厳しい視線を向ける。

「う……会長さん。黙っててって言ったのに……」

「正確な現状の認識は重要ですよ。それと異常があるのは外面だけではありませんよね。西園寺さん、記憶のほうはどれくらい残っていますか？」

「え……？」

　どこか確信をもった巴夜の言葉。そしてそれは、当人である涙さえも予期していなかった問いだった。

「……やはり自覚はありませんでしたか」

「待ってください会長さん。記憶とはどういうことですか？」

　冬姫が問い詰めるも、大河には心当たりがあった。記憶───その単語に、一瞬だけだが確かに大河のことがわからなくなった涙を思い出す。

「言葉通りの意味ですよ。西園寺さん、昨晩何をしていたか覚えていますか？」

「それは、当然覚えてるけど……」

「そうですか。それでは一ヶ月前───ちょうど中学校を卒業したあたりですね。そちらはどうですか？」

「えっと、卒業式のあとは友とも達だちと……あ、れ？」

　友達と遊んだ───そのはずだ。

　だけど思い出せない。確かに記憶の中にあるはずの友人の顔、名前がどうしてもわからない。何をしたのかは覚えているというのに記憶の中にある風景から周りの人間がごっそり抜けおちている、まるで虫に食われてしまったように。

「なんで、どうして……？」

「……思い出せないみたいですね。どうやら症状はまだ軽いようですが、スキャンした結果を見るに、もって明日の夕方までといったところでしょうか」

「おい巴は夜や、いい加減教えろ！　涙るいに何が起こっている!?」

　大たい河がは核心を突かない会話に焦じれていた。

　彼女の身に現在進行形で異常が起こっているというのならば、一刻も早くその原因を究明しなければならない。だというのに何をのんびりと話しているのか。

「兄、落ち着いてください」

「だけど───ッ！」

「妹も混乱していますが、声を荒らげても何も変わりません。冷静さを失ってもいいことなんて何もありませんよ」

　真っ直ぐ心の奥まで射抜くような視線にたじろぐ。ベッドで横になったままの涙も心配そうな目を向けてくる。

　───馬鹿野郎。逆に心配させてどうする。

　大河がゆっくり深呼吸するのを待って、巴夜は端たん末まつでウィンドウを投影する。虚こ空くうに浮かぶ立体映像ホログラムに映し出されるのは青白い球体。

「では続けます───大河くんは人間がどうやって電脳世界エリユシオンで意識を保っているのか、知っていますか？」

「え？　……あー、なんだっけ。確か電子体に個人の意識をデータ化してダウンロードするとかそんな感じだった気が……」

「大筋は間違っていませんが、色々足りていない回答ですね」

「兄、今日の授業でやったばかりですよ？」

「うぐ……っ」

　思わぬところで勉強不足が露呈してしまった。

「大河くんの知識不足はさておいて、人間の記憶や生体情報を総称して精神構造と言います。ログインの際、私たちの精神構造はアークライトによって現実の肉体から取り出され、そして電脳世界エリユシオンにおける肉体である電子体に移し込まれます。この際、電子体は精神構造に感応するように自動的に形態変化。精神構造に最も符合する肉体、つまり現実と全まつたく同じ肉体になる、というわけです」

　簡単にいえば精神構造とは魂であり、空っぽの器に魂を入れることで仮かり初そめの肉体を手に入れている───大河はそのように解釈した。

「この球体は精神構造を図式化したものです。正常な精神構造はこんな風に一色で綺き麗れいな球形になっているのですが……こちらが今の西さい園おん寺じさんの精神構造です」

　巴夜が別のウィンドウを映し出し、虚空に並べる。

　二つの違いは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……これは、どういうことでしょうか」

「……さすがに笑えないよ」

　大河には電脳関連の知識が欠けている。だからその図が示す意味を完全に理解することはできない。

　だがそれでも、ところどころ虫に食われたように紅あかく染まっている精神構造それが異常であることくらいは理解することができた。

「精神構造とは、すなわち魂です。人間の脳を動かすためのエンジンといってもいいかもしれません。精神構造エンジンに不具合があれば、肉体ボデイも当然影響を受けます。そして、記憶も」

　紅に汚染されている部分は全体の一割にも満たない。だが見ている間にも少しずつ、本当に少しずつだが、紅は正常な部分を浸しん蝕しよくしている。

　まるで血のような〈紅〉。

　それは、あの大おお鎌がまをもつ少女を連想させるのに十分だった。

「……原因はアレなのか？」

「簡単に言うとウィルスを注入されたんです。精神構造を蝕むしばむウィルス───アレは《ジェイル》とか言っていましたが」

「けど、精神構造に干渉するウィルスなんて聞いたことありません！　いえ、そもそも人の魂に干渉することは暗黙の了解として禁止されています！」

「ええ、その通りです。精神構造への干渉というのは精神操作マインドコントロールや精神破壊マインドクラツクといった禁忌に抵触しかねない内容ですからね」

　法律で定められているわけではない。というより、電脳世界エリユシオンに関する法整備というのは実のところかなり遅れている。つい最近になってようやく警察に電脳世界を担当する特殊部署ができたとの話だが、四大企業の独占体制ということもあって国もそう簡単に干渉できないのだ。

　だからこそ電脳世界に関かかわる者には最低限のモラルが求められる。倫理的に、道徳的に禁止すべきこと───その最たるものが精神構造干渉マインドハツクだ。

「精神操作か……物騒な連中が好みそうな響きだな」

「実際にテロリストの類たぐいが開発しようとしたという話はよく聞きますね。でも実際に成功した例は一つたりともないはずです」

「精神構造は未いまだに解析不能情報ブラツクボツクスだからね」

　いくら技術が進歩しようとも、人の心というのはそう簡単に解析できるものではない。だからこそ没入装置アークライトのように「精神構造をそのまま移しかえる」程度のことしかできない。

「確かに冬ふゆ姫きさんと西さい園おん寺じさんの言う通り、本当の意味で『干渉』することはできません。しかし一年前、とある企業が軍事転用を目的に始めた研究で、似たような現象を人為的に引き起こすことに成功したんです。……プロジェクトの中心となったのは一人の少女」

　巴は夜やは大きく深く息を吐はき、そして改めて姿勢を整えて話し始める。

「───切きり燈とうグループ所属の研究者、阿あ菫すみ青あお子こ。私と共に新型ＡＩ《アイオライト》を開発した共同研究者であり、友人です」

　過去から今へとつながる、因果の鎖を。

「切燈グループが新興勢力だということは今日の専門授業で大たい河がくんにも言いましたが、かつて電脳市場は三大企業によって独占されていました。そんな中、切きり燈とうは利益至上主義を掲げることでその市場に割り込もうとしたのです」

「あんまりよくない噂うわさもあるよね。利益が出れば過程は問わないとか」

「その噂は本当ですよ。私の父はそういう人です」

「なるほど、それで精神構造への干渉ですか。確かに兵器として使えれば莫ばく大だいな利益を得られますからね。しかし阿あ菫すみ青あお子こでしたか？　それをたった一人で開発するなんて……」

「青子さんは控えめにいって才能の桁けたが違いましたから」

　自分の一族の暗部を晒さらしているというのに、巴は夜やの態度は非常に淡々としていた。ただ事実を伝えているだけだと言わんばかりに。そんな彼女の様子が少し気になったが、今はそちらにかまっている余裕はない。

「……で、そのふざけたウィルスをどうしてイオラがもってる？」

「それは私にもわかりません。そもそもあのプロジェクトは中止され、ウィルスも未完成のはずなんです」

「未完成？」

「青子さんは三ヶ月前に病気で亡くなりました。プロジェクトの要かなめだった彼女を失ったことで開発に関かかわる全すべてのデータは処分されたと聞いています。なので存在するはずがないのですが……」

「そのあたりは今は放ほうっておきましょう。あの死神───たしかアイオライトでしたか。あのＡＩが暴走した原因は？」

「そちらも不明です。スキャニングした際に覚えのないプログラムが書きこまれていたので削除しようとしたところ、突然あのような姿に変わって暴走を始めました」

　おそらく削そ除れが起動のトリガーだったのだろうと、巴夜は睨にらんでいる。

　プログラムコードはステルス状態にしておき、時限式か何かで現れるように設定していた───こんなところだろう。

　だが腑ふに落ちない点も多い。

　青子が死んでしまった今、イオラの内部情報にアクセスできるのは巴夜だけだ。仮に不正アクセスハツキングされたのだとしても、青子と共に構築したイオラの防壁はそう簡単に破れるものではない。

「暴走したイオラ、冬ふゆ姫きさんの言葉を借りて死神と呼称しましょうか。死神は切燈の構造体で二十三人の精神構造に《ジェイル》を打ちこんで逃走。その後のことは貴方あなたたちも知っている通りです」

「その二十三人はどうなった？」

「意識不明の状態でこの病院に搬送されています。彼らは西さい園おん寺じさんと違って精神構造を完全に失っているので放っておいても目覚めることはありません。そして……じきに西園寺さんもそうなります」

「……っ」

　改めて事実を突きつけられ、涙るいは顔を俯うつむかせる。

　少しずつ失われていく何かをつなぎ止とめるように、感覚がなくなりつつある自分の身体からだをぎゅっと抱きしめる。

「接触時間が短かったおかげで感染量が少なかったこと、私が打ち込んだ抗体アンチプログラムが浸しん蝕しよくを抑えているから今は意識がありますが、完全に抑え込めているわけではありません。明日中にはおそらく完全に浸蝕されてしまいます」

　淡々と事情を話し終えたところで巴は夜やに対話通信コールが入る。ウィンドウに表示された名前を見た巴夜は一瞬だけ顔をしかめると「ちょっと失礼します」と言い残して病室から出ていく。

「…………」

　静せい寂じやくが空間を支配する。

　涙は己に降りかかった突然の事態に声を失なくし、冬ふゆ姫きはそんな親友を気遣うように優しく手をつないで慰める。

　そして大たい河がは、ただ己を責めていた。

「…………俺の、せいだ」

　絞り出したのは後悔の言葉。

　目の前で斬きられた。

　防げたはずの距離で、防げるだけの力をもっておきながら、無様に立ちつくしたまま取り返しのつかない事態を招いた。

「俺が不用意に近づかなければ、死神は襲ってこなかったかもしれない。俺がもっと強ければ、一人でアレを叩たたきのめしていれば、斬られても平気だなんて油断しなければ、涙がこんな目にあうこともなかった！」

「大河、それは───」

　否ひ定ていしようとする涙だが、冬姫に無言で止められる。その瞳の奥に怒りが渦巻いているのに気づき、涙は口を閉じる。

「八年、八年必死に修行して強くなったのに、なんにも変わってねえじゃねえか！　何が『目に見える全すべてを救う』だ！　目の前のたった一人も守れないやつがッ！」

　自らを呪のろうように言葉を吐はき出す兄に向って、冬姫はゆっくりと歩みよっていく。

　そして右手を思いっきり振りかぶって、

「───ごちゃごちゃとうっさいです、この馬鹿おにぃ!!」

　スパーンと小気味のいい音を立てて、頬ほおが叩かれた。

　大河は予期せぬ行動に驚き、綺き麗れいな空色の瞳に怒りを浮かべた妹を見上げる。

「ああ、全まつたく……っ。るっちゃん！　うるさかったら耳を塞いでいてください！　妹はこのお馬鹿をお説教しますので！」

「病室だからなるべく静かにねっ」

「冬姫、いきなり何を───」

「おにぃは少し黙っていなさいっ！　あと正座っ！」

　興奮して「兄」から「おにぃ」に戻ってしまっている冬ふゆ姫き。有無を言わせぬ雰囲気もあって、大たい河がは椅い子すから降りて病室の床に正座する。

「妹はむかつきすぎて頭がおかしくなりそうですよ！　全部自分のせい？　何をトチ狂ったこと言ってますか！」

「いや、でも───」

「あの場にいたのはおにぃだけじゃありません、るっちゃんがこうなったことに責任があるのなら、妹も同罪です！」

「ついでに言わせてもらうと、誰だれの責任でもないよ。涙るいさんが自分の意思で飛び出したんだから、結果も含めて全部自己責任だよ」

　冬姫に両手で頬ほおを挟み込まれ、顔が鼻先が触れ合うくらいまで近づいてくる。吸い込まれそうなほどに綺き麗れいな空色の瞳が覗のぞきこみ、真まっ直すぐ彼女の思いを伝えてくる。

「おにぃが連れん城じようでどんな生活を送っていたかは知りません。けれど、妹には『何があろうと自分が全すべて背負う』と最初から決めているように見えます……それが、とっても不快でとってもむかつきます」

「……っ」

　その言葉にどきりと心臓が跳ねる。

　図星だったのだ。

「連城大河」は守られる人間ではなく守る人間であり、人の上に立たなければならない人間だった。自分の行動で周りの人間の生死が左右される立場にあり、全てを自分自身で背負わなければならなかったのだ。

　冬姫はさらに己の思いを伝える。

「はっきり言っておきます。現実世界でどうか知りませんが、電脳世界ここでおにぃは初心者でしかありません。身の程をわきまえなさい。そしてちゃんとわかってください。今は妹がいます」

　最強なんて呼ばれて部下に恵まれても、大河はずっと一人だった。

　共に笑って悲しんで泣いてくれる人はいなかった。

　力に見合う大人であることを要求された。

「どれほど遠かろうとも必ず貴方あなたの隣に立つ──それを忘れないでください」

　───だからなのだろう。ずっとそばにいると、隣にいてくれるというその言葉が、どうしようもなく嬉うれしかった。

　囁ささやかれた言葉で、ようやく「自分は一人じゃない」と認められた。

　たとえどんな場所であろうとも彼女だけは自分の傍そばにいると、信じることができた。

「……冬姫」

「はい。なんですか？」

　冬姫はただ優しい笑みを浮かべる。そんな彼女に何か伝えたくて、でも気のきいた言葉なんて思いつかなくて、

「……俺の妹でいてくれて、ありがとう」

　そんなありきたりの言葉に万感の思いを込める。

「ふふっ、妹が妹なのは当たり前ですよ？　今さら何を言っているんですか？」

「まあそうなんだけどさ。改めて思ったんだ」

　八年間離れ離れだった。心が離れても不思議じゃない年数だ。

　それでも彼女は一途に慕い、一心に思ってくれる。それがどれほど強い想おもいなのか、大たい河がは頭ではなく心で理解した。

「……ああもう、兄は可愛かわいいですね！」

　と、何が彼女をそそらせたのか、冬ふゆ姫きは感極まったように正座する大河を力いっぱい杯抱きしめてくる。薄い胸がむぎゅーっと顔いっぱいに押しつけられ、何だか甘い香りが鼻孔に広がる。

「むが……っ、ちょ、冬姫っ!?」

「ちょっと弱いところとかもうたまんないです！　おにぃおにぃおにぃおにぃ！」

　肉体的な強さと相反する歳とし相応の精神的な脆もろさ。そのギャップがどうしようもなく彼女の心を震わせる。

「……むー……」

　ベッドの脇わきで抱き合う兄妹を見て、涙るいは唇を尖とがらせる。正確には冬姫が一方的に抱きついているだけなのだが、涙からすればどっちでも大差ない。

　───ずるい。

　二人だけでわかり合っているような雰囲気が、誰だれも立ち入れない空気が羨うらやましい。

　だからなのだろうか、気づいたら手を伸ばして大河の耳を掴つかんでいた。

「へ？　る、涙？　───って痛い痛い痛い！」

　ぎゅーっと耳を引っ張る。

「むー、むー、むーっ！」

「ちょ、ちょっと待て、痛いって！　俺何かしましたか!?」

　訳のわからないお仕置きに混乱する大河。理由を尋ねても涙は駄だ々だをこねる子供のように唸うなりながら耳を引っ張り続けるだけ。冬姫も突然のことに目を点にしている。

「……何をしているんですか？」

　と、いつの間に戻ってきたのか、巴は夜やが人のよさそうな笑みを浮かべながらもゴミを見るような目でこちらを見下ろしていた。

「あ、いや、これはその」

「修羅場ですか？　二ふた股またかけるとか最低ですね」

「そんな別の意味でシリアスな状況にはなってねえよ！」

　この猫かぶり、絶対にわかってて言ってやがる。

　抱きついている冬姫を引ひき剥はがして椅い子すに座り直す。涙はまだ微かすかにむくれていたが、状況が状況だけにいつまでも引きずることなく姿勢を正す。

「何だかすっかり毒気を抜かれてしまいましたが、話を続けていいですか？」

「……どうぞ」

　確かになんか罪悪感とか緊張感とかそういうものが一切合財砕かれてしまった。もしかして冬ふゆ姫きはこれを狙ねらってあんな真ま似ねをしたのだろうか───？

（……考えすぎだな）

　大たい河がはふと思い浮かんだ推測を棄却する。

「まったく、兄があんなこと言うからですよ」

「俺のせいなのか!?」

「や、大河のせいじゃ───……な、い……よ……」

「……るっちゃん？」

　突如、涙るいの様子がおかしくなる。

　瞳は虚うつろで焦点が定まっておらず、全身から力が抜けたと思うとそのままベッドの上で倒れてしまう。

「おい、涙!?」

　慌てて駆けよろうとする大河。だが巴は夜やに制される。

「落ち着いてください。おそらく浸しん蝕しよくが進んだことによる心と身体からだの乖かい離りで気を失っただけです。すぐに目を覚ましますよ」

　それを聞いて安心する。

　だが楽観視できる状態ではない。大河は真まっ直すぐ巴夜を見据えて問う。

「巴夜。どうすれば涙は正常な状態に戻る？」

「……方法自体は至ってシンプルです。私が作る抗体アンチプログラムでイオラに変調をもたらしている要因を直接破壊すれば、精神構造は解放されて全すべて元通りになるはずです。ですが、いくつか懸案事項があります」

「懸案事項……制限時間タイムリミツトですか？」

「タイムリミット？　どういうことだ？」

「……精神構造、つまり魂がないというのは、当然ですけど人体にとって好ましい状態ではありません。電脳世界エリユシオンにログインしているときも実体に魂はありませんが、実体とのつながりはちゃんと保っています」

　精神構造は放ほうっておけば実体に返っていく。それは精神構造と肉体の間に何かしらのパスがあるからというのが現在の通説だ。

　だからこそ電脳世界において、精神構造には実体の代わりとなる電子体という仮かり初そめの器が必要となる。

「しかし《ジェイル》に精神構造を浸蝕された場合、おそらくそのつながりは断ち切られているはずです」

「それが断ち切られてると何かマズイのか？」

「マズイですね。よく考えてください兄。切れた糸をたどっても元の場所には戻れません。精神構造を奪い返したとしても、それが実体に戻れなければ何の意味もありません」

「な……ッ。じゃ、じゃあ涙るいは───」

「大たい河がくん、落ち着いて。すぐにどうこうなるという話ではありません。西さい園おん寺じさんの場合はまだ完全には浸しん蝕しよくされていませんし、仮に浸蝕されてもつながりの残ざん滓しが残っていればこちらで再接続させることは可能です」

　その言葉に幾分安あん堵どする。と、冬ふゆ姫きがさらに詳しい内容を問う。

「その残滓とやらがどれくらいの間、残るのかわかりますか？」

「残念ながら正確な時間は……。ですが、早いに越したことはありません」

　できる限り早く精神構造を取り戻さなければ、涙は最悪一生目覚めなくなる可能性もあるということだ。

　一日か、三日か、あるいは何時間か……とにかく急がなければならない。

「そしてさらにもう一つ。イオラには防壁が備わっているので、このままではプログラムを打ち込むことはできません。誰だれかがある程度攻撃して防壁を崩さないと……」

「舞台が《アリエス》である以上、力ずくでやるしかなさそうですね……兄」

「わかってる……それは、俺の役目だ」

　眠る彼女に誓うように、大河は覚悟の言葉を口にした。







　───夢を見ている。

　ぷかぷかと水に浮かんでいるような足元がおぼつかない、それでいてどこか安らぎを覚える感覚。

　思考能力の鈍った空間で彼女は記憶を見続ける。

　ここ四日ほどの短く、しかし密度の高い時間の記憶。繰り返し何度も何度も、西園寺涙という存在に刻みつけるように四日間を再生し続ける。

　じくりと視界の端が紅あかく染まる。また奪いに来たらしい。

（ダメだよ。これは渡さない）

　聞こえたわけではないだろう。紅は夢の端っこのほうをしばらく貪むさぼり続け、やがて満足したように消えていく。

　何度「捕食」を繰り返しただろうか。

　記憶という名のテープは少しずつ少しずつ喰くい散ちらかされていく。

　いずれ全すべて喰い尽くされることは、まどろんだ思考でもわかった。

　それでも、これだけは、この思いだけは、絶対に忘れない。

　それだけを思って、西園寺涙は記憶に浸る。







　不意に、目が覚めた。

「よう、眠り姫。お目覚めか？」

「………ぁ……え……？　たい……が……？」

　声の主に視線を横に向けると、ずっと見ていてくれたのだろうか、真っ白な部屋におかれた椅い子すに座った＊＊大たい河がの姿。

（あ、れ？）

　おかしい……確かに知っていたはずの情報がごっそり頭から抜け落ちている。えもしれぬ不安に襲われて視線を動かしてみても、視界に入ってくるのは白い壁とすでに暗くなった夜の空。

「もう、夜？」

「三時間くらい寝てたからな。……あの似え非せ撫子なでしこ、何が『すぐ目覚める』だよ。滅め茶ちや苦く茶ちや心配しちまったじゃねえか……」

　ぶつぶつと呟つぶやく大河は冷蔵庫から水の入ったペットボトルを取り出し、差し出してくる。ちょうど喉のどが渇いていた涙るいはそれを受け取り───損ねてベッドの上に落としてしまう。

「あ……」

「っと」

　ベッドから落ちそうになったペットボトルを大河がキャッチする。

（……そっか、右手もダメになっちゃったか）

　どこか他人事のように自分の状態を認識する。

　視覚や聴覚はまだ何ともないが、そのうち狂っていくのだろう───理屈ではない、彼女は直感的に理解していた。

「……ほら、飲ませてやるから」

　手の不調を察した大河がキャップを開け、むせないように注意しながら水を飲ませてくれる。どうやら力が入らないだけで多少は動くらしく、両手で挟むようにすれば自分で飲むこともできた。

「ありがと、大河」

「どういたしまして。記憶のほうはどうだ？」

「ん～それなりってところかなっ」

　普通なら恐怖で押しつぶされそうになるような状態。だが彼女は笑って答える。

　負の感情など丸ごと吹き飛ばすような晴れやかな笑みで笑い、どうにもならない想おもいを心の奥底へと隠す。

　それが自分にできる唯一のことだと理解しているから。

「自分のせいだ」と言った目の前の少年の抱える思いを癒いやす唯一の方法だと知っているから。

「そうか……具体的にはどんな感じだ？」

「ん～中学一年のときの記憶は綺き麗れいさっぱりなくなってるね。あ、あと大河と冬ふゆ姫きの苗みよう字じがわからなくなっちゃった」

「……重症じゃねえかよ」

「というわけで、教えて？」

「……天てん陵りようだよ。天陵大たい河がと天陵冬ふゆ姫きだ」

「天陵、天陵大河……天陵冬姫……」

　噛かみ締しめるように繰り返す少女を前に、大河は自分の無力さを痛感する。

　だが今は後悔そんなことをしている場合ではない。

　今の天陵大河では彼女を救うことはできない。救えないからこそ、それまでの時間を大事に使わなければならない。

「つーわけで涙るい。その……明日、デートしないか？」

「……うい？」

　突然のお誘いに、少女は「？」マークを浮かべた。







　次の日、朝八時四十分。

「それじゃ、行ってくる」

　自宅のダイブルームにて椅い子すに深く座った大河は呼吸を整える。その一方でフローリングの床にぺたりと座りこんだ冬姫は徹夜の疲労など感じさせずに作業を続けながら兄を見送る。

「はい。るっちゃんによろしく伝えてください。妹は作業に集中しますので、連絡されても応えることはできません。あしからず」

「わかってるよ。例のプログラムのこと、頼んだぞ。───ダイブスタート」

　大河はアークライトを起動させ、電脳世界エリユシオンに意識を飛ばす。

　いつもと同じ工程で電子体に精神構造が移っていく。違うのはログイン先。現在封鎖されている《アリエス》ではなく、誰だれでも自由に入ることのできる公共構造体。

　構造体には様々な種類がある。

　アリエスのように余剰処理能力でゲームとして稼働している構造体は全体の割合ではかなり少なく、せいぜい０・１％あるかないかといったところ。

　これらの特殊構造体とは違って、一般市民が日常生活で利用する構造体のほとんどは自分が住んでいる街の構造体である。これは現実を模倣して創られており、文字通り「第二の世界」として存在している。

　三人が住んでいる新都市でいうのならば、街の構造体はそのまま《仮想新都市》。

　仮想面積も現実の新都市とほぼ同じ、街並みもほとんど一致している模倣世界。

　もちろん市民でなければアクセスできないということもなく、完全に開かれた公共構造体───それが都市構造体なのである。

「……っと。初めて来たけど、不思議な場所だな」

　一瞬の浮遊感の後のち、大たい河がの電子体は駅前にいた。

　街につながる玄関───《仮想新都市》にログインすると最初に送られる場所がこの駅前である。駅といってもリニアが走っているわけではないのだが。

　空を見上げれば不思議な色合いのキューブがいくつも浮かび、そこにニュースやら話題の情報などが映し出されている。

　建物も道も全すべてが、どこか現実離れした未来都市をイメージさせる空間だった。

（好きなやつにはたまらないだろうな、こういうの）

　実際、長時間連続ダイブして栄養失調で倒れるという事件はたびたび起こっている。

　一般家庭で使われているヘッドギアタイプの小型アークライトには生命維持装置などついていないため、実体に深刻な影響が出るまではずっと潜っていられるのだ。

「さて。冬ふゆ姫きに言われたとおり、待ち合わせ二十分前に来たわけだが」

　視線の先、昨日二人で決めた待ち合わせ場所には先客がいた。

「なんでもういるかね……」

　相手より先に待ち合わせ場所に行って待っていること───冬姫のアドバイスをいきなり破ってしまった。と、彼女もこちらに気づいて元気よく手を振ってくる。

　ふわふわした栗くり色いろの髪、凹凸のはっきりした肢体を露出度の高い服装で包んだ少女。

　自然と目が引きつけられる天性の魅力を放って、西さい園おん寺じ涙るいはそこにいた。




　なぜ二人はこんなときにデートしているのか。

　話は昨日、涙が目覚める前に遡さかのぼる。

「役目、ですか……確かにアレに対抗できるのは兄くらいでしょうけど、勝算はあるんですか？　先の戦いを見る限り、今の兄では勝ち目はないと思いますけど？」

「うぐ……っ」

　カッコよく言い切ったものの、図星を突かれて言葉に詰まる。

　油断していたとはいえ、あのまま戦い続けていたら敗北していたのは事実。それに、原因不明の身体からだの不調もある。あれでは戦いになったものではない。

「……考えなしですか。そんなことだろうと思いました」

「まあまあ、そういうのも大河くんらしいじゃないですか。キリッと決めておいてカッコ悪いですけど」

　今気づいたけど冬姫と巴は夜や、この二人は結構似た者同士かもしれない。

「でも心配ご無用です。このステキで可愛かわいい兄想おもいの妹がちゃんと考えてありますから。───妹に一日時間をください。兄の不調の原因を突き止めて、戦力差のほうもどうにかしてみせます」

　冬姫の目はとても真まっ直すぐで、どうにもならない思いをその奥に押し殺していた。

　二十四時間。その時間が意味することは親友が、涙が壊れていくのを黙って見ているということに他ならない。

　それでも、冬ふゆ姫きはぶれない。

　必ず助けるために、絶対に失敗しないために。彼女は己の言葉を曲げない。

　大たい河がもその思いがわかっているからこそ、覚悟を決める。

「……わかった。頼んだ、冬姫」

「任されました。妹はさっそく自宅に戻って作業に入りますね」

「私も抗体アンチプログラムを完成させなくてはならないので、これで失礼します。こちらも明日までにはどうにかしますので」

「そうか。じゃあ俺は何をしてようかな……」

　自分だけ何もせずに過ごすというのは納得いかない。

　どうやら明日の学校はサボり確定のようだし、やっぱり修行かなと思っていたが、冬姫に別の案を提示される。

「兄はるっちゃんと一緒にいてあげてください。一人では不安でしょうから。何ならデートしてきても構いませんよ？　特別に許可してあげます」

「デ、デート？　いや、でも涙るいは歩けないし」

「それでしたら大丈夫です。会長さん、この病院は思考操作型の電子体の貸し出しってやっていますか？」

「すぐにでも用意できます」

「決まりですね。兄、明日は電脳世界エリユシオンでるっちゃんとデートしてきてください」

　とんとん拍子で話が決まっていく。そりゃ涙のことは心配だし、一緒にいることはやぶさかではないが……デートという響きで否いや応おうなしに緊張してしまう。

「うまくいくよう、妹がアドバイスしてあげます。その代わり、後で妹ともデートしてくださいね？」




　以上、回想終了。

　大河は小走りで彼女のもとに駆け寄り、謝罪の言葉を口にする。

「わりい、待たせたか？」

「ううん、涙さんも今来たところだよっ」

　冬姫のアドバイスとは完全に男女が逆の受け答えだった。知られたらネチネチと責められそうだな、なんてことを思いながら今日一緒に過ごす彼女を見つめる。

　いつも通りの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔、タンクトップにホットパンツと見たことのある服装。

　だというのに、今日の涙はことさら魅力的に見えた。

（……変わったのは、俺のほうなのか？）

　何と言えばいいのだろうか。今日の彼女は───可愛かわいい。

　いつもは可愛くないということではない。なんというか……身に纏まとう雰囲気がどことなく可愛らしいのだ。

　これがデートの魔力というやつなのだろうか。

「……あー、その、身体からだのほうは大丈夫なのか？　思考操作型の電子体だっけ？」

「うん。最初は動かしづらかったけど、もう慣れたよっ」

　涙るいは現実世界では動かなかった手をグッパッと動かしてみせる。

　今彼女が使っている電子体は病院などで使われているもので、頭でイメージすることで身体を動かすという特殊な仕組みの電子体。主に身体に障害を持つ人が使っている。

　───現実世界ではもはや身体を起こすことさえできなくなっている彼女が、電脳世界ここでは自由に動くことができる。あくまで今見ている光景は幻想でしかないと思い知らされるようで、胸のあたりがずきりと痛んだ。

「それじゃ……行こうか」

　感傷を振り払い、右手を差し出す。

　腕を組むまではいかなくても、手はつないでくださいね───冬ふゆ姫きのアドバイス通りに。

「……うん」

　ほんのりと頬ほおを上気させて、涙は自分の左手を重ね合わせる。そして指の一本一本をしっかりと絡ませていく。いわゆる恋人つなぎというやつだ。

「えへへ……」

　恥ずかしさを滲にじませながら照れたように笑う涙は、それはもう滅め茶ちや苦く茶ちやに愛らしかった。

　あんまりにも魅力的だったもので、大たい河がは真っ赤な顔を見られないように顔を背けて歩き始める。

　───今このときだけは、彼女に現実を忘れて楽しんでほしい。

　つないだ手から互いの温ぬくもりを感じながら、デートは始まった。




　それから、二人で色んなところを回った。

　ウィンドウショッピングに始まり、水族館やカラオケなど楽しく過ごした二人はオープンテラスのカフェで休憩中。

　味覚データの組み合わせである紅茶を飲みながら、西さい園おん寺じ涙は目の前の少年を観察していた。

（……凄すごいカッコいい、ってわけじゃないんだけど。でもどうしてだろ？　目が引きつけられるんだよね。表と裏のギャップというか、日常と非日常の境目みたいな感じが好きなのかな？）

　我ながら変な嗜し好こうというか、ちょっぴり危ないのがお好みのようだ。

　記憶がブツ切れ状態なので昔の交友関係はあまりわからないのだが、何となく「西園寺涙」は特定個人と仲良くするような人間ではないと思う。

　広く浅く。そんな自分が一緒にいたいと思うほどに「特別」なのかもしれない。

　と、視線に気づいたのか、大河と目が合う。

「どうした？　なんかついてるか？」

「いや～涙さんって変だよね、って少し自覚してたのさっ」

「涙るいが変だったら俺や冬ふゆ姫きなんて狂人にカテゴライズされちまうぞ」

「あははっ、そんなことないよ！」

「どうだかね。少なくとも育った環境はまともじゃなかったからな」

「ん～なんか特殊部隊みたいなところにいたんだよね？」

「……それを聞いて平然としてられるのが凄すごいんだが……特殊部隊か、あながち間違ってはいないな。銃や軍用ドローンなんて日常的に見てたし、現実で殺し合いもするような場所だった。引き取られた場所としては……まあ最低だな」

　それでも日常を失わずにいられたのは、思いがあったからだ。

　いつか必ず帰る───心に決めた「帰るべき世界」があるからこそ染まりきることはなかった。

「……冬姫から聞いてて何となく想像はしてたけど、おおよそ現代らしからぬ家だねっ」

「全まつたくだ。今じゃどの国も主力は無人兵器、そんな中で人がやっていく、ってんだから鍛え方一つとっても非常識なものになる」

　身体能力一つとっても化け物じみた人間たちが集まる場所。

　そんな連れん城じよう家に引き取られた大たい河がへの風当たりは尋常ではなかった。まともに刀術を教えられることもなかったので、周りを観察して呼吸法から細かい体たい捌さばきに至るまで全すべて奪うしかなかった。

「もしかして、いじめられたりとかしてたの？」

「……何でそう思う？」

「何となくだけど、少しつらそうだったから。もしかしたら苦い経験とかあったんじゃないのかな、って思った」

（鋭するどいな）

　表情はほとんど変わらなかったはずだ。それがこうも的確に読み取られるとは。

「まあ人間だしな。気に食わないやつがいれば痛めつけたりはするさ。……強くなってからは全員返りうちにしてやったけどな」

「あはは……」

　そこまで話し終えたところで店員が何やら奇妙な物体を運んできた。もはや逆三角形となるくらいにアイスや果物などがふんだんに盛られているそれは、零こぼれ落おちていないのが不思議なくらいの代物。

「お待たせしました。ご注文のスペシャルパフェになります」

「おお～来た来たっ」

「え、何これ。パフェ、って……冗談だろ？」

「んふふ～、オブジェクト化して座標を固定してあるから絶対に崩れないのさっ」

　デデンッとか効果音がつきそうなほど巨大なパフェがおかれる。確かにスペシャルという名にふさわしい風ふう貌ぼうだが、これはいくらなんでもやりすぎだろう。

「ふーん……これも味覚を刺激するプログラムの組み合わせってわけだ。そう考えると何だか得体の知れないものを腹の中に入れてるみたいで気味悪いな」

「む、その考え方はいただけないな～。大たい河がも食べてみる？　美お味いしいよ？」

「……それじゃ、一口だけ」

「よしきたっ、はい、あーん！」

　涙るいは一口分をスプーンですくい取ると、大河に向けて差し出してくる。

「ちょ、涙!?」

「ほらほらっ、ここはそういう店なんだからさっ」

　ふと周りを見てみればイチャラブしているカップルの数々。同じパフェを食べている人たちもいればステレオタイプな「カップルジュース」を一緒に飲んでいる男女もいる。

　けど───言い返そうとしたところで朱が差し込んだように赤くなった頬ほお、向けられたスプーンが緊張で揺れているのに気づいて、言葉を止める。

　一瞬だけ躊ちゆう躇ちよする、が、覚悟を決めて差し出されたパフェの欠片かけらを一口で食べる。

「……美う味まいな」

「でしょっ！」

　てっきり甘甘かと思ったのだがそれほどでもなく、程よい甘さと冷たさが口の中に広がる。味覚だけでなく嗅きゆう覚かくもプログラミングされているらしく、フルーツの爽さわやかな香りも漂ってきて後味もすっきりとしている。

「……えへへ、間接キスだね」

「ごほっ!?　お、おまっ!?」

「冬ふゆ姫き的にいうと涙さんと一緒の初体験、なのかなっ？」

「……ガキのころを除外すれば、初めてだよ」

　相手はもちろん冬姫である。涙もわかっていたのか、少しだけ残念そう。

「そっか。やっぱり冬姫には勝てないな～」

「別に勝ち負けの問題じゃないと思うが？」

　そもそも子供のときの話である。別に意識するようなことでもない。

「そうかもね。でも……一番になりたいことだってあるんだよ」

　特に、気になる人のことだと───そう続ける勇気は、今の彼女にはまだなかった。

　心の中で燻くすぶる思いを振り払いたくて、話題を変える。

「そういえばさ、いつ会長さんと仲良くなったの？」

「ん？　あー……たまたま専門科目で一緒になったんだよ。それでちょくちょく話すようになった」

「そうなんだ。なんだか会長さん、大河と涙さんじゃちょっとだけ接し方が違うな～って思ったんだけど、気のせいかな？　大河も先輩相手なのにすっごいくだけてるし」

「……き、気のせいだろ。ほら、次の場所行くから早く食べちまえよ」

　鋭するどい質問に大河は慌てて話題を逸そらす。そんな彼の様子を訝いぶかしむ涙だが、「今はいっか」と思い直して再びパフェをすくい始めた。







　同時刻、切きり燈とう学園の構造体。

「……くしゅん！」

　小さなくしゃみが響く。

　私室化している教室でソファに座って抗体アンチプログラム開発を続けていた切燈巴は夜やは「こんなときに風か邪ぜかしら」と実体のバイタルを調べる。

「全すべて正常値……誰だれかアタシの噂うわさでもしてたのかしら？」

　しているとすれば研究員の誰かか……大穴で彼だろうか。そんな余計な思考ついでにちょうど作業も一段落したのでこのまま休憩することにする。

　大分疲れがたまっていたらしく、ソファの上で横になってぼーっと天井を見上げる。

（……研究室に戻りたいけど、他の研究員に見つかったら間違いなくネチネチと絡まれるわね）

　なにせ独断での大規模構造体アリエス封鎖なんて前代未聞のことをやらかしたのだ。あのときはアレ以外に手がなかったとはいえ、問題にならないわけがなかった。おまけに騒動の原因は彼女が開発した新型ＡＩ。

　現在、巴夜は社内で微妙な立場に立たされていた。

「おかげで設備が整ってないここで作業しなくちゃいけなくなったし……ったくもう。時間がないっていうのに！」

　一日。それが会社側が彼女に与えた猶予。

　それで状況の改善が認められない場合は元凶であるイオラを破壊する───それが役員会議が下した結論。彼女が交渉で勝ち取った最後の期間。

　結果だけ見れば上々。なにせ二十三人が意識不明になっているのだ。即刻破壊命令が出なかっただけでも恩の字というべきだろう。

（西さい園おん寺じさんのことと《ジェイル》のことがバレてたらヤバかったわね。さすがに一般人に被害が出てたらアタシの脅しだって効かなかっただろうし）

　強制転てん移いなんて目立つことをしたのだ。その上で何かすれば切燈の不祥事が表おもて沙ざ汰たになるかもしれない───だから自分に任せろと彼女は上層部に進言した。

　ただでさえ悪い噂が流れている切燈だ。不祥事は絶対に避けたい。半分自分の首を絞めるような形だが、彼女はイオラを救うチャンスを得ることができた。

　───固執している。自分でもそう思う。

　単に開発者だからというだけではない。イオラは彼女の夢そのものなのだ。

　切燈巴夜という少女は、ずっと孤独だった。

　実家が黒い噂の絶えない企業ということもあって彼女と親しくしようとする子供などいなかった。彼女に近づいてくるのは切燈の名が欲しい大人ばかり。

　大人になれ───組織のトップである父は彼女にそう命じた。他者に付け込ませる隙すきを与えないための命令は、彼女に我がままや横暴といった子供じみた振る舞いを禁じた。

　本人が意図することなく大人びてしまった巴は夜やは、ますます周囲から孤立する。

　その頃ころからだ。彼女に一つの夢ができたのは。

　───友とも達だちが欲しい。

　童心を大人の仮面で隠して成長した彼女は同じを思いをもつ阿あ菫すみ青あお子こと出会い、そして一つのプロジェクトを始める。誰だれかの友達になれる存在───感情をもつ仮想人格、プロジェクトネーム・アイオライトの開発を。

　ゆえに彼女は守らなくてはならない。

　今は亡き友人と共に描いた夢の形、これから先、かつての自分たちのような人の支えとなりうる存在を、何を犠牲にしても守らなくてはならない。

「……待ってなさい。必ず助けだす。どんな手を使っても」

　誰にも聞こえない覚悟の言葉を吐はき出し、巴夜は作業を再開する。







　一人では食べきれなかった巨大パフェを二人で何とか食べきり、大たい河がと涙るいは再び街に繰り出した。ゆったりと時間を楽しむように歩き続けていると、涙がアクセサリーを並べている露店に興味を示した。

「わー、これ素敵……」

　涙が手にとっているのは日輪をかたどったペンダント。なかなか意い匠しようが凝らされており、この手のものに詳しくない大河でも感心する出で来きだった。

　ちなみに露店といってもここで販売しているわけではない。ここはいわば見本を並べている場所であり、注文すると現実世界で実物が手に入るという仕組みになっている。

「確かに綺き麗れいだな。それに、涙によく似合いそうだ」

　値段を見てみる。少し高いが、これなら手持ちで何とかなる。

「これ買います。送り先はここで」

「え……？　いやいや悪いって！　生活費足りないんでしょ？」

「少し食事を切り詰めれば何とかなるよ。それに、デートの記念だけじゃなくてお礼も込めてのプレゼントなんだ」

「お礼？」

「引っ越してきて以来、涙にはお世話になりっぱなしだからな。その感謝の証あかしっていうかなんていうか……ありがとう、これからもよろしく、ってことで受け取ってくれ」

　正面から感謝の気持ちを伝える。

　涙には本当にお世話になっている。学校のこと、食事のこと、アリエスのこと、そして冬ふゆ姫きの友達になってくれたこと。感謝してもしきれない。

　正直恥ずかしいが、これはちゃんと言葉にして伝えなければならないことだ。

　当の涙はぽかんとしていた。彼女は特別何かをした自覚などなかった。自分ができることをしていただけ───それなのに生き真面目まじめに感謝の言葉を口にする彼がどこか可愛かわいらしく思えた。

（……冬ふゆ姫きが可愛いって言ってた気持ち、何となくわかるかも）

　同時に、これを受け取らないと彼の気持ちを無下にすることも。

「そっか。じゃあ、遠慮なくプレゼントされるよっ」

「おう」

　到着は二日後、パラディスに届くようにして購入手続きを進め、おまけとしてアクセサリのデータをもらう。これで現実でも電脳世界エリユシオンでも同じファッションができるというわけだ。

「あ。ちょうどいいから、それ大たい河ががつけてよっ」

「え？　い、いやそれくらい自分で───」

「ほら早く早くっ」

　勢いに押されるまま、ペンダントの留め金部分を外して一歩近づく。

　こちらを見上げたまま目を閉じた涙るいは何だかキスをねだっているようにも見えて、大河はなるべく直視しないようにしながら首の後ろに手を回す。

　正面から向かい合うような形でペンダントをつけようとする。が、大河の腰が引けているせいかどうにも上う手まくいかない。

「大河ー。もうちょっと近づかないとやりにくいと思うよ？」

「う、い、いやわかってるんだけど……」

　だけどこれ以上近づくと……色々と密着してしまうんですけど。特にそのおっきな胸とか───そう思ったが口に出すのは憚はばかられた。でもこれ以上涙を待たせるわけには、と数秒ほど葛かつ藤とうして、覚悟を決めてもう一歩近づく。

「───っ」

「はう……っ」

　第三者が見たら、若いカップルが抱き合っているようにしか見えない。それほどに二人は密着していた。むにゅりと冬姫とは比べ物にならない大きさの双丘がお腹なかの少し上の辺りに押しつけられ、幸せすぎる感触が広がる。

（大きいのは知ってたけど、こ、これはヤバすぎる……っ）

　感触もそうだが、視覚や嗅きゆう覚かくもやばい。

　上から見下ろす涙の身体からだは暴力的なまでの魅力を放っており、おまけにふわふわの栗くり色いろの髪からはすごく良い匂いがする。例えるのなら……そう、太陽。あったかくて柔らかいお日さまみたいな匂い。

　このままくっついていたら本格的にマズイことになりそうで、大河は急いでペンダントの留め金を留める。そうしている間にも触覚や嗅覚が刺激されまくって、やっと終えたときには精神が色々と擦り減っていた。

「えへへ……」













　それでも、この彼女の笑みが見られただけで頑張った価値はある。そう思った。

　嬉うれしそうに指先でペンダントをつんつんしている涙るい。見ているこっちまで嬉しくなってしまいそうな笑みだが、ふと影がさす。

「そろそろ時間かな……」

　わかっていたことだ。どれだけ今このときが楽しくとも、終わりは必ずやってくる。残りわずかな灯を胸に、少女は告げる。

「……最後に行きたいところがあるんだ」







（るっちゃん、そろそろ限界ですよね……）

　朝に大たい河がを見送った場所から一歩も動かず凄すさまじいスピードでプログラミングを続けていた冬ふゆ姫きは一瞬だけ画面から視線を外し、時刻を確認する。

　午後四時───切きり燈とう巴は夜やがリミットと試算した時間。冬姫は遠き世界にて消えようとしている少女を思って天井を見上げる。

　天てん陵りよう冬姫の、鴉からす羽ば冬姫だった少女の唯一の友とも達だち。それが西さい園おん寺じ涙。

　最愛の兄と引きはがされて自ら暗くら闇やみに身を落としていた自分に手を差し伸べてくれた、大切な親友。

「……安心して待っていてください。すぐに助けますから」

　ただそれだけ呟つぶやくと冬ふゆ姫きは作業に戻る。

　今やるべきことは一つ。それ以外の全すべてを思考から排除する。

「あと少しです、一気に終わらせましょう」

　空色の瞳を輝かせ、冬姫は電子の海へと飛び込んでいく。







「うん。ここはいつ来ても綺き麗れいだねっ」

　朱色の景色の中、涙るいの動きに応じて栗くり色いろの髪が踊るように舞い、輝く夕日に反射してキラキラと光の粒子を放つ。豊かな髪が風に流れるたびに光が散らばり、あたり一帯を暖かくて優しい雰囲気で包みこむ。

「……ああ、確かに綺麗だ」

　行きたいところがある───そう言って彼女に連れてこられたのは《仮想新都市》の外れにある小高い丘の展望台だった。休日であれば人もいたかもしれないが、平日の昼間にこんな何もないところに、それも現実じゃない場所に来る酔狂な人間はいないようで、街を一望できる展望台にいるのは彼ら二人だけ。

　大たい河がと涙は並んで、現実そっくりな幻想の街並みを眺める。

「……どうして、最後にここを選んだと思う？」

　ポツリと呟かれた言葉は風に紛れて散っていく。それでも確かに届いた言葉に、大河は眼下に広がる新都市の全貌を捉とらえながら答える。

「景色が綺麗だから、かな」

「残念、外れ……でもないかな？　そういう気持ちもないわけではないしねっ。でも不正解だよ」

　頭の中に残されていた最後の欠片かけら、直近の記憶がぐちゃぐちゃになっていく。西さい園おん寺じ涙という人格が曖あい昧まいになっていく。思考操作もままならず、この電子体も動かせなくなってきている。

　刻限は、もう間近に迫っていた。

「いつかね。気になる人ができたとき、デートの最後に来る───そう決めてたんだ。本当は現実がよかったんだけど、贅ぜい沢たく言える状態じゃないからね」

「別に行けばいいじゃないか。実体に戻った後、気になる男と一緒に」

「あははっ、わかってないな～大河は。こういうのは初めてっていうのが重要なんだよ。一緒に夕日を見る……運命的で素敵でしょっ？」

「そーゆーもんか」

「そーゆーもんだよ……座っていいかな？　実は立ってるのつらいんだ」

　ベンチに腰掛けて、ゆったりと沈んでいく太陽を眺める。すると、こてんと涙の頭が大河の肩に預けられる。

「………………………………やっぱり、怖いよ」

　小さな声が聞こえた。

「覚悟っ、してたつもりだよっ……でもっ、自分が消えちゃうのは怖いよ……っ」

「……涙るい」

「どうしてこんな目に合わなくちゃいけないのっ!!　ただ普通に毎日を過ごしてただけなのにっ!!　大たい河がも来てもっと面白くて楽しい日々になりそうだったのに、なんでこんなにつらい思いをしなくちゃいけないのっ!?」

　無理やり抑えつけていた感情の鎖がはじけ飛び、爆発する。

　どうしてよりにもよって自分なのか、どうして他の人じゃないのか───それが他者の不幸を願っていると同義だとわかっていながらも、そう思わずにはいられない。

　天てん陵りよう大河には、一度は現実に押し潰つぶされた少年には、その気持ちが痛いほどわかる。

「……消えたくないよぅ……」

　ぽろぽろと大粒のなみだが零こぼれおちていく。今まで押し殺していた恐怖が、脅おびえが次々と湧わきあがってくる。

　───こんな顔を見たくないから、自分は強くなったのではないのか。

「……本当なら斬きられるのは俺のはずだった、消えていくのは俺のはずだった。お前が庇かばってくれたからこそ、俺はここにいられる。だから───お前が斬られたことを、俺は絶対に無意味なんかにしない」

　西さい園おん寺じ涙ではなく天陵大河が残ったことには意味があったと、その先につながる何かがあったんだと証明してみせる。

「───誓う。だから待っていてくれ。すぐに行くから」

　必ず救い出す───犠牲の上に立つ人間に負けることなど許されない。

　その犠牲には尊い何かがあったと思わなければ、全すべてが無意味で無価値な存在になってしまう。

「……ぁ……」

　吸い込まれそうな蒼そう穹きゆうの瞳は真まっ直すぐ彼女を見つめる。包み込むような雄大な空を思わせるその瞳に、涙は小さくため息をつく。

（ああ───これは、やられちゃったな～）

　もう間違いようがない。

　消える寸前になってようやく確信するというのも自分らしい。

　吊つり橋ばし効果とか余計なことまで浮かんでくるが、そんなのはどうだっていい。

　だから彼を信じてとびっきりの笑顔で別れよう。またすぐに会えるのだから。

　零れる涙なみだを拭ぬぐう。

　綺き麗れいなオレンジ色の夕日を、焼けつくような朱色を心に刻みつける。

　今ここにある確かな思いを胸に、




「───うん。待ってるからね、王子様」




　西さい園おん寺じ涙るいは目を閉じる。

　眠るように安らかに、閉じられた瞳は決して開かない。

　夕焼けの中、大たい河がは力の抜けた身体からだをしばらく抱きしめ続けていた。










　　第五章　最速最強の領域





「うな～……」

　現実世界に帰還した大河を待っていたのは、可愛かわいいんだか何なのかよくわからないうめき声を上げて床に転がる妹───なのだろう。おそらくは。

「……いつの間にここは魔境になったんだ？」

　なぜ断定しないのかと言われれば、部屋の様子が今朝から一変していたからである。

　宙に浮かぶのは数十ではきかない数のウィンドウ。それらが四方八方に展開している上に壁やら天井やらにぐにゃぐにゃ歪ゆがんだ立体映像ホログラムが映し出されている。

　現実と電脳が入り混じった、なかなかにカオスな光景だった。

「冬ふゆ姫き～、大丈夫かー？」

　何となく近づくのが躊躇ためらわれて声をかけると冬姫が微かすかに身動みじろぎし、それに呼応するようにホログラムが消えたので彼女の下に歩み寄る。寝転がる彼女は艶つややかな黒髪が疲労を表すように床の上に広がり、その他諸もろ々もろと美少女が台無しな感じになっていた。

　意識はあるようなので額ひたいに手を当ててみると、かなり熱をもっている。風か邪ぜをひいているわけではない。これは脳を酷使したことによる知恵熱みたいなもの。

「……ったく、無む茶ちやしやがって」

　嘆息しつつ、しゃがみこんで冬ふゆ姫きの身体からだを抱き上げる。

　色々と小さい彼女の軽さに驚きながら寝室に運んで巨大なベッドに横たわらせると、冬姫はまるで猫のように丸くなる。

「うにゅ……」

　今にも目ま蓋ぶたの上と下がくっついてしまいそうな様子の冬姫。だが彼女は何とか眠気を振り払って起き上がり、目もとのあたりをくしくしと擦こする。

「頭……重いです……」

「そのまま横になってていいぞ。何か飲み物持ってくる」

　限界まで脳を酷使したつらさは大たい河がもよく知っている。できることならすぐにでも寝かせてあげたいところだが、今回だけはそうもいかない。

　眠気覚ましにコーヒーを淹いれて冬姫に渡すと、ミルクもガムシロップもいれずに一気に飲みほす。かなり苦いはずだが、今の彼女にはその苦さも覚かく醒せいを促すほどの効果にはならないらしく目をしょぼつかせている。

「うぅ……ここまで頑張ったのは久しぶりです……」

　冬姫は昨日病院から帰って来てから食事やシャワーなどの時間を除けば、ずっと休むことなく膨大な情報を頭の中で処理し続けた。それも、桁けた外れに速い思考速度で。

　大河の武器を現実的な速さだとするのなら、冬姫の武器は思考の速さ。

　常人を遥はるかに超える演算能力に複数の事象に対処する並列処理能力、そして直感的に解答を得る電脳感ともいうべき第六感。

　現実を「視み」る大河の対となる、電脳世界エリユシオンを「視」る眼め。

　超能力の類たぐいなどではない、脳を限界まで活動させることで可能となる人間の限界値。

　とはいえ無茶な真ま似ねであることに変わりはない。

　長く使えば脳が疲弊、ぶっ倒れて二、三日は目覚めないこともある。

「ホントにごくろうさま、冬姫」

　彼女の疲労がわかる大河は優しく頭を撫なでる。

　ふにゃ、と表情を蕩とろかせた冬姫は少しの間その感触を堪たん能のうしていたが、やがて瞳に真剣な色を携えて姿勢を正す。

「……では、本題に入りましょう」

　大河も手を引っ込めて正面から向き合うと、冬姫は端たん末まつを操作してホログラムで一つの結晶体を映し出す。

　見る角度によって色が変わる不思議な結晶体は大河の眼前で静止し、そして一枚のウィンドウが結晶体から浮かび上がる。

《天てん陵りよう冬姫よりプログラム《シンクロ・インフィニティ》のインストール許可が申請されました。「ＹＥＳ」ｏｒ「ＮＯ」？》

「最初に言っておきます。兄が死神と戦うというのならこのプログラムは大いに役立つでしょう。少なくとも兄の身体からだの不調については完かん璧ぺきにクリアしています」

　こうして話している間にも疲労は思考を霞かすみのように曖あい昧まいにしていく。それでもこれだけは伝えなければならないと、冬ふゆ姫きは己の心に活を入れて言葉を紡ぐ。

「妹は鴉からす羽ばで関かかわっていた研究、『実体と電子体の同調』を応用してこれを作りました。ですが元々高いリスクが原因で凍結されてしまった研究です。このプログラム───《シンクロ・インフィニティ》も、はっきりいってまっとうなプログラマーならば絶対に作らないような危険なプログラムです」

「……危険って、具体的には？」

「命に関わるレベルです」

　間髪入れずに返された答えは彼女の真まっ直すぐな視線と混じり合って大たい河がを射抜く。

　───ここから先は半端な覚悟で立ち入れる領域ではありません、と。

「危険性だけなら、おそらく《ジェイル》を上回るでしょう。一歩間違えれば確実に心が壊れて廃人になります」

　どこまでも真剣な冬姫の様子に、その言葉が誇張でも何でもないことを察する。

「そのプログラム、《シンクロ・インフィニティ》は普通の人にとってはハイリスクノーリターン、全まつたく意味のない代物です。兄のように電脳世界エリユシオン特有の仕組みがマイナスに働く極一部にしか効果はありません」

「特有の仕組み？」

「電脳世界エリユシオンは半分娯楽の世界みたいなものですから、苦痛や負の感情を誘発しかねない要因は可能な限り排除されています。例えば痛覚ですが、ほぼ全すべての構造体で制限、もしくは遮断されています」

「そりゃ《アリエス》みたいな構造体で痛覚なんてあったら誰だれもやらねえだろうしな」

　斬きられたり叩たたき潰つぶされたり燃やされたりなどなど。痛覚が残っていたらとてもじゃないが耐えられないだろう。

「《アリエス》のランクによる身体能力補助ステータスアシストなど、これらは本来構造体を楽しむためのシステムなんですけど、同時にそれが原因で実体の電子体の同調にわずかではありますがズレを生じてしまっているんです」

　現実にはない、いってしまえば余計なもの。

　ゆえに電子体と現実の肉体は完全に同調することはない。

「もっとも普通の人は元々実体の性能を十全使えているわけではないので、わずかな差異程度なら何ら影響を及ぼすことはないのですが……限界まで鍛えられた兄の身体能力や妹たちの《眼め》に関しては別です」

　常人をはるかに超えた反射神経と動体視力にとって、余計なプロセスは邪魔以外の何物でもない。イメージした動きと実際に電子体がとる動きに生じる刹せつ那なの誤差は少しずつ少しずつ拡大していき、最終的には完全に乖かい離りしてしまう。

「腕の感覚がなくなったのはそれが原因か」

「はい。ですので、このプログラムの効果は単純です。差異を生み出しているシステムを無効化するため、自分自身をハッキングし続けるというものです」

「自分を……ハッキング？」

「詳しく説明すると三時間はかかるので省きます。想定されるリスクは主に二つ。一つは痛覚遮断が解除されることにより、電子体が受けたダメージが全すべて伝わるということです。腕を斬きり落とされればその痛みが、身体からだを両断されれば同等の痛みが精神ダメージとなって心に伝わります。酷ひどいダメージを負えば最悪、精神が崩壊してしまうでしょう」

　電子体が傷ついたところで現実の身体に影響はない。だが痛みそのものは精神に直接ダメージを与える。

　過去に負った傷痕が疼うずいたり、不意に痛んだりする幻痛と呼ばれる症状が例としてあげられる。

「そしてもう一つのリスク。それは効果を発動している間ずっとハッキングし続けなければならないという性質ゆえに、脳に非常に大きな負担がかかるということです。妹も試してみましたが、もって五分───脳がオーバーヒートして廃人にならないギリギリのラインです。兄と妹の場合は《眼め》を使えばもっと短くなるでしょう」

「また色々と制限があるもんだな」

　攻撃を受けるとマズい上に制限時間付き。

　おまけに本気を出せば制限時間も短くなる。

「……すみませんです、兄」

　と、冬ふゆ姫きが頭を下げて謝罪の言葉を口にした。

「どうにかしてリスクを減らそうとしたんですけど、結局どうすることもできませんでした。こんな欠陥だらけのプログラムで戦えなんて、妹として最低です。本当に申し訳ありません」

　己の力不足を痛感しながら、冬姫は頭を下げ続ける。

　自分が使うのならばどんな欠陥品だろうと構わない。全部まとめて自分の責任だから。

　だが今回彼女のプログラムを使うのは大たい河が。リスクを払うのも、危険な目にあうのも全て彼。

　だから、彼女は言わなくてはならない。

「……受け取るか受け取らないかは、兄の判断に任せます。もしこのプログラムが信用できない、危険すぎると判断したら───」

　タン───妹の言葉を切るように「ＹＥＳ」を指先でタップする。驚く冬姫であるが、大河には迷いなど欠片かけらもない。

「誓ったんだよ。必ず救うって。───命に関かかわる？　涙るいのおかげでここにいる俺が、その程度で臆おくしていいはずがないだろう」

　このまま救うことができなければ、天てん陵りよう大河は自分を許せない。誓いを破ってのうのうと生きることなど許容できるはずがない。

　それは、死んでいるのと何が違うというのか。

「それに、俺は冬ふゆ姫きを信じてるからさ」

「……はぁ、全まつたくもって難儀な兄ですね」

　ため息をつきながらもどこか嬉うれしそうに冬姫は処理を進めていく。

　すると結晶体が粉々に砕けて細かい粒子となり、大たい河がの端たん末まつに吸い込まれるように消えていく。

《インストールを開始します。残り三分》

　ウィンドウにそのような文字が表示され、画面が進行度を示すステータスバーに切り替わる。あとは待つだけだ。

　と、そこで冬姫の身体からだがぐらりと傾く。やるべきことを終わらせて気が抜けたのだろうか。誤ご魔ま化かしていた疲労が一気に押し寄せてきたようで、目ま蓋ぶたが落ち始める。

　大河は徹夜で頑張ってくれた妹を労ねぎらうように、頭に手をおいて優しく撫なでる。

「……あとは俺に任せろ。涙るいは必ず助ける」

　その言葉で安心したのか、はたまた撫でることで眠気が増したのか───冬姫は夢の世界に落ちる前に淡い笑みを浮かべる。

「信じてます。兄」

　それだけ言うと冬姫は目を閉じ、数秒のうちに微かすかに寝息を立て始める。安心しきった表情を浮かべる彼女に布団をかけて、大河は寝室を後にする。

　再びダイブルームに入り、ログインの準備を進めながら端末で巴は夜やに連絡する。

「こっちは準備できたぞ」

〈おっけ。それじゃ一いつ旦たん学園の構造体に来て。場所はあの教室。ロックは解除しておくから、正面から入って来ていいわ〉

　ダイブスタートの合図で五感の全すべてが切り替わっていく。

　無事にログインが終わったのを確認して学園の構造体を進み、目的の校舎───現実と変わらず寂さびれている区画に足を踏み入れる。

（そういえば、初めてイオラを見かけたのがここだったな）

　あのときは確か気まぐれで立体映像投影機ホログラムプロジエクターを起動させたんだったか。それで本来は見えなかったはずのイオラの姿が映し出された。

（……あれがなかったら巴夜と知り合うこともなかっただろうな）

　もしイオラを見つけなかったら、今いま頃ごろどうなっていただろうか───現実逃避にも等しい無駄な思考が頭をよぎる。

　もしかしたら何も起こらずにいたかもしれない。そんな都合のいい幻想が脳裏に思い浮かび、すぐさま泡となって消えていく。

「来たわね」

　私物化された教室は幾多のウィンドウと結晶体が浮遊している不思議空間になっていた。

　その向こうでいつものように寝転がることもなくソファに座って作業に没頭しているのは、先日も見た黒のスーツ姿の巴は夜や。

　外見が和風美人なので正直あまり似合ってない。

「あと少しで終わるわ。ちょっとだけ待ってなさい」

　十数ものウィンドウを同時に操作して作業を続ける巴夜はこちらを一いち瞥べつすることもなく早口で言う。目の前の作業に全神経を集中させていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　邪魔にならないようにソファの端のほうに座り、特にやることもないのでその様子をぼーっと眺める。と、視界に違和感を覚えた。

「……ん？」

　消えては現れてを繰り返していくウィンドウの数々───その中に、一つだけ変化のないものがあることに気づく。操作されるわけでもなく浮かんでいるそれが妙に気になって身を乗り出して覗のぞきこむ。

　それは一枚の写真だった。写っていたのは二人の少女。

（巴夜と、イオラ……？　いや、けどなんで切きり燈とうの制服着てんだ？）

　少し幼い感じの巴夜からして、一、二年前に撮られたものだろうか。そこは別にいい。大たい河がが気になったのは、彼女たちの、正確には彼女の服装。

　巴夜はともかくイオラが制服を着ているのはおかしい。それにこの写真に写っているイオラにはＡＩ特有の機械らしさが全まつたく感じられない。まるで、いや生きている人間そのものだ。

　これはいったいどういうことなのか───もっとよく見ようとするが、その瞬間に写真は消えてしまう。

「のぞき見なんて趣味悪いわよ」

　ジト目の巴夜がこちらを睨にらみつけていた。どうやら作業は終わったらしく、展開していた数多あまたのウィンドウも同様に全すべて掻かき消きえている。

「できたのか？」

「テストする余裕はないから、残念だけど効くかどうかは実戦で試すしかないわね。けど理論上はこれでイオラにはダメージを与えずに《ジェイル》だけを消去できるはずよ」

　血のような紅と相反する蒼あおい結晶体が投げてよこされる。

　反射的に受け止める大河だが、触れた瞬間に結晶体は溶けるようにして大河の身体からだに吸い込まれていく。これでインストールは完了。

「そうか。なら、あとは俺の仕事だな」

　これで全ての準備が整った。

　大河はウィンドウを操作して外装を《アリエス》用のロングコートに変え、同時に腰に現れた野の太だ刀ちを手で確認する。

「……写真のこと、聞かないの？」

　戦いに向けて軽く準備体操をしていると巴夜が幾分警戒しながら問いかけてくる。真まっ直すぐこちらを推おし量はかろうとする彼女に、大河は正直に答える。

「気にならないと言ったら嘘うそになるが、聞いても答えてくれそうにないからな」

　彼女の様子を見れば踏み込まれたくない領域かどうかぐらいはわかる。そこに土足で踏み込むほど無神経な人間ではないつもりだ。

「お前も何かを抱えてる。どうしてもイオラを助けたいと思ってる……俺たちが協力する理由なんてそれだけで十分だろ。互いに腹の底を見せあったわけでもないしな」

　つい数日前に会ったばかりの相手だ。信頼できる理由なんてどこにもない。

「互いに互いが利用できるから手を貸す。つまるところ俺とお前の関係なんて、そんなもんだろ？」

　割り切った、いや、あまりに割り切りすぎた言葉に、巴は夜やは少しだけ驚く。

「……意外ね。妹さんや西さい園おん寺じさんとの関係を見ているあたり、てっきり無む垢くな信頼とか甘っちょろい考えを押しつけてくるかと思ってたんだけど。思ってたより現実的な人間なのかしら？」

「涙るいを助けるためなら、お前が裏で何を考えていようと構わないってだけの話だ」

　その言葉に、巴夜は己と同質の何かを垣かい間ま見みた。

　おそらくこの少年は西園寺涙を助けるためなら、それが何であろうと躊躇ためらうことなく行動しただろう。自分がイオラを救うために会社を敵に回しかねない無む茶ちやなことをしたように。

　二人の思いは、決意は、とてもよく似ていた。

（……なんでイオラが懐いたのか、少しわかった気がするわね）

　巴夜が指を鳴らすと壁の一部が変化し、白く光る扉に変わる。人一人が何とか通れる程度の大きさで、向こう側に何があるのかは一切見えない。

「一時的にここと《アリエス》をつないだわ。アンタが通ったらすぐに切断する。そっちからの連絡はできるようにしておくから、終わったら呼んで」

「ああ、わかった」

　先の見えない霧のごときゲートに向かって一歩踏み出す大たい河が。その背中に声がかけられる。

「……命令よ、大河。必ずイオラを救い出してきなさい。アタシがしてきたことを無駄にしたら、許さないからね」

「わかってるさ。お前だけじゃない、こっちは冬ふゆ姫きの分も背負ってんだ」

　大河は転送扉をくぐり、《アリエス》へと再び足を踏み入れる。

「───ずっと昔に決めたんだよ。もう二度と負けねえってな」




　ざりっ───足元の感触は硬い床から土へと変わる。どうやら現在の《アリエス》は日中のようで、はるか頭上から太陽の光が猛然と降り注ぐ。

　ところどころに巨大な剣が刺さった平野。ここで死神と戦ったのはつい昨日のことだというのに、何だか遠い昔のように感じてしまう。それだけここ一日の密度が濃かったということなのだろうか。

（……デート、楽しかったな）

　あんな風に同年代の女の子と二人で過ごすのは生まれて初めてだった。ずっと殺伐とした日常を送ってきたこともあって、その記憶は彼の中で光り輝くものとなっている。

　妹と一緒に暮らして、友とも達だちと遊んで、皆で笑って過ごす。

　そんなありふれた日常がどれほど尊いものなのか、彼は理解している。

　だからこそ───。

「……てめえは許さねえ」

　視線の先にはおぞましさを覚えるほどに長く紅あかい、血のごとき真紅の髪。身みの丈たけとほぼ同程度の大おお鎌がまを無造作に下げ、少女の皮をかぶった存在はただひたすら空を見上げている。

　答える言葉はない。

　死人───そう言われても違和感がないほどに意思も光も宿さない瞳を髪の下から覗のぞかせ、死神はただそこにある。

〈───電子体確認〉

　ぐりんと首が回り、無機質というにも冷たすぎる音が発せられる。

　その姿に、音に、湧わきあがるのは煮え立つような怒り。

　コイツが奪った。

　八年かかって手に入れた日常を、太陽のように明るく温かい彼女の笑顔を。

　目を閉じて深呼吸をする。

　３、２、１……カウントダウンと同時に全身の細胞を叩たたき起おこしていく。

〈状況判断、実験再───〉

「───今までの礼だ。手始めにくらっとけ!!!」

　一瞬で死神の眼前まで飛びだし、左ひだり拳こぶしで爆弾のような轟ごう撃げきを叩きこむ。

　余計な動作を一切省いて繰り出された拳撃はかろうじて反応した死神の肩へと突き刺さり、華きや奢しやな身体からだを二十メートル近く殴り飛ばす。

　怒りに任せた拳撃とは違い、力を完全に統御して一点に集中させた一撃は鋼鉄の塊ですら容易に破砕させる。

　現実世界ならば肩の骨を砕いたであろうほどの一撃。

　だが《ジェイル》の副産物なのか、イオラの元々の性能なのか、耐久度が異常なまでに高い死神にはあまり効果がない。今の一撃では致命傷どころかかすり傷程度にしかなっていないだろう。

　死神は地面を猛スピードでバウンドしながらも立ち上がろうとして、

「もう一発ッ!!!」

　吹き飛ぶ速度をはるかに上回るスピードで追撃してきた大たい河がの轟ごう拳けんに穿うがたれ、地面に叩きつけられた。

　背中から地面に打ちつけられ、臓物を挟み込むように二つの衝撃が死神の中で暴れ狂う。が、それでも彼女自身のダメージはほとんどないに等しい。

〈抵抗確認。対象無力化推奨〉

「ちっ───」

　ほとんど効いていないと直感的に悟った大たい河がは舌打ちしながら身体からだを半回転させ、風を斬きり裂く大おお鎌がまの一撃を躱かわす。同時にカウンターで首を斬り払おうとするが、これは鎌の柄つかで受け止められる。

（先手はここまでだな）

　受け止められた刀を起点に左足で大地を踏みしめ、右足で死神の脇わき腹ばらを蹴けり飛ばす。

　体勢が十分ではなかったので感触も軽く、死神が立ち上がると同時に大河も油断なく野の太だ刀ちを構えて大地を蹴る。

　ガギャイン!!　と二人同時に跳び出して振るった得物が甲高い金属音を鳴らして交こう叉さする。わずかに、だが確実に膂りよ力りよくで劣っている野太刀は押し負け、大鎌の刃先が大河の服に掠かすって地に刺さる。

　───わかっていた。今の自分では死神に勝てないことは。

　元々力で負けているというのに、差異とやらのせいで全力を出せないのだ。最大の武器である速度に関してもそれほど大きな差はない。正面からぶつかりあえば押し負けるに決まっている。

　切り札である《シンクロ・インフィニティ》の制限時間は五分。使い方によってはもっと短くなるだろう。

　どうにせよ、勝ちの目が見えない状況で使うのはリスクが高すぎる。

（今は耐えるしかない……っ！）

　手札を切るタイミングを間違えれば、大河の負けだ。

　太刀と鎌が幾多数多あまたと交り合い、そのたびに大河は力で押し負けてしまう。

　それでも極限まで無駄な動きを省いた大河は鎌の鋭撃を受け流し、逸そらし、躱して何とか死神と打ち合っていく。

　勝つためではなく、負けないための攻勢。

　そんな大河の姿勢を感じ取ったわけではないのだろうが、死神の攻撃はさらに勢いを増していき、大河も捌さばくことに全神経を注ぐ。

「っ……この馬鹿力、どっから湧わいてくんだよ……ッ」

　真正面から鎌の轟ごう撃げきを受けて、十メートル近く後退する。

　交わした剣けん戟げきはすでに三十を超え、互いにかすり傷もない。上回る身体能力で押しきろうとする死神に対して、大河は戦闘経験と技術をもって対抗する。

　いくら身体能力で上を行こうとも死神の太た刀ち筋すじは単純そのもの。守勢を維持していれば防ぐこと自体はそこまで難しくなかった。

「ふぅ───」

　深く息を吐はく。

　膠こう着ちやく状態といえば聞こえはいいかもしれないが、守りに徹していたから生き延びているだけ。こちらから仕掛けない限りは打開も何もあったもんじゃない。

　大たい河がはどこまでも青く透き通った空の眼めを見開いて、

「今度はこっちから行くぞッッ!!」




　手に持っていた一メートル超の野の太だ刀ちを思いっきりブン投げた。




　もし相手が感情のある人間だったのならば、その顔は驚きよう愕がくに染まっていただろう。

　なにせ回転する刃が弾丸も真っ青な速度で迫ってきたのだ。いかにここが電脳世界エリユシオンであろうとも限度というものがある。

　首に到達するまで一秒以下───その本当にわずかな時間で反応した鎌かまが太刀を上空へと弾はじき飛とばす。

　高速で飛来する刃に反応しただけでも凄すごいが、死神はほとんど力を込められない体勢のまま迎撃した。到底人間にできうる芸当ではない。

「はっ！　隙すきだらけだってのッ───!!」

　そして、その合間を縫うように拳こぶしを叩たたきこんだ少年はそれ以上にデタラメだった。

　まるで自分だけ違う時間流にいるかのように、最初から相手の反応がわかっていたかのように、投とう擲てき直後に懐ふところに潜り込んだ大河は死神の無防備な腹に砲弾のごとき鉄拳をお見舞いする。

　棒立ちでロクに踏ん張れる体勢でなかった死神は三回転しながら吹き飛んで───。

「飛べッ!!」

　回り込んで放たれたアッパーカットを背中にくらい、天高らかに殴り飛ばされた。

　筋力だけではない。足から伝える螺ら旋せんの剄けい力りよく、それを全身の筋肉を経由して余すことなく通し増幅させ、腰から捻ひねりだされる一撃は五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを打ち抜き、潰つぶす。

〈肉体損傷率、10パーセント〉

　地上十メートルまで跳ねあげられた死神の身体からだはくの字に折れ曲がり、パシッ、と一度だけ波打つ電磁波を走らせる。

　悲鳴と思おぼしき音を喉のど奥おくから発する死神。痛みはなくとも自分に蓄積されたダメージは認識できるのか。だが容赦するつもりは微み塵じんもない。

　膝ひざを軽く折り曲げ、地を踏み抜いて跳ぶ。

　いとも簡単に重力の縛りを突破した大河は狙ねらったようなタイミングで落ちてきた野太刀を空中で掴つかみ、音速と同速の一撃で少女の胴体を薙なぐ。

〈肉体損傷率、15パーセント〉

　音速の斬ざん撃げきは衝撃波を巻き起こし、再び死神が悲鳴をあげる。せめてもの抵抗とばかりに鎌を振り上げようとするが、大河はその手を掴んで抵抗さえ許さない。

「空中戦は初めてか、死神ぃっ!!」

　全身を捻ひねり、死神の小さい身体からだを担ぐような形で思いっきり振り抜く。

　抗あらがう術すべをもたない死神は落雷のように一直線に頭から地面へと叩たたき落とされた。

　まともな人間相手ならば十回殺してお釣りがくる連続攻撃。

　人間業とは思えないそれを繰り出した大たい河がは危なげなく着地し、落下の衝撃で粉ふん塵じんが舞いあがっている爆心地をじっと見つめる。

　刀術───それは何も刀を使った技のみを指すのではない。

　五体全すべてを凶器とし、ときには斬ざん撃げきを囮おとりにすることもある、ただひたすらに破壊を突きつめた剣技。元々は人間相手を想定したものだが、現代においては機械人形ドローンと戦うことも多い。そのような人外相手にも通用するように歴史の移り変わりと共に研ぎ澄まされてきた。

（これで倒せれば世話ないんだが……）

　さすがに無傷だとは思いたくない。それなりのダメージは与えているはずだ。油断なく構えながら砂さ塵じんの向こう側を眺め───全身が一気に総毛立った。

　躱かわせ、さもなくば死ぬぞ。

　刹せつ那なの警けい鐘しように脅されるがままに横っ跳びすると、粉塵を吹き飛ばす勢いで紅あかい斬撃が地面ごと虚こ空くうを薙なぎ払はらい、そのまま直進して平地に真まっ直すぐ斬ざん撃げき痕こんを刻む。

〈肉体損傷率20パーセント、実験中断、対象殲せん滅めつ推奨〉

　ゆらりと幽鬼のごとく立ち上がった死神がその手にもつのは、劫ごう炎えんのごとく揺れる紅を纏まといし大おお鎌がま。

　鎌の内部に閉じ込められていたはずの《ジェイル》が外に漏れ出し、真紅の炎のようになっている。

　紅鎌がゆっくりと振り上げられるのを見て、口元をひきつらせた大河は叫ぶ。

「……斬撃を飛ばすとか、理不尽もいい加減にしろよ───ッ」

　心の底からの悪態を吐はき、地を弾はじいて加速する。瞬間に放たれた二つの紅い斬撃は直前まで大河がいた空間を大地ごと斬きり裂き、直線上の大地も残らず抉えぐり取とられる。

　足を止めずに、一定の距離を保って円周上を駆け抜ける。その間にも無造作に振るわれる鎌から放たれる紅い斬撃の嵐は止やむことなく大河を狙ねらい続ける。

「あれもウィルスってことはくらったら終了か！　滅め茶ちや苦く茶ちやにもほどがあんだろド畜生が！」

　大河が冷静さを失いかけるほどに、死神の攻撃は規格外だった。

　それでも頭の一部はフル回転して攻撃を観察する。

　斬撃の速度、一撃目から二撃目の間隔、距離と比例した方向転換にかかる時間……それら全てを頭の中に叩たたきこみ、直感で戦術を練る。

　考えるなんて愚行はしない。一瞬たりとも速度を落とさず、本能で答えを導き出す。

「───ッッ！」

　腹を括くくって一気に突っ込む。

　邪魔な太刀は鞘さやにおさめて疾走する大たい河がに向かって放たれた一の斬ざん撃げき。それを頬ほおをかすめるくらいのギリギリで躱かわし、続く二の斬撃は全脚力を持って横に跳び躱す。

　死神が攻撃の方向を修正しようと、一瞬だけ連撃が止まる。その一瞬の隙すきを狙ねらって矢のような速度で距離を詰める。

　鞘に手を添え、間合いに入った瞬間に両断するつもりで身体からだを沈めて構える。

　そしてあと一歩で射程圏内というところで、突然それは視界に現れた。

「な───ッ!?」

　死神のもつ鎌かま、それを覆う紅がボコボコと泡立つ。手のひらにおさまる程度の小石が次々と浮かび上がってくる。

　忘れるはずがない。あれは涙るいが使っていた───。

　呆ぼう然ぜんとして致命的な隙を見せてしまった大河に十と重え二十重はたえと変異した剣矢が射出され、視界が白く染まった。







「……ぁ……ぅ……？」

　ふと何か嫌な感覚に襲われて、天てん陵りよう冬ふゆ姫きは目覚めた。

　まどろみの中にいる彼女はゆっくりと上体を起こし、焼けつくような夕日が眩まぶしくて目を細める。くしくしと目もとを擦こすり、大きく伸びをするも睡眠時間が短かったせいか眠気は依然として彼女の思考に重くのしかかる。

（……兄……は……？）

　半覚かく醒せいの意識が温ぬくもりを求める。

　ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで寝室を出た冬姫はほとんど無意識のままダイブルームに向かう。そしてアークライトに座ったまま動かない兄の身体を見つけ、その膝ひざの上に座るとふにゃーと心地よさそうな表情を浮かべる。

　そんなことをしていると少しずつ目が覚めていき、現在の状況を思い出す。

「……兄は、戦いの真っ最中ですかね」

　こうしてアークライトに座っている時点で、電脳世界あちらにいることは間違いない。本当なら今すぐにでも援護に向かいたいが、眼めを使いすぎてふらふらな自分では戦力にならないだろう。

「…………」

　端たん末まつをいじってつい先日登録したばかりの相手に連絡する。数回のコールの後のち、ウィンドウが展開して対話相手の姿を映し出す。

「はろーです、生徒会長。今大丈夫ですか？」

〈冬姫さんですか。どうかしましたか？〉

　相手は生徒会長の切きり燈とう巴は夜や。相変わらず品のよさそうな淑しとやかな笑みを浮かべている。

　正直、この女には色々と聞きたいことがある。

　どういういきさつで兄と知り合ったんですか、とか。仲良さそうですね、とか。時々口調と雰囲気変わりますけど猫かぶってるんですか、とか。

　だが、今はどうでもいい。

「そちらの様子はどうかと思いまして。兄はもう《アリエス》ですか？」

〈はい、おそらくすでに死神と交戦しているはずです。万が一彼が負けた場合を考えてこちらから連絡できないようにしていますので、詳しい状況はわかりませんが〉

「そうですか。じゃあ用はありません」

　あまりにあっさりとした冬ふゆ姫きの様子に、巴は夜やは違和感を覚える。彼女のことはそれほどよく知らないが、大たい河がのことを心から慕っていることくらいはわかる。

〈意外ですね。お兄さんのことが心配じゃないんですか？〉

「心配ですよ。今すぐにでも駆けつけたいくらいには」

　それだけ返して通話を終了させる。

「……妹の気持ちなんて、言ってもわかってもらえないでしょうね」

　脳を疲弊しきった今の自分では足手まといにしかならない。それがわかっているからこそ、彼女は気持ちを押し殺してここにいる。

　八年前のあの日から、命ではなく心を救われたあのときから、天てん陵りよう冬姫は彼だけを思い続けてきた。

　彼の支えになりたいと、共に生きたいと、ただそれだけを願って。それを押し殺すという行為がどれほど悔しいものか───絶対にわからないだろう。

　そっと意識のない兄の手を握る。

　感覚を伝える電気信号は遮断されてしまっているため、現実で何をしようと電脳世界エリユシオンにいる兄には伝わらない。

「……絶対に、勝ってください」

　それでも冬姫は彼の手を握り続ける。

　遠い場所で戦う兄のために、今もなお囚とらわれの身である親友のために。

　彼女は祈り続ける。







（これは……本格的に、ヤバいかな）

　真っ白で何もない空を見上げて、天陵大河は己の状態を冷静に把握していた。

　十数本にわたる刀剣に串くし刺ざしにされた挙句にそれらが爆発、なおも外傷はない自分の身体からだにおかしささえ感じ、口元は笑みをかたどっている。

「……まいった、ね……まさか、涙るいの創そう造ぞう石せきを使う、とは……」

　知っていたはずだ。イオラには高度な学習能力があると。おそらく先の戦いで見た涙の創造石を模倣したのだろう。

　幸い《ジェイル》にやられたわけではないので、精神構造が影響を受けたわけではない。だが至近距離から放たれた剣矢とその炸さく裂れつは電子体を葬るのに十分すぎる威力であり、二割近くを斬きり落として崩壊だけは避けたものの、大たい河がは動けずにいた。

〈対象無力化。実験再開〉

　ザリッ、と砂を踏み分ける足音が聞こえ、影が視界にかかる。

　地に横たわる大河に止とどめを刺そうと、紅あかき波動を纏まとう大おお鎌がまが振り上げられる。

　あれをくらえば終わりだとわかっていながらも身体からだは動かず、ただその光景を見ていることしかできない。

（……また、救えないのか？）

　思いと共にはるか昔の光景がフラッシュバックする。

　───遠い昔、自分を呪のろったあの日のことを。

　珍しく父と母、ともに休みの日だった。

　ちょうどいい感じで晴れていたこともあり、絵のモチーフ探しで日ごろから散策などをしていた母と違ってインドア派の妹と父を連れ出す目的で「家族でお出かけしよう」という話になった。

　家族四人そろっての外出なんて何年ぶりのことだったか。

　有名な画家だった母もそうだが、父も仕事一筋の人間でろくに家族サービスなんてなかったのだ。

　久しぶりのお出かけということもあって舞いあがっていたのだろう。冬ふゆ姫きと一緒に家族の先を行くように歩いていた。はしゃいでいる子供たちを見て笑みを浮かべていた両親の顔を覚えている。

　あいにくと車を持っていなかったので移動手段は公共交通機関に限られており、事故にあったのは駅に向かう途中の道だった。

　間に合う位置にいた妹だけを助け、助けられないと決めつけた両親を見殺しにした。

　───ここまでは冬姫も知っている話だ。

　ここから先は冬姫が見ていない光景であり、天てん陵りよう大河という人間を形作ったエピソード。

　信号無視した大型トラックが突っ込んできて、妹を抱えて飛とび退のいた。

　それから起こる光景を冬姫に見せないように抱きしめて、

　それでも自分の責任だからと決して目を逸そらさずに両親を見た。




　そして、世界が止まった。




　自分の目が信じられなかった。

　子供なりに覚悟していたのだ。

　二人の死を背負っていくと、自分の選んだ結末を受け入れると。

　それで恨まれても憎まれても、全部ひっくるめて自分の選択なんだと。

　───笑っていた。

　息子に見捨てられた母親は自分が助からないことを知っていながら「貴方あなたたちが無事でよかった」と心の底から笑っていたのだ。

　その笑顔を見て、心のどこかにヒビが入った。

　ふざけるな。

　なんで笑っていられる。

　自分を見殺しにした相手をどうしてそんな目で見られる。

　頼むから責めてくれ。呪のろってくれ。憎んでくれ。じゃないと───この思いは、どこにも行けないじゃないか。

　ぐしゃりとひしゃげていく笑顔をコマ送りで眺めながら、心の中が黒い何かで覆われていくような気がした。

　憎悪。

　母の笑顔を見て安あん堵どしたクソッタレな自分に、見殺しにしたことは許されるんだなどと反へ吐どが出るような思考回路をしていた自分に対する憎悪だった。

　許せなかった。

　この身に罰を与えろと心が叫んだ。

　両親を救えなかった自分が、見殺しにしたくせに笑顔だけで救われた気分になった自分がどうしようもなく、世界の何よりも憎かった。

　だから力を求めた。

　今度は全すべてを助けるために、

　自分を変えるために、

　己に対する罰のために。

　お前は一生強くなり続けろと自分を呪い、一瞬たりとも許すなと戒めた。

　決して届かない天の高みを目指すことを天てん陵りよう大たい河がという人間の全てと決め、そのために努力することを絶対とした。

　───もう二度と、この身は負けることを許されない。

　思考が現実へと返っていく。

（動け）

　奥歯が砕けるほどに噛かみ締しめて身体からだに命じる。お前に敗北は許されないと、この命ある限り歩き続けなければならないと力を込める。

　だが、間に合わない。

《───起ラ動ン》

　刃が振り下ろされる。

　あれが突き刺されば全て終わる。精神構造を全て喰くい尽くされて、涙るいは救えず、イオラも助けられない。大河を信頼してプログラムを授けた冬ふゆ姫きと巴は夜やを裏切ることになる。

《───解析完了スキヤンオフ、接続開始コネクトオン》

　そんなことは認めないと現実を斬きって捨てる。

　現実が理屈が何を示そうとも天てん陵りよう大たい河がに敗北は許されていない。

　どれほど絶望的な状況でも勝つことが科された罰であり、それだけが天陵大河を意味のある存在にする。

　ならば、そこにある現実など関係ない。

　相手が何であろうと超えろ。力ずくでねじ伏せろ。

　限界を超えてその先へ、誰だれもついてこれない領域へと足を踏み入れろ。

　音も光も時間も全すべてを置き去りにして───。




「───助けるって誓ったんだよ………邪魔すんじゃねえええええええええええええ!!!」




《同調限界突破シンクロ・インフイニテイ───!!!》

　脳の回路が焼き切れるかというほどの激痛と共に、呼び声に応えて《シンクロ・インフィニティ》が発動する。

　鎌かまをもつ死神の腕を思いっきり蹴けり上げると同時に、片手で地面を弾はじいて起き上がり、身体からだを捻ひねって胴体を袈け裟さに薙なぎ払はらう。

　この間、コンマ一秒以下。

　止とどめを刺そうとしていたところに反撃にあってたたらを踏む死神。だが胴に一撃くらったというのに全まつたく臆おくすることなく再び鎌を振るってくる。

　技も何もあったもんじゃない怪力任せの剛撃。

　しかしその一撃は軽く首を動かしただけの大河に容易たやすく躱かわされる。そして再び野の太だ刀ちの一いつ閃せんが死神を斬きり裂き、さらに追撃の回し蹴りが直撃する。

　邪魔な差異が解消された今、大河の《眼め》、身体能力はその性能を完全に発揮する。

　ライフル弾ですらスローで捉とらえる圧倒的な動体視力は死神の攻撃を瞬時に見切り、最小限の動きで躱すことを可能とする。

〈肉体損傷率30パーセント。対象完全殲せん滅めつ推奨〉

　後退した死神が呟つぶやくと鎌を纏まとう紅がその輝きを増していく。より鮮やかに、より不気味に密度を増す。そして遠距離斬ざん撃げきを放とうと鎌を振りかぶり、

「おせえッ！」

　一瞬で距離を詰めた大河の雷光のごとき刺し突とつが肩を打ち抜く。深く突き刺さった剣先は楔くさびのように腕の動きを封じ、死神の腕が一瞬止まる。

「連れん城じよう流刀術、五式───《飛ひ燕えん》！」

　そのわずかな隙すきを見逃さず、言葉と共に野太刀の刀身が蒼あおい炎に覆われていく。

　肩を貫いている刀身を強引に横に斬り払って肩肉を切断、同時に一歩踏み込んで背後をとり、身体を巻き込むようにして背中を一閃。

　死神の振り向きざまの反撃は柄つかを使って弾き、腕を掴つかんで動きを封じて首を斬る。同時に腹部に膝ひざを叩たたきこんで体勢を崩し、再び胴体に一閃。

　五式《飛ひ燕えん》に決まった型はない。

　その技を一言で言うのなら、縦じゆう横おう無む尽じんの連続攻撃。

　引くことも躱かわすことも反撃することも許さない、体術と剣術を融合させた最も刀術らしい刀術。

「オオオオオオオオオオオアアアァァァァァッ!!」

　咆ほう哮こうと共に怒ど涛とうの連撃が繰り出される。

　先ほどまでとはまるで違う、桁けた外れの速度で野の太だ刀ちが鋭するどい剣けん閃せんを描く。せめてもの抵抗とばかりに振るわれる大おお鎌がまは、まるで未来が見えているかのように軌道先を野太刀に打ちすえられ、大たい河がの身体からだに届くことはない。

　蒼そう炎えんを纏まといし野太刀による音速を超える斬ざん撃げきが鬼神の乱舞のごとく叩たたきこまれる。

　鎌はすでに迎撃どころか動かすことさえ敵かなわず、死神に斬撃が次々と刻み込まれる。

〈肉体損傷率、50パーセント、60パーセント、70パーセント、80パーセン──────────────────────────────ッッッッ!!〉

「ぐぉっ!?」

　至近距離で以前の倍近い声量の音響爆撃をくらい、おまけに同時に射出された創そう造ぞう石せきが剣矢となって襲いかかってきたことで後退を余儀なくされる。

　現実世界なら喉のどをかき切って防ぐことができたが、電脳世界ここではそんな手は通用しない。いくら《眼め》で相手の動きが読めたとしても、声は止められない。

　今の大河は全すべての感覚が十全に伝わる完全同調状態、現実ならばガラス窓を割りそうなレベルの音響攻撃も全てそのまま伝わる。

「い……つっ、鼓こ膜まく破くつもりか、このヤロゥ」

　剣矢を弾はじくために両手を使っていたので耳をふさぐこともできず、頭がぐわんぐわんと揺れに揺れる。

　そのとき、ズキン、と割れるような痛みが頭部を襲った。

「が、は、くっぅ───」

　頭を切り開いて神経を直接叩いたかのような滅め茶ちや苦く茶ちやな頭痛。あまりの痛みに視界が白熱し、倒れそうになるのを精神力で無理やり抑え込む。

「チンタラ、やってる暇はないってか……」

　おそらくこれが「時間制限」の指標なのだろう。まだ発動から一分もたっていないはずだが、《眼》の使用は予想以上の負担になっているようだ。

　断続的な頭痛を気力でねじ伏せ、死神と向き合う。痛みに耐えている間に相手も準備万端らしく、三十近い創造石が顔を覗のぞかせている。

「……もう少しなんだ。頼むからもってくれよッ！」

　大地を踏み抜いて弾丸のごとく飛び出す。

　ほぼ同時に射出された創造石は剣に槍やりに斧おのに矢になって牙きばをむき、大河はそれを最低限の迎撃で打ち払い、残りは全て体たい捌さばきのみで躱す。最後の四つが連結して生み出された巨大な槍やりを真正面から両断すれば、敵は目の前。

　今の自分ならば鎌かまの一撃を躱かわすことなど容易たやすい。

　勝利を確信し、刀を握り締めて。




　直後に、自分の失策を悟った。




　───ジャランッ！

　両斜め後ろから金属がこすり合う音が聞こえ、両腕に何かが絡みつく。

「何だ!?」

　彼の目に映るのは、腕を縛りつけて動きを封じている鉄の鎖。

　先日見た、涙るいの創そう造ぞう石せきの変異形態の一つ。それはいい。

　だが。

（いつだ、いつ投げられた!?　俺があんなものを見逃すはずが───ッ）

　相手の動きは全すべて見切っていた。創造石が投げられたのならば、どれほど速かろうとこの眼めが見逃すはずがない。

　そう、見えていたのなら。

　一瞬だけ、ほんの一瞬だけ、視界がゼロになった瞬間があった。

（あのときか。痛みで目を閉じていたあのときに投げてたのか）

　縛る力はそれほど強くない。力を入れれば引き千切れるだろう。

　だが目の前では死神が鎌を振り上げている。今から鎖を外して回避に移ったのでは間に合わない。かといって両腕が動かない状態で完全に躱しきることなんて不可能だ。確実に腕一本はもっていかれる。

　少し前までなら構わず腕を差し出しただろう。だが今はダメだ。

　───痛覚遮断が解除されることにより、電子体が受けたダメージは全て伝わるということです。腕を斬きり落とされればその痛みが、身体からだを両断されればその痛みが襲いかかってきます───。

　冬ふゆ姫きの言葉が思い出される。

　常人よりもはるかに鋭敏な感覚をもつ自分が完全同調状態の今、腕を斬り落とされれば間違いなくその腕は使いものにならなくなる。

　この敵は片腕で勝てるような相手ではない。

　だが身体ならば、斬られた経験のある胴体ならば、まだ望みは残る。

「……はっ」

　覚悟はとうの昔にできている。勝つために、大たい河がは不敵に笑う。

　そして鎌の一撃を真正面から受けた。

　ゾブリ───ッ。

「ぐぶ……ッ！」

　肩から抉えぐりこまれた刃先が肺を潰つぶし、心臓を切り裂いていく。

　全身がバラバラにされていく感覚。内臓の奥から湧わきあがる嘔おう吐と感かんと腹を切り開いて灼しやく熱ねつの棒をねじりこまれたかのような激痛。あまりの痛みに意識が途切れそうになるのを歯を食いしばって耐え抜き、腹まで斬きり抜かれた鎌かまを右手で掴つかむ。

　絶対に離さない───万まん力りきのごとき力で押さえつけられた鎌はピクリとも動かない。

　左足を半歩引き、腰を沈める。

　巴は夜やから受け取った抗体アンチプログラムを手のひらに出現させ、握り拳こぶしへと巻き込む。

「いつまでも、他人の身体からだの奥に引きこもってんじゃねえぞ───ッッッ!!」

　叫びと共に蒼あおき拳を死神の腹に叩たたきこむ。全身全霊の拳撃は電子体の奥深く、彼女を変異させたプログラムデータを直接攻撃する。

〈異物侵入確認。対抗手段検索、検索検索検索検索検索検索検索検索───〉

　蒼い光が死神の全身を這はいまわる。

　最初に狂い始めたのは声。壊れたラジオのようにノイズが混じり、声と言えない音の塊になっていく。

　続いて髪。血のような鮮やかな真紅が少しずつ少しずつ剥はがれ落おち、元の色に戻っていく。異物を浄化する蒼い光は狂気の象徴たる鎌も浸しん蝕しよくし、その結合を破壊する。

　視認できないほどの細かい欠片かけらとなって消滅していく大鎌。

　やがて紅が全すべてかき消えたとき、そこにいたのは死神ではなく妖よう精せいのような姿をした神秘的な少女。

「……久しぶりに見た気がするな」

　倒れこんでくる彼女を受け止める。

　それだけで斬ざん撃げきをくらった箇所に焼けつくような痛みが走って意識が飛びかけるが、何とか耐えきって巴夜に連絡する。

「イオラを救出した。回収してくれ」

〈よくやったわ大たい河が！　すぐに接続を回復させるから！〉

「……いや、それよりも涙るいはどうなった？　ちゃんと元に戻ったのか？」

　確かにイオラの奥深くに刻み込まれていた《ジェイル》のプログラムコードは処理することができた。だがどうにも嫌な予感が消えない。

　まだ終わっていない、まだやらなければいけないことが残っている───そんな思いが頭にこびりついて消えない。

〈ちょっと待ってなさい。今調べるから……嘘うそ、変化なし!?　抗体プログラムはちゃんと打ちこんだのよね!?〉

「ああ、間違いなく叩きこんだはずだ。……ッ!?」

　突然だった。視界に真紅が映り込む。

　地に剥がれ落ちていった真紅の欠片が一点に集まっていく。急速に巨大化していく紅の光はやがて実体を求めるようにボコボコと変形していく。

「……巴は夜や、イオラを回収したらすぐに接続を切れ。全部終わったらまた連絡する」

〈全部終わったらって───〉

　それだけ告げて通話を終了する。同時に真紅の塊が確かな形へと変わっていく。

　変幻の果てに現れた姿は大たい河がの二倍はある体たい躯くに大おお鎌がま、顔まで覆うフードに黒い外がい套とう。身の毛もよだつ狂気と寒気を放つ、まごうことなき死神。

　アリエス本来の性質である、ウィルスの自動識別と容姿の固定化。

　今までは電子体に組み込まれていたので機能しなかったそれが、抗体アンチプログラムで弾はじき出されたことで発動したのだ。

「……くそ」

　全身に力を入れて立ち上がろうとするが、それだけで深く大きく咳せき込こむ。

　臓物を吐はき出すかと錯覚するほどに身体からだの中はぐちゃぐちゃで、死んだほうがマシだと思うほどの激痛が行き場を求めて暴れ狂う。

「づァ……が、は……ッ」

　視界が白く染まる。眼めのほうも限界だ。

　全身が悲鳴をあげる。無理だ。こんな身体で戦えるわけがない───。

　それでもふらつきながら太刀を構えた直後、死神が動き始める。大気を震わせる叫び声を上げ、大河めがけて大鎌を叩たたきつける！

「ぐっ……ッ！」

　少女の身体のときよりもさらに重い一撃に、防御ごと吹き飛ばされる。

　地面を二、三回転して体勢を立て直すが、死神は宙を滑空して距離を詰め、体躯に合わせるようにして巨大化した大鎌を連続で振るってくる。

　大鎌と野の太だ刀ちが火花を散らして交こう叉さする。一撃受け止めるたびに重い衝撃が太刀から腕、胴体へと伝わり、傷口を抉えぐるように鈍痛が走る。

　頭の中がかき乱される。

　かろうじて立っているだけの身体。かろうじて耐えているだけの意識。

　限界だった。

《シンクロ・インフィニティ》による脳の酷使、腹部を襲う激痛。常人ならとっくの昔に発狂している。こんな状態で戦うなんて無謀極まる自殺行為でしかない。

　心のどこかで囁ささやき声が聞こえる。

　お前はよくやった。イオラは救えたじゃないか。あとはほかの誰だれかに任せればいい。

「───ふざけんな」

　幻聴をかき消すように首を落とそうとする一撃を弾く。骨が、肺が、内臓が、全身の細胞が悲鳴をあげる。

　ほかの誰かに任せればいい？

　あの少女は、最後に笑っていた少女は、お前を信じて消えていったんじゃないのか。

　その信頼を、思いを、誓いを裏切るつもりか。

　まだ動く。まだ戦える。

　痛みは耐えればいい。意識はつなぎ止とめればいい。限界なんてものは超えればいい。

　攻撃を受け流しながら深呼吸する。

　３、２、１───カウントダウンと同時に全身の細胞を叩たたき起おこしていく。

　イメージするのは閃せん光こう。全身を駆け巡り、炸さく裂れつする雷光は全身を研ぎ澄ましていく。

　───信じてます。兄───

　残された燃料の最後の一滴まで燃やし尽くす。全すべてを余すことなくエネルギーに変え、心という名のエンジンを最大馬力で稼働させる。

　───うん。待ってるからね、王子様───

「……オオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォッッッッ!!!」

　瞬間、世界が止まる。

　自分だけが違う時間流にいるような感覚の中、鎌かまを強引に弾はじくと同時に雷鳴のごとき一いつ閃せんが死神を斬きり裂く。

　絶叫が響き渡る。

　刻まれた裂傷から真紅の光が覗のぞきこみ、そこから蒼あおい球体が奔流となって噴き出す。

「ようやく……吐はき出したか……」

　牢獄ジエイルに囚とらわれていた精神構造ものが溢あふれだす。

　自由となった魂は本来の居場所を求めて空を彷徨さまよう。が、これ以上逃してなるものかとばかりに裂傷は急速に再生、数秒足らずで完全にふさがってしまう。

「往生際がわりい……ぐっ、ごほっ」

　───あと一撃。あと一撃放てば、この身体からだは本当にダメになるだろう。

（十分だ）

　ゆっくり野の太だ刀ちを鞘さやにおさめる。

「……〝奥義〟一式───」

　小細工はない。そんな余裕はない。

　純粋に、己のもつ最強の一撃をもって敵を打ち破る。全ての力を踏み込む足と、得物を振るう腕に集約させる。

　荒れ狂う痛みを押し殺して、今にも倒れそうな身体を無理やり動かして、霞かすんでいく意識に活を入れて───そして、必ず救うという少女との誓いを胸に、天てん陵りよう大たい河がは全身全霊を懸けて飛び出す。

　死神が連続で鎌を振るう。しかし高速で放たれた紅あかい遠隔斬ざん撃げきの数々はただ真まっ直すぐ駆けている大河を捉とらえることはできず、全てはるか後方で大地に裂傷を刻む。

　数十メートルの間合いを一歩で潰つぶし、大河は身体を沈みこませる。

　そしてただ相手を斬ることだけを考え、限界まで力と速度を凝縮して、地を爆砕する踏み込みと同時に野太刀を抜き放つ!!!




「───《覇は龍りゆう》ッッッ!!!」
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　斬ざん撃げきの残像すら残さない神速の抜刀術。

　限界を超えた速力と力をもつ人間にのみ許された至高の斬撃は大地を斬きり裂くほどの衝撃波を放ち、大おお鎌がまもろとも死神を真っ二つにする。

「───────────────────────────────────」

　斬り口から濁流のように溢あふれだす魂の奔流。

　己の肉体を求めて飛び回る精神構造の中に、太陽を思わせる少女の気配を感じ取って、

「……お待たせ、お姫様」

　大たい河がの意識は闇やみの中へと沈んでいく。




　同時刻、病室の一室で眠る少女の頬ほおを、一筋の涙なみだが伝った。










　　エピローグ　道は遥か遠く、空を目指して





　その日の病院は休日ということもあって混雑の様よう相そうを呈していた。

　新都市唯一の大型病院には休みの間に診察しておこうという腹積もりの患者が大勢押しかけ、ロビーでは多く人が自分の番を待っている。

　そんな人ごみの脇わきを素通りし。天てん陵りよう冬ふゆ姫きは一般病棟へと足を踏み入れる。

　病棟の入り口で中に入る手続きを済ませて待っていると、おそらく同じ目的の友人が驚きの表情を浮かべてやってきた。

「あれ～？　てっきり涙るいさんが一番乗りかと思ったのに……何でいるのかな、冬姫？」

「それはこちらのセリフですよ、るっちゃん。確か十一時の待ち合わせだったはずですが、何な故ぜ一時間も前にいるのでしょうか」

　互いに形だけは笑みを浮かべているが、目は笑っていない。抜け駆けしようとしたライバルを非難する二つの視線は火花を起こして交わる。

　栗くり色いろの髪の少女の胸元には、日輪を模したペンダントが光っていた。




　───死神との対決から、二日が経過していた。

　精神構造を捕らえていた元凶が消滅したことで涙るいや切きり燈とうの研究者たちは全員無事に目を覚まし、アイオライトの暴走を発端とする事件はひとまずの終わりを迎えた。

「全まつたく……るっちゃんも病み上がりなんですから、あまり無む茶ちやしないほうがいいですよ。倒れても面倒見きれませんし」

「あはは～残念ながら涙さんはもう完全回復してるからね。マラソンでも何でもドンと来いだよっ。冬ふゆ姫きこそまだ頭痛いんじゃないの？　大人しく帰ったら？」

　もともと体力がある上に意識を失っていた時間も一時間となかった涙はすぐに回復、その日の夜には元気になって自宅へ帰ることができた。といってもどんな後遺症があるかわからないので、検査だけは続けている。

　互いに互いを牽けん制せいする少女二人。

　険悪とまではいかないが何だか薄ら寒い雰囲気を醸かもし出す少女たちに受付の看護師が「あの～これ、許可証です……」と恐る恐る紙を差し出す。

　そこには「２０２号室、天てん陵りよう大たい河が」と書かれていた。







「……あと十五分」

　窓から差し込む日の光を一身に浴びる。憎たらしいほどに快晴な空を眺めて、頭の上で手を組んだ天陵大河は大人しくベッドで横になっていた。

　───死神を倒した直後、痛みに耐えきれなくなった大河は気を失った。

　接続が回復した後のちに正常に作動した緊急離脱によって意識は実体に返ったが、痛みのフィードバックにより発作やら不整脈やらが起こり、その場で崩れ落ちた。

　その後、冬姫の呼んだ救急車によって搬送されたものの外傷はないため病室に直行。精神安定剤やらを投与されて目覚めたのが昨日のこと。

　未いまだに内臓が掻かきまわされるような不快感は残っているが、身体からだのほうは何の問題もないので健全そのもの。

　ありていにいえば、元気があり余っていた。

「……いい天気だな～」

「あら、随分と元気そうじゃない」

「おおうっ!!?」

　よほど気が抜けていたのか、扉が開いていたことにも気づかなかった。突然かけられた声に驚きながらも視線を向ければ、後ろ手で扉を閉める切燈巴は夜やの姿。

「……なに、やましいことでもしてたの？」

「おーびっくりした～……っと、誰だれかと思えば巴夜か。どしたこんなに早く？」

「やっと事後処理が終わって時間ができたから見舞いに来てあげただけよ。きょう退院だって聞いてたしね」

　外見準拠でいえば彼女らしい、避暑地に出かけるお嬢様のような出いで立たちの巴夜は見舞いに来たとは思えない態度でベッドの端に腰掛ける。

「お礼を言ってなかったわね。とりあえず御苦労さま。おかげでイオラを無事に取り戻すことができたわ、ありがとう」

「どういたしまして……そういえばイオラはどうなった？」

〈呼びやがりましたか？〉

　いつから投影されていたのだろうか、ふと肩を見ればそこにふわふわと浮かぶミニマムサイズの少女がいた。

　相変わらず、だが懐かしく感じる奇妙な言葉遣いに思わず苦笑してしまう。

「よ、久しぶりだな」

〈久しぶりかどうかはわかりませんですが、こんにちはです。タイガ〉

　ぺこりと頭を下げるイオラの顔には死神化していたときとは似ても似つかない淡い微笑が浮かんでいた。死神化する前と比べても、何というか感情が自然に出ている気がする。

「驚いた？　なんか元に戻ったら感受性が一段と発達してたのよね」

「へえ……」

　人間と変わらない、というと大げさだが、間違いなく既存のＡＩの中では最も人間に近い笑みだった。

　そしてそれは切きり燈とう巴は夜やにとって喜ばしいことのはずなのだが。

（あんなことがあった直後だからかしら。どうにも不安が残るのよね……）

　そもそも彼女が《ジェイル》を起動させるきっかけとなったのが同じ感受性の発達なのだ。いくらフルスキャンで異常が見つからなかったとはいえ、未いまだに《ジェイル》を書きこんだ人間の特定もできていない。警戒するのも当然だった。

（……考えても仕方ないか。地道に調べていきましょう）

　候補者はそう何人もいないのだ。焦る必要はないだろう───とりあえず先にもう一つの用事を済ませてしまおうと、ポケットから一枚のカードを取り出す。

「大たい河が、これ受け取っときなさい」

「ん、これってマネーカードか？」

　それは端たん末まつでスキャンすることで電子マネーが手に入るカードだった。表には切燈グループの社章が印刷されている正規品。チャージされている金額は───五万。

「……はっ、まさか口封じの金か!?」

「んなわけないでしょ。その程度のはした金でどうにかなるような問題でもないでしょうが。それは死神の懸賞金よ。正式に登録されてたわけじゃないけど……ま、労働の対価ってところ。好きに使いなさい」

　死神はアリエスにウィルスと識別されてあの姿になった。その時点で自動的に懸賞金も設定されていたのだ。

「……いいのか？」

「いいもなにも、それはアンタが仕事で得た報酬よ。受け取らないのなら捨てるだけ」

　そう言われては受け取るしかない。

　巴は夜やは大たい河ががカードを端たん末まつにかざしたことを確認して、立ち上がる。

「それじゃアタシは帰るわ。イオラ、行くわよ」

〈了解ですマスター。タイガ、また話を聞かせやがれです〉

　ミニチュアサイズのイオラを肩にのせて巴夜は去っていく。

　その背中を見送った大河はベッドの上で大きく伸びをする。二日間動いていなかったこともあって各所の関節がパキパキと乾いた音を立てる。

「───さて、そろそろだな」

　弾みをつけてベッドから飛び降りる。まとめておいた荷物を掴つかみ、大河は病室をあとにした。




　一方、退院する大河を迎えに来た少女たちであるが───二人して病棟には入らず、病院の外で少年を待っていた。

　ちなみに、自ら引いたわけではない。

「るっちゃんが騒ぎすぎるからですよ。折せつ角かく迎えにきたというのに」

「む、抜け駆けしようとした冬ふゆ姫きに言われたくないよっ。……まあ涙るいさんも同じなんだけどさ」

　病棟入り口で騒ぎすぎた二人は何だか怖い看護師さんに強制退去を命じられてしまい、逆らうのもあれなので素す直なおに病院の外で待つことにしたのだ。

　春の日差しは柔らかく、外で過ごしても快適だった───互いに微妙な空気のまま背を向けて、やがて涙が口火を切る。

「ねえ冬姫………一つ、伝えなくちゃならないことがあるんだ、聞いてくれる？」

　答える言葉はない。それでも聞こえていると、聞いてくれると信じて、

「───私、西さい園おん寺じ涙は天てん陵りよう大河のことが好きです」

　その思いを、親友でライバルな少女に伝える。

　それは宣戦布告だった。

　振り返った少女と向かい合い、さらに言葉を続ける。

「会って間もないし、理由も単純だし、自分でも『もうちょっと考えなよ』とか思うよ？　でもさ……カッコいい王子様に恋い焦がれるのは、自分でも止められないんだよ」

　冬姫には負けない───その思いを込めて、真まっ直すぐ空色の瞳と対たい峙じする。

　その言葉に、冬姫は真っ向から迎え撃つ。

「どこの誰だれだろうと、兄は渡しません。妹はずっと兄のそばで兄を支え続けます。果てなく儚はかない夢を追うあの人が愛いとおしいのです」

　友人のライバル宣言に、冬姫も全まつたく引くことはない。タイプの違う二人の少女は睨にらみあい───二人して、くすりと笑みをこぼす。

「ふふっ、二人して難儀な人に惹ひかれたものですね」

「ほんとだねっ」

　晴れやかな笑みを浮かべる少女たちは陽ひだまりの中、思い人を待つ。まだ来ないかな、もうそろそろかな───そうしていると、涙るいがふいに質問する。

「そういえば冬ふゆ姫き。冬姫が大たい河がを好きになるきっかけって何だったの？　生まれたときから気になってたわけじゃないでしょ？」

「きっかけですか……そんなに大層なことではないのですが、一応ありますよ」

「どんなの？」

「……あれは両親が事故死してすぐのことでした。親しん戚せきにはロクな連中がいなくて遺産は喰くい荒らされ、兄と妹は厄介払いとばかりに養子に出されることになりました。妹はハッカーとしての才能を買われて鴉からす羽ばへ、兄は当時通っていた道場の伝つ手てで連れん城じようへと引き取られることになったのですが、当時の妹はまだ両親の死を受け入れることができず、兄と離れ離れになることを知ってようやく『自分が一人になる』ことに気づきました」

　どれだけ飛び抜けた才能を持っていようとも、当時の冬姫は七歳さいの少女にすぎない。そんな年齢で三人の家族を短期間に失うことを受け入れろというのが無理な話だ。

「それからは一日中泣き続けていましたね。泣き疲れて眠って、夢でうなされて起きてまた泣いて、再び疲れて眠る……引き取られるのを待つ三日間、毎まい日にちそんな感じでした」

「……大河は？」

「妹が部屋に引きこもっていたので顔を合わせる機会はありませんでした……それが最後の日、あと二時間で迎えが来るというときに再会したんです」

　一人自責の念に駆られていた幼い少年が目にしたのは、なみだも枯れ果て心がぼろぼろに摩耗していた妹の姿。




　ほんの少し力を入れれば壊れてしまう、それほどの危うさを感じるほどに衰弱しきったこの世でたった一人の家族。

「そしたら兄、無理やり妹を外に連れ出したんです。一緒に遊ぼう、なんて言って。鬼ごっこ、かくれんぼ………悲しむ暇なんてないくらいに遊ばされましたね。それで、気づいたんです。必死に妹を笑わせようとする兄の姿に」

　それがひどく歪いびつで、ひどく痛ましくて、とっても愛らしく見え、

　その姿に「ああ、この人はどこかが壊れてしまったんだな」と思った。

　だから泣きやんだ。笑った。

「……これからの時間の中で兄が後悔しないように、精一杯の笑顔で別れよう───そう決めて、最後のときを迎えました。その別れ際に兄がこう言ったんです。いつかまた、絶対に一緒に暮らそう、って。卑ひ怯きようですよね。笑顔で別れようって決めてたのに、そんなこと言われたら嬉うれしくて泣いちゃうじゃないですか」

　泣いて泣いて、約束した。

　二人とも一人前になったら家を出て一緒に暮らそう、そのためにお互い頑張ろうと。

「とまあ、きっかけとしてはこんな感じですかね」

「……なんかドラマチックだね～」

「恥ずかしいので二人だけの秘密ですよ？」

「うん、わかってる」

　二人は顔を合わせて笑みを浮かべる。そして示し合わせたように向き直り、こちらに向かって歩いてくる少年を見る。

「兄ぃ～！　こっちですよっ！」

「早く来ないと置いてっちゃうよ～！」

　さあ、楽しくて甘酸っぱくて心躍る一日を始めよう───。




「……目立つからやめろっての……」

　人で溢あふれている病院の前で美少女二人に呼ばれた大たい河がは、突き刺さる視線の数々に頭を悩ませる。迎えに来てくれたことは嬉うれしいのだが、彼女たちは自分たちがどれほど目立つ容姿なのか自覚がないから困りものだ。

「……ま、仕方ないか」

　あの二人と一緒にいるつもりならば、目立つ覚悟をしなければならないだろう。そして自分の心はすでに決まっていた。

　あの二人は、自分の隣に立ってくれる。一緒にいたいと、そう思わせてくれる。

　空を見上げる。

　どこまでも澄み渡る青空は手を伸ばしても届かず、それゆえに届くことを夢想する。

　そこに行きたいと、その上にある景色を見てみたいと誰だれもが夢見る。

「───行くか」

　ゆっくりと、自分を待つ少女たちのもとへと歩き始める。

　目指す道ははるか遠く、どこまで続いているのかわからない。

　それでもたどり着くと信じて、終わりがなくとも歩き続けると心に決めて、

（さしあたって、鈍なまった身体からだを叩たたきなおすかな）

　───少年は、果てなき最そ強らを目指す。





あとがき




　はじめまして、上じよう智ち一かず麻まといいます。

『仮想領域のエリュシオン』、お楽しみいただけましたでしょうか。

　この話は科学技術、特にネットワーク技術が発達した近未来を舞台に異端の天才兄妹が暴れ回るというサイエンスフィクション×バトルアクションです。

　実はこの話、私が初めて考えた思い出深い作品でもあります。当時はまだまだ設定やらキャラクターの作りこみが甘く、構想段階では妹・冬ふゆ姫きが今とはまるで違っており、天てん真しん爛らん漫まんで明るい性格でした。そのキャラは今作の涙るいちゃんに受け継がれています。

　ここでもう少し内容につっこんだ話をしますと、この本の登場人物は皆、心に何かを抱えて生きています。立場や才能に恵まれている彼らですが、それゆえに非情な現実と向き合うことを強いられています。それでも、もがき苦しみながらも懸命に前に進もうとする彼らの心を少しでも感じることができたら幸いです。

　───と、少し真面目まじめに語ってしまいましたが、私がこの話を書く上で考えてたのは「カッコいい主人公と可愛かわいいヒロインを書きたい！」とただそれだけです。小悪魔な妹の可愛さと天使のごとき涙ちゃんの純情さに悶もだえてください。

　あ、それと一つ。ゲーム好き（特にＭＨ４やＧＥ２などの狩りゲー）な私ですが、実はＭＭＯＲＰＧはほとんどやったことがありません。以前に二つほどやってみたことがあるのですが、片方はすぐにサービス終了、片方は運営開始直後からプレイしたのですが、すぐにレベルキャップに到達、そのあとのアップデートが遅くて飽きてしまいました。

　その影響というわけではありませんが、今作で登場する《アリエス》は単なるＭＭＯＲＰＧではありません。存在することに意味があるゲームとでもいえばいいでしょうか。もしかしたら設定がおかしいところもあるかもしれませんが、できれば笑って見逃してください（苦笑）。

　謝辞です。この本を出させていただく上で多くの人にお世話になりました。

　デビュー前から面倒を見てくださった担当編集の武たけ石いし様。右も左もわからない私に色々なことを教えてくださいました。本当にありがとうございます。

　そして私のつたない文からイラストを起こしてくださったｎａｕｒｉｂｏｎ先生、ありがとうございます。どれもイメージした通りで、女の子たちも非常に可愛く魅力的です。

　編集長、校正様、装丁様、その他この作品に関かかわってくださった全すべての方に感謝しています。

　そして最後に一番の感謝をこの本を手にとってくださった読者の皆さまへ。これから先も心躍るお話を書けていけたらと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、また二巻でお会いしましょう。
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